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本紙は女性!こよる平和と平等を推進します

父
や
同
胞
の
死
を
償
え

-ヒ刀シマJし置届概武吉在

日本の戦後補償のあり方が、世界各国からのパネリ
ストによって鋭く指摘された (4日、星陵会館で)

日
本
に
は
モ
ラ
ル
が
な
い
の
か

戦
争
責
任
問
う
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム

第
一
日
自
の
三
日
は
、
東
京
・

千
代
田
公
会
堂
で
、
証
言
集
会
。

十
カ
国
十
三
の
団
体
が
七
時
間

に
わ
た
る
証
言
。
泰
緬
鉄
道
の

工
事
に
だ
ま
さ
れ
働
か
さ
れ
た

(
マ
レ
ー
シ
ア
)
。
商
用
で
外

出
し
た
弐
か
、
突
如
い
な
く
な

り
、
の
ち
、
日
本
に
連
行
さ
れ

炭
鉱
で
働
か
さ
れ
殺
さ
れ
た
の

が
わ
か
っ
た
。
父
が
何
を
し
た

I I 

助
成
法
案
)
を
提
出
し
よ
う
と

し
て
い
る
。

リ
ク
ル
ー
ト
事
件
を
始
め
と

す
る
、
さ
ま
ざ
ま
な
政
治
腐
敗

が
、
次
々
と
明
ら
か
に
さ
れ
、

『
政
治
改
革
』
を
求
め
る
声
が

大
き
く
な
っ
た
乙
と
は
記
憶
に

新
し
い
。
政
府
自
民
党
も
、
重

た
い
腰
が
王
げ
、
首
相
の
諮
問

を
受
け
た
選
挙
制
度
審
議
会

ゃ
っ
た
の
だ
か
ら
と
責
任
は
否

定
し
て
い
る
。
乙
れ
で
い
い
の

か
。
日
本
に
、
モ
ラ
ル
は
な
い

の
か
|
|
。

こ
の
目
、
パ
『
ネ
ラ
!
と
し
て

登
場
し
た
ド
イ
ツ
の
ギ
ュ
ン
タ

1
・
ザ
l
ト
ホ
フ
さ
ん
(
学
者
、

ド
イ
ツ
連
邦
議
会
に
お
り
る
緑

の
党
の
内
政
問
題
調
査
会
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
l
)、
ア
メ
リ
カ
の

ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン
・
フ
ェ
レ
ン
ツ

さ
ん
(
園
標
法
学
者
、
ニ
ュ

l

休
刊
の
お
知
ら
せ

八
月
二
十
日
号
は
休
刊
致
し
ま
す

ル
ン
ベ
ル
グ
裁
判
検
察
官
)
は
、

ド
イ
ツ
の
戦
争
補
償
に
つ
き
、

国
の
賠
償
の
ほ
か
に
も
、
企
業

が
六
0
年
代
か
ち
相
つ
い
で
補

償
、
一
千
億
円
ル
に
達
す
る
見
こ

み
と
語
っ
た
。
ま
た
、
ク
ラ
ッ

シ
l
中
川
さ
ん
(
日
系
米
人
市

民
連
盟
会
長
)
は
、
戦
中
の
臼

民
意
反
映
す
る
制
度
を

…内放i旬失明開1
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系
市
民
の
強
制
収
容
に
対
し
、

さ

ら

に

捕

虜

収

容

所

に

使

役

八

八

年

ア

メ

リ

カ

政

府

が

憲

法

さ

れ

た

人

び

と

は

、

末

端

に

い

に

違

反

し

て

い

た

と

公

式

に

謝

る

た

め

捕

虜

と

の

接

触

が

多

罪

し

た

経

、

車

乞

の

ベ

、

N

日
系

く

、

上

官

の

命

令

通

り

し

た

だ

人

の

心

の

傷

を

い

や

し

た

H

乙

け
な
の
に
、

B
C級
戦

犯

に

と

と

を

話

し

た

。

わ

れ

た

人

が

多

く

、

刑

が

あ

け

自

分

の

父

が

強

制

連

行

さ

た

ら

故

国

は

独

立

し

て

い

て

、

れ

、

三

池

炭

鉱

で

死

ん

だ

巾

園

そ

の

ま

ま

、

日

本

に

と

ど

ま

ら

人

の

王

起

禎

さ

ん

(

北

京

市

、

戦

後

、

半

世

紀

近

く

た

つ

の

に

、

日

本

は

戦

争

被

害

者

へ

の

補

償

を

し

て

い

な

い

。

乙

れ

で

民

主

的

な

国

家

と

い

え

る

だ

ろ

と

の

よ

、

コ

よ

事

実

を

歴

史

の

ざ

る

を

え

な

か

っ

た

人

が

多

北

方

工

業

大

学

副

校

長

)

は

「

中

中
か
ら
消
す
乙
と
は
で
き
ぬ
い
O

H

戦
争
体
験
の
風
化
H

な

国

は

国

家

賠

償

を

放

棄

し

た

う
か
|
|
。
ア
ジ
ア
太
平
洋
の
戦
争
犠
性
者
が
一
堂
に
集
い
被
害
を
証
言
し
、
日
本
の
正
し
い
戦
後
補
償
の
あ
り
方
を
考
え
る

と

、

一

九

七

三

年

に

初

め

て

会

ど

呑

気

な

と

と

が

い

わ

れ

て

い

が

、

そ

れ

は

個

人

の

損

失

補

償

「
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
戦
後
補
償
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
が
、
一
二
、
四
B
、
東
京
で
聞
か
れ
た
。
北
は
サ
ハ
リ
ン
か
ら
南
は
ベ
ラ

を

つ

く

っ

た

。

自

分

の

国

の

戦

る

日

本

。

そ

乙

へ

、

被

害

を

う

の

請

求

権

の

放

棄

を

意

味

し

な

ウ

ま

で

、

十

カ

国

の

人

び

と

が

来

日

、

一

堂

に

会

し

、

十

五

年

戦

争

の

犠

牲

の

実

態

と

補

償

要

求

を

訴

え

た

の

は

は

じ

め

て

の

争

で

も

な

い

の

に

、

こ

き

使

わ

け

た

人

々

の

心

の

傷

は

、

四

十

い

」

こ

と

。

の

ベ

十

四

時

間

に

わ

た

り

、

日

本

の

戦

争

責

任

と

、

そ

の

償

い

の

あ

り

方

を

、

日

本

人

の

心

に

つ

き

つ

け

た

。

れ

、

殺

さ

れ

、

捨

て

ら

れ

、

一

何

年

た

っ

て

も

い

や

さ

れ

ぬ

ぞ

日

韓

条

約

締

結

時

、

大

統

領

「

朝

鮮

人

強

制

労

働

者

は

七

百

生

を

ほ

ん

ろ

う

さ

れ

た

。

慢

み

と

、

鋭

く

問

題

が

つ

き

つ

け

ら

秘

書

だ

っ

た

関

忠

植

さ

ん

は

、

五

十

万

人

と

い

わ

れ

る

が

、

ま

の

中

に

生

き

て

い

る

私

た

ち

潰

れ

た

。

日

本

が

払

っ

た

無

償

三

億

ド

ル

、

だ

名

簿

の

公

間

も

な

く

、

遺

骨

族

の

気

も

ち

が

わ

か

る

か

」

二

日

目

の

四

日

は

、

と

の

間

有

償

二

億

ド

ル

の

賠

償

に

つ

き

、

ど

こ

ろ

か

生

死

も

わ

か

ら

ぬ

人

徴

用

さ

れ

た

人

の

う

ち

、

サ

題

を

受

切

で

「

戦

後

補

償

の

論

「

当

時

か

ち

両

国

政

府

に

大

き

が
多
い
。
特
に
挺
身
隊
(
慰
安
ハ
リ
ン
に
連
れ
て
行
か
れ
た
人
理
」
(
会
場
・
皇
陵
会
館
H
千

な

認

識

の

差

が

あ

っ

た

。
韓
国

帰

)

な

ど

痕

跡

も

残

っ

て

い

な

は

帰

国

す

る

こ

と

も

で

き

な

か

代

田

区

)

。

は

過

去

の

不

法

の

賠

償

と

い

い

。

戦

後

、

お

前

た

ち

は

日

本

っ

た

。

「

戦

中

は

、

皇

国

臣

民

だ

、

補

償

問

題

に

つ

き

、

日

本

政

い

、

日

本

は

M

日
韓
併
合
H

は

の
た
め
に
戦
っ
た
で
は
な
い
か
一
生
懸
命
働
け
。
戦
争
が
す
ん
府
は
。
解
決
ず
み
d

と

い

っ

て

合

法

的

で

、

韓

国

独

立

へ

の

手

と

韓

国

民

か

ら

も

冷

遇

さ

れ

、

だ

ら

、

お

前

ろ

は

外

国

人

だ

か

い

る

。

強

制

徴

用

の

場

合

、

企

み

や

げ

と

思

っ

て

い

た

」

。
そ

慰
霊
の
容
さ
え
建
て
ろ
れ
な
か
ら
勝
手
に
し
ろ
。
と
ん
な
と
と
業
で
働
か
さ
れ
た
ケ
l
ス

が

多

し

て

「

国

家

賠

償

は

、

個

人

の

っ

た

。

が

あ

る

か

」

い

が

、

企

業

は

、

国

の

命

令

で

補

償

請

求

に

影

響

を

及

ぼ

さ

な

t
p
v
U
r
d
u
N
N
M
m
a
w
C
L
M
A
N
E
品川品川説明
w沼
町
民
d
M
W
K
設
内
部
部
将
封
鎖
刊
日
思
議
M
人税首長ピ品目、懇話的制持
hApbw
懇
日
ご
も
党
議
ι
3
3
S
F
2
3
w
h丸
山
招
致

w
k巧
む
芋
砕
を
時
事
将
棋
ベ
帯
主
主
宰
d
常
設
主
棒
、
容
す
rwvJJLK諸
活
接
待
N守、
v

ー
ヰ
ヰ

1
1
1吋
3
1↓
3
3
1ヰ
3
3
3
1司
1司
i
l
-
-
1
1
1
1
3
4
4
1
1
1
3
3
3ヰ
ヰ
司

1
1
1
3
1
1

的
な
定
数
是
正
を
挙
げ
る
。

一
三
三

-E
こ
こ
ド
ト
こ
こ
三

E
ミ
ミ
ミ
ミ
に
ミ
ミ
ミ
〓
¥
ト
ミ
、
n
u
M引
開
シ
メ
ド
じ
H
F
r
F
J
5
2
d
戸

F
J
F
J
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2
-
c
J

三
JE
三
F
Z
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-
4
J
一

議
一
三
日
幅
一
一
一
連
恭
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雲
彰
同
国
在
砺
蓋
華
麗
r-一一

権
ト
科
目
凶
作
法
唯

一

翼

翠

重

重

黍

議

ヨ

華

護

一

き

¥

董

自
民
党
宗
質
か
ら
来
る
も
の

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
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1
1
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1
1
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，
h

・

;

‘

，

催

・

選

挙

法

改

正

運

動

協

議

正

を

し

て

い

く

と

と

。
そ
の
上

r
h
F
レ

a
S
T
E
t
F・
区

r
p
J
J
ぽ
E

・442何

者
を
シ
ン
ポ
ジ
ス
ト
に
、
選
挙
映
す
る
も
の
を
成
案
し
た
い
」

白
日
回
目
門
こ

ι
旬
制

Y防
明

白

刊

家

本

会
)
で
は
、
政
党
学
識
経
験
で
、
国
民
の
意
思
を
正
確
に
反

司

;

:

J

-

l

l

'

ー
ー

l
j
s
:

制
度
や
暮
ち
し
と
の
か
か
わ
り
(
社
会
党
当
金
権
腐
敗
防
止
、

に
つ
い
て
話
し
合
っ
た
。

政
治
倫
理
法
の
確
立
、
政
権
交

問
わ
れ
る
か
国
民
の
倫
理
観
d

私
自
説
話
国
臨
時
日
十
九
日
刊

衆
議
)
、
公
明
党
(
二
見
伸
明
表
比
例
制
の
方
法
を
党
内
で
検

は
、
現
行
の
中
選
挙
区
制
が
政
さ
ん
・
衆
議
)
、
日
本
共
産
党
討
し
て
い
る
が
、
国
会
で
は
、

治
腐
敗
を
招
き
や
す
い
制
度
だ
(
聴
涛
弘
さ
ん

・
党
中
央
委
政
真
正
面
か
ら
議
論
し
て
い
き
た

と
し
て
、
「
小
選
挙
区
比
例
代
策
宣
伝
委
員
会
責
任
者
)
、
毘
い
」

(公
明
党
)。

「
自
民
党

表
制
」
を
掲
げ
た
答
申
を
出
し
社
党
(田
淵
哲
也
さ
ん
・
参
議
)
案
は
、
死
票
が
増
え
、

二
大
政

た
。
こ
の
小
選
挙
区
制
が
、
政
と
佐
竹
寛
さ
ん

(中
央
大
教
党
化
し
、
国
民
の
意
思
は
反
映

治
改
革
と
ど
の
よ
う
に
つ
な
が
授
)
、
藤
野
美
都
子
さ
ん

(玉
し
な
い
。
選
挙
制
度
は
、
ど
の

り
、
国
毘
の
生
活
に
か
か
わ
っ
川
大
講
師
)
で
、
コ

l
デ
ィ
ネ
1

党
に
も
公
平
で
あ
り
、
民
意
の

て
い
く
の
だ
ろ
う
か
。

タ
ー
を
紀
平
悌
子
さ
ん
(
日
本
正
確
な
反
映
で
あ
る
こ
と
だ
」

七
月
三
十
日
東
京
・
永
田
婦
人
有
権
者
同
盟
劃
会
長
)
が
(
民
社
党
)。

「
ど
う
い
う
選

町
の

梁さんの証言にあわせ、全身で 「日本人よ良心を示
せJと訴える穏国太平洋遺族会の人びと (3日千代
田公会堂)

自民党の出席がなかったシンポジウム

い」

と
玉
さ
ん
と
同
じ
考
え
。

ソ
ウ
ル
大
教
授
の
白
忠
鉱
さ
ん

も
同
樺
で
、
日
本
人
の
道
義
的

責
任
、
企
業
の
モ
ラ
ル
が
強
く

要
求
さ
れ
た
。

日
本
の
H

戦
後
補
償
ρ

は、

軍
人
恩
給
は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま

あ
る
が
、
外
国
人
と
、
一
般
空

襲
に
よ
る
被
害
者
を
除
外
し
て

い
る
の
が
特
徴
。

経
済
大
国
に
な
っ
た
H

国
際

責
任
H

を
い
う
な
ち
、
ま
ず
自

分
た
ち
の
加
害
の
結
末
を
き
ち

ん
と
と
ら
な
け
れ
ば
1
1と
日

本
人
の
猛
省
を
せ
ま
る
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
だ
っ
た
。

¥む
/

7
月
別
日
号
の
本

一
ぽ
一
欄
で
、
国
の
命
令
に

一
ん

一
さ
か
ら
っ
て
ピ
ザ
を

4
q
出
し
、
た
く
さ
ん
の

ユ
ダ
ヤ
人
を
救
っ
た
杉
原
千
畝

さ
ん
の
こ
と
を
日
本
テ
レ
ビ

「知
っ
て
る
つ
も
り
」
を
見
て

知
り
感
動
し
た
と
と
を
書
い
た

ら
た
く
さ
ん
の
反
響
が
あ
っ
た

V
自
分
も
見
て
感
動
し
た
、

と

ん
な
日
本
人
も
い
た
の
か
!
と

い
う
方
が
大
部
分
だ
っ
た
が
、

中
に
、
杉
原
の
と
と
を
子
供
向

き
の
本
で
読
み
域
勤
し
た
。
本

の
存
在
も
知
ら
せ
て
ほ
し
い
と

い
う
方
が
あ
っ
た
。
だ
が
、
と

の
方
、
タ
イ
ト
ル
も
出
版
社
名

も
著
者
も
覚
え
て
い
な
い
と
い

わ
れ
る
の
で
、
当
方
お
手
あ
げ
。

読
者
の
方
で
、
ご
存
知
の
方
、

あ
り
ま
せ
ん
か
0
・V
同
じ
よ
う

に
、
生
命
を
か
け
て
ナ
チ
の
手

か
ら
ユ
ダ
ヤ
人
を
救
っ
た
ス
ウ

ェ
ー
デ
ン
人
が
い
た
と
と
も
教

え
て
頂
い
た
。
こ
の
人
の
名
は

ラ
ウ
ル
・

ワ
レ
ン
パ
1
グ
。
一

九
四
四
年
七
月
、
ハ
ン
ガ
リ
ー

の
ユ
ダ
ヤ
人
を
救
う
た
め
、
外

交
官
資
格
を
も
ら
い、

ブ
ダ
ペ

ス
ト
入
り
。
翌
年
一
月
ソ
連
軍

が
ブ
ダ
ペ
ス
ト
入
り
す
る
ま
で

の
六
カ
月
間
に
、
十
万
人
以
上

の
ユ
ダ
ヤ
人
を
虐
殺
か
ら
救
っ

た
V
に
せ
の
パ
ス
ポ
ー
ト
や
身

分
証
明
書
で
ナ
チ
を
だ
ま
し
た

り
、
「
紅
は
こ
ベ
」
か
「
鞍
馬

天
狗
」
は
だ
し
の
勇
気
と
奇

略
と
行
動
力
。
と
こ
ろ
が

ρ
解

放
μ

後
、
彼
は
ソ
連
軍
司
令
部

に
行
っ
た
ま
ま
帰
っ
て
こ
な
か

っ
た
。
ス
パ
イ
と
ま
ち
が
え
ら

れ
捕
ま
っ
た
ろ
し
い
が
、
真
相

も
生
死
の
ほ
ど
も
、
今
に
至
る

も
わ
か
ち
-
な
い
と
い
う
か
ら
妙

な
話
だ
V
ワ
レ
ン
パ

l
グ
の
伝

記
が
こ
と
し
六
月
、
儲
成
社
か

ら
出
服
さ
れ
た
。
日
本
で
の
紹

介
は
は
じ
め
て
の
こ
と
と
い

う
。
二
人
の
イ
ギ
リ
ス
人
の
共

著
に
よ
る
本
格
的
ノ
ン
フ
ィ
ク

シ
ョ
ン
O
H

伝
記
シ
リ
ー
ズ
「
世

界
を
変
え
た
人
々
」
H

の
一
冊

だ
o

u
知
っ
て
る
つ
も
り
H

の

私
た
ち
が
、
あ
ま
り
に
事
実
を

知
ら
な
か
っ
た
乙
と
を
反
省
す

る
。
そ
し
て
つ
く
づ
く
思
う
の

は

「世
界
を
変
え
る
」
の
は
、

武
力
や
侵
略
で
な
く
、
ヒ
ュ

l

マ
ニ
テ
ィ
だ
と
思
う
V
日
本
の

歴
史
で
教
、
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
人
物
も
H

宜
将
μ
で
は
な
く
、

杉
原
千
畝
さ
ん
の
よ
う
な
人
に

し
た
い
と
思
う
。

大月書庖

-
母
親
と
は
?
を
問
う
感
動
の
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ

Z
Q
J
F
J
E引
木

村

栄

著

語

1
4
0
0

円(室

、-'E
v
h

，、・
4

・
E

』・・

一五人
の
個
性
授
か
な
母
親
た
ち
の
子
育
て
の
経
験
を
?
フ
じ
て、

迷
い
つ
つ
、
生
き

ぬ
い
て
ゆ
く
現
代
の
母
筏
像
を
つ
き
ぼ
り
に
す
る
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
。
〈
主
な
内
容
V

育

て
へ
ん
か
っ
た
/
難
病
と
の
二
人
三
脚
/
愛
、
伝
わ
っ
て
い
ま
す
か
/
な
に
も
し
な
い

の
は
母
親
の
怠
慢
か
/
子
を
信
じ
て
/「
愚
悪
の
関
係
」の
克
服
/
愛
の「
巣
と
も
り」
他

-
ナ
チ
ズ
ム
と
医
学
|

|
衝
撃
の
医
師
犯
罪
ア
ン
ネ
・
フ
ラ
ン
ク
賞
受
賞

子
ゴ
b
こ
5
ま
立
、
こ
、

一is
と
を
f
歩

Jlubufヵ

ギ
ユ
ン
タ
l
・
シ
ユ
ヴ
ア
ル
ベ
ル
ク
箸
/
石
井
正
人
訳
特
判
・
2
2
0
0
円
(税
込
)

ナチ
スの
人
体
実
験
の
道
具
に
さ
れ
、
つ
る
し
首
に
さ
れ
た
子
戸
志
た
ち
・
人
道
に

対
す
る
罪
を
犯
し
た
下
手
入
と
し
て
裁
か
れ
る
は
ず
の
殺
人
者
た
ち
の
そ
の
後
を
追
及
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P

子
も
我
も
愛
し
き
一
日
布
団
干
ナ
d

俳
句
と
遊
ぶ
、
初
め
て
の
エ
ッ
セ
イ

|毎日新聞祉|
干100-51東京都千代田区一ツ慌1-1振醤県長4・56534

と
い
う
の
か

(中
国
)
。

強
制
連
行
さ
れ
、
ひ
ど
い
待

遇
で
こ
き
っ
か
わ
れ
、
給
料
の

多
く
(
半
分
ぐ
ら
い
が
多
い
)

を
天
引
き
貯
金
さ
せ
ら
れ
た

が
、
帰
っ
て
み
て
、
約
束
と
ち

が
い
家
族
に
送
ら
れ
て
な
い
こ

と
が
わ
か
っ
た
。
戦
争
が
終
わ

る
と
そ
の
ま
ま
追
い
出
さ
れ
、

未
払
い
賃
金
も
そ
の
ま
ま
と
い

う
ケ
l
ス
が
あ
ち
こ
ち
で
あ
る

(韓
国

・
三
菱
徴
用
工
、
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
元
兵
補
、
台
湾
な

ど
)
。
香
港
の
人
び
と
は
、
香

港
ド
ル
を
強
制
的
に
軍
票
に
換

え
さ
せ
ら
れ
た
と
、
紙
切
れ
同

様
に
な
っ
た
当
時
の
軍
票
を
示

し
、
怒
り
を
ぶ
つ
け
た
。

来
日
し
た
仲
間
が
証
言
者
と

一
し
ょ
に
壇
上
に
あ
が
り
訴
え

た
が
、
ひ
と
き
わ
目
を
ひ
い
た

の
は
、
韓
国
の
太
平
岸
戦
争
犠

牲
者
遺
族
会
の
人
び
と
。
約
五

十
人
が
来
日
、
こ
の
白
は
全
員

白
い
服
(
韓
国
の
喪
服
ス
タ
イ

ル
)
で
参
加
。
舞
台
い
っ
ぱ
い
五
日
か
ち
始
ま
っ
て
い
る
臨
と
す
る
、
政
治
改
革
関
連
三
法

に
座
り
、
怒
り
を
ぶ
っ
つ
け
た
。

時
国
会
に
、
政
府
は
小
選
挙
区
案
(
公
職
選
挙
法
改
正
案
、
政

同
会
理
事
の
梁
順
任
さ
ん
は
比
例
代
表
並
立
制
導
入
を
主
軸
治
資
金
規
制
法
改
正
案
、
政
党
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l

川
川
川
川
川
川
川
川
川
山
川
川
川
山
山
川
山
川
川
川
山
川
山
山
山
山
川
川
川
川
肉
は
パ
ン
に
挟
ま
れ
て
渡
さ
れ
ま
ぽ
つ
ぽ
つ
と
夏
期
休
業
の
断
わ
り
を
思
っ
て
い
た
宍
友
人
が
、
家
族
が
川

…1
1
1
q川
1
H
:
γ
;
a吉川
口

付

訴

訟

目

安

ヒ

ァ

ト

時

計

m
m
m
r
J

耳
目
下
町
完
投
行

街
の
あ
ち
こ
ち
で
コ
ン
サ
ー
ト
等
五
日
の
フ
ァ
ラ
ゴ
ス
ト
と
呼
ば
れ
る
し
て
く
れ
ま
し
た
。
ロ
l
マ
は
地
域

川

川

朝
夕
の
ラ
シ
シュ

・
ア
ワ
ー
が
緩
お
祭
り
で
は
、
日
本
の
縁
日
も
そ
こ
も
開
か
れ
て
い
ま
す
。
夏
の
名
物
カ
聖
母
被
昇
天
の
大
祝
日
の
前
後
は
、
と
し
て
そ
う
い
っ
た
場
所
が
あ
る
の
川

川

長

和
さ
れ
て
車
の
流
れ
が
ス
ム
ー
ス
に
の
け
の
雲
が
ず
ら
り
と
並
び
、
冷
ラ
カ
ラ
浴
場
跡
の
野
外
オ
ペ
ラ
も
今
食
料
最
も
含
め
て
開
い
て
い
る
庖
で
は
な
く
、
車
の
止
め
や
す
い
大
通
川

川

七

熊

な
っ
た
り
、
夏
の
バ
カ
ン
ス
シ
l
ズ
や
し
西
瓜
か
ら
か
き
氷
、
綿
葉
子
も
年
は
五
十
回
目
を
迎
え
る
と
か
で
、
を
探
す
の
は
一
苦
労
。
食
料
品
の
買
り
な
ど
に
立
っ
て
い
ま
す
。
ひ
ど
い
川

川

1

ン
の
到
来
書
げ
て
い
ま
す
。
六
月
あ
っ
て
な
つ
か
し
い

。
移
動
遊
園
警
沢
山
の
演
目
が
臼
笛
わ
り
で
出
い
溜
め
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
街
に
と
こ
ろ
で
は
夜
十
時
す
ぎ
に
は
ほ
と
川

川

況

の
終
わ
り
頃
か
ら
順
次
、
九
月
中
旬
撃
射
的
の
賑
わ
い
。
腕
に
入
量
て
い
ま
す
。
九
時
開
演
の
オ
ペ
ラ
は
う
ご
め
く
の
は
観
光
客
の
み
。

ん
ど
一
日
制
ご
と
に
立
っ
て
い
ま
す
。

川

川

大

ま
で
、
七
・
八
月
草
心
に
ヨ
l
ロ
を
し
た
お
兄
さ
ん
が
、
焼
き
ト
ウ
モ
延
々
夜
中
一
時
室
長
き
ま
す
。

さ
て
、
夏
の
バ
カ
ン
ス

・
シ
l
ズ
み
ん
な
ス
タ
イ
ル
も
い
い
し
、
奇
麗

川

川

y

パ
全
域
で
「
民
族
の
大
移
動
」
が
ロ
コ
シ
を
く
る
く
る
と
仁
し
そ
う
に
演
じ
る
方
も
大
変
だ
ろ
う
け
ど
、
見
ン
。
場
加
す
る
も
の
が
二
つ
あ
り
ま

州
ー

山

喝

行
わ
れ
ま
す
o

ロ
1

マ
か
在
、
南

l
:
v

‘

;

'

I

F
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0〉
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マ

イ
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リ
ア
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海
や
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イ
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リ
ア
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3
A
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、
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4
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ザパ。滝野引川口市問

夏
の
バ
カ
ン
ス
シ
ー
ズ
ン
バ
》
%と

一

州

首

E

ん

び

り

と

本

を

読

ん

だ

り

、

散

歩

し

(

-

川

川

音

ι
一
昔
、
好
き
な
事
を
し
て
過
む
す
そ
焼
い
て
た
り
な
ん
か
し
て
。
装
着
物
す
る
方
も
大
変
で
す
。
(
も
っ
と
す
。
ひ

と

つ

は

空

き

巣

の

数

。

引

っ

川

州

内

》

晶

一

う
で
す
。私
の
ま
わ
り
を
見
渡
す
と
、
て
く
れ
ば
よ
か
っ
た
。

も
、
舞
台
づ
く
り
の
た
め
の
二
十
分
越
し
業
者
を
装
っ
て
、
家
の
中
全
部
だ
し
、
と
感
心
し
て
い
た
ら
、
女
装

川

川
尉
組
三
週
間
位
の
ま
と
ま
っ
た
休
み
を
取
臼
本
の
縁
日
で
絶
対
に
男
室
が
く
ら
い
の
休
憩
が
幕
ご
と
に
あ
る
の
翠
ま
れ
た
と
い
う
話
も
冗
談
で
は
な
し
て
い
る
男
が
多
い
の
だ
と
事
も
無
川

川

一

一

2

2語
、
通
み
た
い
で
す
。

な
い
屋
台
は
、
豚
の
丸
焼
き
屋
さ
ん
で
す
が
)

く
時
々
耳
に
し
ま
す
。
友
人
の
知
り
げ
に
他
の
友
人
蓄
え
て
く
れ
ま
し
川

川

智

作

品

七
月
の
ロ

1
5、
値
下
げ
セ
ー
で
す
ね
。
八
Q
ン
く
色
い
の
大
き
さ
も
う
ひ
と
つ
の
夏
の
風
物
詩
、
合
い
の
場
合
は
た
ま
た
ま
帰
っ
て
き
た
。
や
は
り
縄
張
り
が
あ
る
み
た
い

川

川
誠
ル
と
お
祭
り
で
暮
れ
ま
た
ほ
と
の
お
頭
付
き
の
豚
が
飴
色
に
と
ん
が
「
ソ
ル
デ
ィ
」
と
呼
ば
れ
る
「
値
下
た
ち
「
作
章
」
で
、
彼
は
近
所
の
で
、
人
気
の
あ
る
女
性
の
い
る
場
所
川

川
叫
ん
ど
毎
日
ど
こ
か
の
広
場
で
催
し
が
長
か
れ
て
お
客
さ
ん
を
お
待
ち
で
げ
セ
l
ル
」
で
は
、
軒
並
み
二
i
三

人
間
童
話
雪
ぬ
顔
を
し
て
現
な
ど
車
が
列
を
作
っ
て
い
る
の
で

川

川

ι

あ
り
、
情
報
収
集
活
動
の
緩
慢
な
私
す
。
骨
や
内
臓
が
抜
か
れ
て
肉
の
部
劃
の
値
下
げ
で
す
。
八
月
に
入
る
と
場
を
離
れ
、
そ
の
ま
ま
讐
察
に
飛
び
す
。
最
近
の
新
聞
記
事
に
よ
れ
ば
七

川

川
-
は
、
突
然
出
く
わ
す
行
事
に
喜
ん
だ
分
だ
け
が
糸
で
縛
ら
れ
て
直
径
二
O
休
業
し
て
し
ま
う
庖
も
多
い
の
で
、
込
ん
だ
と
か
。

劃
以
上
は
エ
イ
ズ
の
感
染
者
だ
と

川

川

り

、

日

付

の

過

ぎ

た

ポ

ス

タ

ー

を

見

H

ン
位
の
筒
状
に
な
っ
て
焼
か
れ
て
お
在
庫

一
掃
の
意
味
も
あ
る
の
で
し
よ
も
う
ひ
と
つ
が
売
春
婦
の
数
。
恩

か
。
「
真
夏
の
夜
の
夢
」
で
は
す
み

川

川

て

見

逃

し

た
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t伊

組
分
ミ
ア
イ
リ

l
体
操
器
時
ル
に

宇

田

川

宏

著

体

力

気

力

一か
落
ち
た
そ
ん
な
あ
な
た
自
身
の
弱
点
を
知
リ
、

ハ
ー
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
選
ぶ
日
変
り
体
像
。イ
ラ
ス
ト
豊
富

*
1
2
5
0
円

日
聞
き
書
島
根
の
食
事
国
盟
国
語

川
園

魚
貝
豊
富
な
宍
道
湖
、中
海
、米
ど
ニ
ろ
出
雲
平
野
、
豪
雪
の
山
間
地
か
ら
同
時
鮫
ま

本
田

で
の
、島
被
な
ら
で
は
の
郷
土
食
を
カ
ラ

i
写
真
と
と
も
に
紹
介
傘

2
9
0
0
向

者
凶
食
め
歴
史

-
司
黒
田
弘
行
着
・
動
物
も
ヒ
ト
も
食
べ
る
こ
と
で
自
然
を
つ
く
る

た
だ
の
動

圃

物
で
は
な
い
と
ト
の
特
殊
性
を
、
食
の
歴
史
を
過
し
て
描
き
き
る

*
1
5
0
0
同

園
・
好
評
/
イ
ラ
ス
ト
旗
本
か
ら
だ
の
歴
史
織
田
弘
行
蕃
*
1
5
0
0
円

一
向
閉
園
本
@
市

園
北
海
道
新
聞
社
編
朝
市
・
縁
日
・村

の

市

新

し

い
リ
サ
イ
ク
ル
市
ま
て
、
全
国

司
各
地
白
川
ヶ
所
の
「市
」
め
く
り
巻
末
仁
川
の
日
本
の
市
一
覧
付

*
1
9
0
0
円
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本紙は女性!こよる平和と平等を鍵迭します

1991年 8月 10日

父
や
同
胞
の
死
を
償
え

-ヒ刀シマ1し・8候式会事1

日本の醐撞補慣の晶り方が、世界告固からのパネリ
ストによって鋭〈指摘された(4目、星陵会信で)

日
本
に
は
モ
ラ
ル
が
な
い
の
か

戦
争
責
任
問
う
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム

第
一
日
目
の
三
日
は
、
東
京
・

千
代
田
公
会
室
で
、
証
言
集
会
。

十
カ
国
十
三
の
団
体
が
七
時
間

に
わ
た
る
笹
吉
。
泰
緬
鉄
道
の

工
事
に
だ
ま
さ
れ
働
か
さ
れ
た

(
マ
レ
ー
シ
ア
)
。
商
用
で
外

出
し
た
父
が
、
突
如
い
な
く
な

り
、
の
ち
、
日
本
に
連
行
さ
れ

炭
鉱
で
働
か
さ
れ
殺
さ
れ
た
の

が
わ
か
っ
た
。
父
が
何
を
し
た

11 

さ
ら
に
捕
虜
収
容
所
に
使
役

さ
れ
た
人
び
と
は
、
末
端
に
い

る
た
め
捕
虜
と
の
接
触
が
多

く
、
よ
宮
の
命
令
通
り
し
た
だ

け
な
の
に
、

B
C級
戦
犯
に
と

わ
れ
た
人
が
多
く
、
刑
が
あ
け

た
ろ
故
国
は
独
立
し
て
い
て
、

そ
の
茎
豆
、
日
本
に
と
ど
苔
口

ざ
る
を
え
な
か
っ
た
人
が
多

い
O

H

戦
争
体
験
の
風
化
H

な

ど
呑
気
な
と
と
が
い
わ
れ
て
い

る
日
本
。
そ
乙
へ
、
被
容
を
つ

け
た
人
々
の
心
の
傷
は
、
四
十

何
年
た
っ
て
も
い
や
さ
れ
ぬ
ぞ

と
、
鋭
く
問
題
が
つ
き
つ
け
ら

れ
た
。一
一
日
自
の
四
日
は
、
と
の
問

題
を
受
り
て
「
戦
後
補
償
の
一
論

理
」
(
会
場
・
星
陵
会
館
H
千

代
田
区
〕
。

補
償
問
題
に
つ
き
、
日
本
政

府
は
H

解
決
ず
み
M

と
い
っ
て

い
る
。
強
制
徴
用
の
場
合
、
企

業
で
一
働
か
さ
れ
た
ケ
l
ス
が
多

い
が
、
企
業
は
、
国
の
命
令
で

ゃ
っ
た
の
だ
か
ら
と
責
任
は
否

定
し
て
い
る
。
と
れ
で
い
い
の

か
。
日
本
に
、
モ
ラ
ル
は
な
い

の
か
ー
ー
。

乙
の
目
、
パ
~
マ
小
ラ
ー
と
し
て

登
場
し
た
ド
イ
ツ
の
ギ
ュ
ン
タ

l
・
ザ
1
ト
ホ
フ
さ
ん
(
学
者
、

ド
イ
ツ
連
邦
験
会
に
お
け
る
緑

の
党
の
内
政
問
題
関
套
E

コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
l
)、
ア
メ
リ
カ
の

ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン

・
フ
ェ
レ
ン
ツ

さ
ん
〔
国
際
法
学
者
、
ニ
ュ

l

系
市
民
の
強
制
収
容
に
対
し
、

八
八
年
ア
メ
リ
カ
政
府
が
憲
法

に
違
反
し
て
い
た
と
公
式
に
謝

罪
し
た
経
過
を
の
ベ
、

H

日
系

人
の
心
の
圃
帽
を
い
や
し
た
。
こ

と
を
話
し
た
。

自
分
の
父
が
強
制
連
行
さ

れ
、
三
池
炭
鉱
で
死
ん
だ
中
国

人
の
王
起
禎
さ
ん
〔
北
京
市
、

北
方
工
業
大
学
副
校
長
)
民
中

国
は
国
家
賠
償
を
放
棄
し
た

が
、
そ
れ
は
個
人
の
慣
失
補
償

の
購
求
権
の
放
棄
を
意
味
し
な

い」
日
韓
条
約
締
結
時
、
大
統
領

秘
醤
だ
っ
た
関
忠
植
さ
ん
は
、

日
本
が
払
っ
た
無
償
三
億
J
、

有
償
二
億
ド
ル
の
賠
償
に
つ
き
、

「
当
時
か
ら
両
国
政
府
に
大
き

な
認
識
の
差
が
あ
っ
た
。
韓
国

は
過
去
の
不
法
の
賠
償
と
い

い
、
日
本
は
H

日
韓
併
合
H

は

合
法
的
で
、
韓
国
独
立
へ
の
手

み
や
げ
と
思
っ
て
い
た
」
。
そ

し
て
「
国
家
賠
償
は
、
個
人
の

補
償
請
求
時
影
響
を
及
ぼ
さ
な

h

傍
婚
智
忽
省
‘
@
管
制
緬
泰
司
泰

的
な
定
数
是
正
春
華
げ
る
。

「
努
打
の
中
選
挙
反
制
が
金

権
腐
敗
を
生
む
の
で
は
な
い
。

自
民
党
の
体
質
か
ら
来
る
も
の

だ
。
議
貝
決
議
に
従
い
定
数
建

正
を
し
て
い
く
乙
と
。
そ
の
よ

で
、
国
民
の
意
思
を
正
確
に
反

映
す
る
も
の
を
成
案
し
た
い
」

(
社
会
党
)
。
「
金
権
腐
敗
防
止
、

政
治
倫
理
法
の
確
立
、
政
権
交

代
可
能
な
仕
組
み
、
こ
れ
が
政

治
改
革
の
位
。
西
ド
イ
ツ
の
代

表
比
例
制
の
方
法
を
党
内
で
検

討
し
て
い
る
が
、
国
会
で
は
、

真
正
聞
か
ら
議
論
し
て
い
き
た

い
」
(
公
明
党
)

0

「
自
民
党

案
は
、
死
票
が
増
え
、
二
大
政

党
化
し
、
国
民
の
意
思
は
反
映

し
な
い
。
選
挙
制
度
は
、
ど
の

党
に
も
公
平
で
あ
り
、
民
意
の

正
確
な
反
映
で
あ
る
こ
と
だ
」

(
民
社
党
)
。
「
ど
つ
い
う
選

挙
制
度
が
い
い
か
は
、
国
民
の

民
意
が
ど
の
よ
う
に
正
確
に
議

席
に
反
映
す
る
か
が
も
の
さ

し
。
自
民
党
案
は
、
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、

四
割
の
投
票
率
だ
と
、
八
の
あ

の
議
席
を
自
民
党
が
占
め
る
こ

と
に
な
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、

参
議
院
の
存
在
意
味
は
な
く
な

る
。
議
会
制
民
主
主
義
が
失
わ

れ
る
こ
と
に
な
る
」
(
共
産
党
〉
。

自
民
党
案
に
対
レ
て
コ
メ
ン

ト
し
た
佐
竹
さ
ん
は
、
政
治
改

革
は
、
政
治
倫
理
の
確
立
で
あ

る
と
と
を
認
誠
し
、
倫
理
が
正

さ
れ
な
い
の
に
制
度
改
革
を
噂

入
し
よ
う
と
し
て
い
る
背
慣

に
、
政
治
的
意
図
が
あ
る
乙
と

は
明
ら
か
だ
と
言
、
つ
。

「
政
治
の
哲
学
で
原
理
と
し

て
追
求
し
て
い
る
の
は
倫
理
性

の
確
立
。
質
の
い
い
政
治
家
を

育
て
る
の
は
国
民
の
倫
理
意

織
」
と
述
べ
、
国
民
の
姿
勢
も

間
わ
れ
て
い
る
の
だ
と
し
た
。

い
」
と
主
さ
ん
と
同
じ
考
え一1
J

ソ
ウ
ル
大
教
疫
の
白
忠
絃
さ
ん

も
向
慢
で
、
日
本
人
の
過
渡
的

責
語
、
企
業
の
モ
ラ
ル
が
強
く

要
求
さ
れ
た
。

日
本
の
H

戦
後
補
償
み
は
、

軍
人
恩
給
は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま

あ
る
が
、
外
国
人
と
、
一
般
空

盤
に
よ
る
被
害
者
を
除
外
し
て

い
る
の
が
特
徴
。

経
済
大
国
に
な
っ
た
H

国
際

責
任
H

を
い
う
な
ら
、
ま
ず
自

分
た
ち
の
加
害
の
結
束
を
き
ち

ん
と
と
ら
よ
け
れ
ば
ー
!
と
日

本
人
の
猛
省
宇
存
主
品
る
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
だ
っ
た
。

¥む
J

7
月
別
日
号
の
本

一
ぽ

一
欄
で
、
国
の
命
令
に

一
ん

一
さ
か
ち
っ
て
ビ
ザ
を

た
J
亡
、
た
く
さ
ん
の

ユ
ダ
ヤ
人
を
救
っ
た
杉
康
干
畝

さ
ん
の
こ
と
を
日
本
テ
レ
ヒ

「
知
っ
て
る
つ
も
り
」
を
見
て

知
り
感
動
し
た
こ
と
を
書
い
た

ら
Pら
く
さ
ん
の
反
醤
が
あ
っ
た

マ
自
分
も
見
て
感
動
し
た
、
こ

ん
な
日
本
人
も
い
た
の
か
?
と

い
う
方
が
大
部
分
だ
っ
た
が
、

中
に
、
杉
康
の
こ
と
を
子
供
向

さ
の
本
で
一
読
み
感
動
し
た
。
本

の
存
在
も
知
ら
せ
て
ほ
し
い
と

い
う
万
が
あ
っ
た
υ
だ
が
、
こ

の
方
、
タ
イ
ト
ル
も
出
版
社
名

も
著
者
も
覚
え
て
い
な
い
と
い

わ
れ
る
の
で
、
当
方
お
手
あ
げ
r

読
者
の
方
で
、
ご
存
知
の
方
、

あ
り
ま
せ
ん
か
?V
同
じ
よ
う

に
、
生
命
を
か
け
て
ナ
チ
の
手

か
ら
ユ
ダ
ヤ
人
を
絞
っ
た
ス
ウ

ェ
ー
デ
ン
人
が
い
た
乙
と
も
教

え
て
頂
い
た
τ

こ
の
人
の
名
は

ラ
ウ
ル
・
ワ
レ
ン
パ

l
グ
。
一

九
四
四
年
七
月
、
ハ
ン
ガ
リ
ー

の
ユ
ダ
ヤ
人
を
救
う
た
め
、
外

交
官
資
格
を
も
ら
い
、
プ
ダ
ベ

ス
ト
入
り
。
翌
年
一
月
ソ
連
軍

が
プ
ダ
ベ
ス
ト
入
り
す
る
ま
で

の
六
カ
月
聞
に
、
十
万
人
以
上

の
ユ
ダ
ヤ
人
を
虐
殺
か
ら
救
っ

た
曹
に
せ
の
パ
ス
ポ
ー
ト
や
身

分
証
明
書
で
ナ
チ
を
だ
ま
し
た

り
、
「
紅
は
こ
ベ
」
か
「
鞍
馬

天
狗
」
は
だ
し
の
勇
気
と
奇

略
と
行
動
力
。
と
こ
ろ
が
H

解

放
H

後
、
彼
は
ソ
痩
軍
司
令
部

に
行
っ
た
ま
ま
帰
っ
て
こ
な
か

っ
た
。
ス
パ
イ
と
ま
ち
が
え
ら

れ
捕
ま
っ
た
ら
し
い
が
、
真
相

も
生
死
の
ほ
ど
も
、
今
に
至
る

も
わ
か
戸
門
戸
な
い
と
い
う
か
ら
妙

な
話
だ
V
ワ
レ
ン
パ

l
グ
の
伝

記
が
こ
と
し
六
月
、
倍
成
社
か

ら
出
蔵
さ
れ
た
。
日
本
で
の
紹

介
は
は
じ
め
て
の
こ
と
と
い

う
。
二
人
の
イ
ギ
リ
ス
人
の
共

著
に
よ
る
本
格
的
ノ
ン
フ
ィ
ク

シ
ョ
ン
。
μ
伝
記
シ
リ
ー
ズ
「
世

界
を
変
え
た
人
々
」
H

の
一
冊

だ
O

H

知
っ
て
る
つ
も
り
N

の

私
た
ち
が
、
あ
ま
り
に
事
実
を

知
ら
な
か
っ
た
こ
と
を
反
省
す

る
。
そ
し
て
つ
く
づ
く
思
う
の

は
「
世
界
を
変
え
る
」
の
は
、

底
力
や
侵
略
で
な
く
、
ヒ
ュ
!

?
ニ
テ
ィ
だ
と
思
う
V
日
本
の

歴
史
で
教
-
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
人
物
も
長
炉
で
は
な
く
、

杉
原
千
畝
さ
ん
の
さ
つ
な
人
に

し
た
い
と
思
つ
。

休
刊
の
お
知
ら
せ

八
月
二
十
日
号
は
休
刊
致
し
ま
す

ル
ン
ベ
ル
グ
裁
判
検
察
官
)
は
、

ド
イ
ツ
の
戦
争
補
償
に
つ
き
、

国
の
賠
償
の
ほ
か
に
も
、
企
業

が
六
0
年
代
か
ら
相
つ
い
で
補

償
、
一
千
億
円
ル
に
遣
す
る
見
乙

み
と
語
っ
た
。
ま
た
、
ク
ラ
ッ

シ
l
中
川
さ
ん
(
日
系
米
人
市

民
連
盟
会
長
)
は
、
戦
中
の
日

自
民
に
有
利
な
政
府
案

助
成
法
案
)
を
提
出
し
よ
予
と

し
て
い
る
。

リ
ク
ル
ー
ト
事
件
を
始
め
と

す
る
、
さ
ま
ざ
ま
な
政
治
腐
敗

が
、
次
々
と
明
ら
か
に
さ
れ
、

『
政
治
改
事
』
を
求
め
る
声
が

大
き
く
な
っ
た
こ
と
は
記
憶
に

新
し
い
。
政
府
自
民
党
も
、
重

た
い
腰
脊
下
占
げ
、
首
相
の
諮
問

を
受
け
た
選
挙
制
度
審
議
会

間
わ
れ
る
h
H

国
民
の
倫
理
観
d

は
、
現
行
の
中
選
挙
区
制
が
政

治
腐
敗
を
招
き
や
す
い
制
度
だ

と
し
て
、
「
小
選
挙
区
比
例
代

表
制
」
を
渇
げ
た
答
申
を
出
し

た
。
乙
の
小
選
挙
区
制
が
、
政

治
改
革
と
ど
の
よ
う
に
つ
な
が

り
、
国
民
の
生
活
に
か
か
わ
っ

て
い
く
の
だ
る
っ
か
。

七
月
三
十
日
東
京
・
永
田

町
の
参
議
院
議
員
会
館
で
開
か

れ
た
「
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
政
治

監
革
を
問
う
私
た
ち
の
く
ち

し
と
の
か
か
わ
り
は
?
」
(
主

民
意
反
映
す
る
制
度
を

4 平 Jんそ41Frmj ^ 

戦
後
、
半
世
紀
涯
く
た
つ
の
に
、
日
本
は
戦
争
被
害
者
へ
の
補
償
を
し
て
い
な
い
。
こ
れ
で
民
一
士
商
な
国
家
と
い
え
る
だ
ろ
と
の
よ
司
示
事
実
を
歴
史
の

中
か
ら
消
す
乙
と
は
で
き
ぬ

う
か
ー
ー
。
ア
ジ
ア
太
平
洋
の
戦
争
様
牲
者
が
一
室
に
集
い
被
害
を
証
言
し
、
日
本
の
正
し
い
戦
後
補
償
の
あ
り
方
を
考
え
る

と
、
一
九
七
三
年
に
初
め
て
会

「
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
戦
後
補
償
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
が
、
三
、
四
目
、
東
京
で
開
か
れ
た
。
北
は
サ
ハ
リ
ン
か
ら
南
は
ベ
ラ

を
つ
く
っ
た
。
自
分
の
国
の
戦

ウ
ま
で
、
十
カ
国
の
人
び
と
が
来
日
、
一
墜
に
会
し
、
十
五
犀
戦
争
の
椛
牲
の
実
態
と
補
償
製
求
を
訴
え
た
の
は
は
じ
め
て
の
争
で
も
な
い
の
に
、
と
き
使
わ

こ
と
。
の
ベ
十
四
時
間
に
わ
た
り
、
臼
本
の
一
戦
争
責
証
と
、
そ
の
鋪
い
の
あ
り
方
を
、
日
本
人

mvuに
つ
き
つ
け
た
。
れ
、
殺
さ
れ
、
捨
て
ち
れ
、
-

「
朝
鮮
人
強
制
山
労
働
者
は
七
百
生
を
ほ
ん
る
つ
さ
れ
た
。
恨
み

五
十
方
人
と
い
わ
れ
る
が
、
ま
の
巾
に
生
き
て
い
る
私
た
ち
浬

だ
名
淘
の
公
開
も
な
く
、
避
片
岡
族
の
気
も
ち
が
わ
か
る
か
」

ど
こ
ろ
か
生
死
も
わ
か
ち
ぬ
人
徴
用
さ
れ
た
人
の
う
ち
、
サ

が
多
い
。
特
に
挺
身
隊
〔
慰
安
ハ
リ
ン
に
連
れ
主
行
か
れ
た
人

婦
)
な
ど
痕
跡
も
残
っ
て
い
な
は
帰
国
す
る
と
と
も
で
斉
な
か

い
。
戦
後
、
お
前
た
ち
は
日
本
っ
た
。
「
戦
中
は
、
皇
国
匡
民
だ
、

の
た
め
に
戦
っ
た
で
は
な
い
か
一
宅
懸
命
働
け
。
戦
争
が
す
ん

と
母
国
民
か
ち
も
冷
遇
さ
れ
、
だ
ら
、
お
前
ち
は
外
国
人
だ
か

慰
震
の
塩
さ
え
建
て
ら
れ
な
か
ち
一
勝
手
に
し
ろ
。
乙
ん
な
こ
と

っ

た

。

が

あ

る

か
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梁さんの証言に晶わせ、全身で 「日本人よ良心.'''"示
せ」と訴える韓国太平洋遺族企の人びと 13日干代
田公会堂)

自民党の出席がながったシンポジウム

催
・
選
挙
法
改
正
運
動
協
議

会
)
で
は
、
政
党
、
学
識
経
験

省
を
シ
ン
ポ
ジ
ス
ト
に
、
選
挙

制
度
や
寄
ら
し
と
の
か
か
わ
り

に
つ
い
て
話
し
合
っ
た
。

こ
の
日
山
山
帰
し
た
の
は
、
日

本
芸
嘉
(
小
岩
井
清
さ
ん

・

衆
議
)
、
公
明
党
(
二
見
伸
明

さ
ん

・
衆
議
)
、
日
本
共
産
党

(
聴
尚
弘
さ
ん

・
党
中
央
委
政

策
宣
言
委
員
会
費
託
者
)
、
民

社
党
(
国
側
醤
也
さ
ん
・
参
議
)

と
佐
竹
寛
さ
ん
(
中
央
大
教

綬
)
、
藤
野
美
都
子
さ
ん
(
玉

川
大
講
師
)
で
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
を
紀
平
悌
子
さ
ん
〈
日
本

婦
人
有
権
者
同
盟
副
会
長
)
が

務
め
た
。
な
お
、
自
由
民
主
党

は
、
再
三
の
出
席
依
頼
に
も
か

か
わ
ち
ず
欠
席
。
社
民
連
は
、

少
人
数
の
た
め
、
皆
公
用
の
予

定
が
あ
り
出
席
で
き
な
か
っ

た。
政
府
案
の
小
選
挙
区
比
例
代

表
制
並
立
案
に
対
す
る
、
各
党

の
意
向
を
聞
い
て
み
る
と

『
そ
も
そ
も
、
リ
ク
ル
ー
ト
批

判
か
ら
、
金
福
腐
敗
を
一
掃
し
、

そ
の
反
省
か
ら
政
治
倫
理
を
正

す
た
め
の
政
治
改
革
で
あ
る
は

ず
な
の
に
、
選
挙
制
度
の
改
革

に
問
題
が
す
り
笛
え
ら
れ
て
し

ま
っ
て
い
る
。
政
治
倫
理
法
の

確
立
が
先
さ
と
い
う
の
が
、

共
通
し
た
見
解
。
小
選
挙
区
制

に
対
し
て
は
、
対
立
案
を
持
っ

て
銀
総
し
て
い
き
た
い
と
言

スノ。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
席
上
、
社

会
党
と
公
明
党
は
、
民
意
を
反

映
し
、
政
権
交
代
が
可
能
な
制

度
と
し
て
、
比
例
代
表
制
を
推

し
、
民
社
党
と
、
共
産
党
は
、

現
行
の
中
選
挙
区
制
で
、
抜
本
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か子
も
我
も
愛
し
き
一日
布
団
干
す
“

俳
句
と
遊
ぶ
、
初
め
て
の
エ
ッ
セ
イ

直面唖E

と
い
う
の
か
(
中
国
)
。

強
制
連
行
さ
れ
、
ひ
ど
い
待

越
で
と
き
っ
か
わ
れ
、
給
料
の

多
く
(
半
分
ぐ
ち
い
が
多
い
)

を
天
引
き
貯
金
さ
せ
ら
れ
た

が
、
附
っ
て
み
て
、
約
束
と
ち

が
い
家
族
に
送
A
れ
て
な
い
こ

と
が
わ
か
っ
た
。
戦
争
が
終
わ

る
と
そ
の
主
主
亙
追
い
出
さ
れ
、

未
払
い
賃
金
も
そ
の
ま
ま
と
い

う
ケ
l
ス
が
あ
ち
こ
ち
で
あ
る

(
韓
国

・
三
菱
徴
用
工
、
イ
ン

ド
末
シ
ア
元
兵
補
、
台
湾
な

ど
)σ
香
港
の
人
び
と
は
、
香

港
ド
ル
を
強
制
的
に
軍
票
に
換

え
さ
せ
ら
れ
た
と
、
紙
切
れ
同

様
に
な
っ
た
当
時
の
一
軍
票
を
示

し
、
怒
り
を
ぶ
つ
け
た
。

来
日
し
た
仲
間
が
証
言
者
と

一
レ
ょ
に
壇
上
に
あ
が
り
訴
え

た
が
、
ひ
と
き
わ
目
を
ひ
い
た

の
は
、
鵠
国
の
太
平
岸
戦
争
犠

牲
者
遺
族
会
の
人
び
と
。
約
五

十
人
が
来
日
、
と
の
日
は
全
員

白
い
服
(
韓
国
の
費
服
ス
タ
イ

ル
)
で
一
参
加
。
舞
台
い
っ
ぱ
い
五
日
か
A
婚
ま
っ
て
い
る
臨
と
す
る
、
政
治
改
革
関
連
一
一
一
法

に
座
り
、
怒
り
を
ぶ
っ
つ
け
た
。
時
国
会
に
、
政
府
は
小
選
挙
区
案
(
公
職
選
挙
法
改
定
索
、
政

同
会
理
事
の
梁
順
任
さ
ん
は
比
例
代
表
並
立
制
導
入
宇
華
高
間
治
資
金
規
制
法
改
正
案
、
政
党

出
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川
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川
川
川
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川
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川
山
川
山
川
川
川
川
川
山
山
山
川
川
川
川
山
川
川
川
川
川
川
川
川
川
肉
は
パ
ン
に
棋
ま
れ
て
渡
さ
れ
ま
ぽ
つ
ぽ
つ
と
璽
間
休
揖
の
断
わ
り
を
患
っ
て
い
た
ら
、
友
人
が
、
家
族
か
川

山

川

剛
山

川

州

川

引

制

川

町

国

側

割

問

究
お
好
み
挽
さ

-i

-た出
す

E玉
、
八
月
に
な
れ
ば
宮
バ
カ
ン
ス
に
出
掛
け
た
語
、
一
人
で
川

川

M
i
¥川

i
w川河
川
川
一耐

m
一一

Y
主

HI
--
I
H
一

川
乙
焼
ぎ
な
ん
か
や
っ
た
ら
太
ヒ
y

卜
業
し
て
い
る
の
は
、
観
光
容
相
手
の
ロ
!
?
に
雪
男
性
相
手
で
一普
段
よ
川

Z
Z
K
E
G
-
て

旦

主

客

層

ユ一一
目

す
る
と

3
5ど。
后
だ
貯
に
な
り
ま
す
。
特
に
八
月
!
り
一
冊
票
あ
る
(
0
・
)
の
だ
奈
川

川

衝

の

あ

き

ち

で

コ

ン

サ

ー

ト

専

五

日

の

フ

ァ

ラ

ゴ

ス

ト

と

呼

ば

れ

る

し

て

く

れ

ま

し

た

。

ロ

!

?

は

豊

川

川

朝

夕

の

ラ

y

三

・
ア
ワ
l
話
相
軒
り
で
は
、
皇
の
惜

Eさ
も
聞
か
れ
て
い
ま
す
o
E
の
名
物
カ
聖
母
屋
語
大
祝
日
の
前
緩
慢
と
し
て
雪
い
っ
た
書
が
あ
る
の
川

川

R

相
さ
れ
て
里
町
れ
が
ス
ム
ー
ス
に
の
り
の
墨
田
が
す
ち
虫
量
び
、
情
-
一フ
カ
ラ
浴
場
跡
の
野
外
オ
ペ
ラ
き
岩
国
面
白
書
め
て
開
い
て
い
る
白
で
は
な
く
、
車
窓
芋
d

い

高

川

川

振

な
っ
た
り
、
翌
の
バ
カ
ン
ス
シ
l
ズ
や
し
西
瓜
か
主
菜
、
握
手
も
年
は
五
十
日

Zrえ
る
と
か
で
、
を
燥
す
の
は
一
苦
労
。
食
料
品
の
ロ
り
な
主
立
っ
て
い
ま
す

0
2い
川

川

1

ン
の
副
軍
事
げ
て
い
占
す
二
ハ
月
あ
っ
て
な
つ
か
し
い
。
草
遊
園
盛
り
自
の
書
官
笛
わ
り
で
出
い
崩
事
録
と
な
り
ま
す
。
聞
に
と
と
ろ
で
は
夜
十
時
喜
に
は
ほ
と
川

川

況

の
時
わ
り
理
由
訳
、
九
月
中
旬
慰
留
の
賑
わ
い
。
閥
に
入
量
て
い
事
。
九
時
襲
安
ベ
ラ
は
う
ご
め
く
の
は
輯
光
客
の
み
。
ん
ど
一

M
ご
と
に
立
っ
て
い
ま
す
0

川

川

太

春
、
七
人
月
草
心
に
ヨ
i
ロ
を
し
た
お
兄
さ
ん
が
、
脱
き
ト
ウ
モ
延
々
夜
中
一
時
宝
主
主
す
o

さ
て
害
バ
カ
ン
ス

J
Y
l
ズ
み
ん
な
ス
タ
イ
ル
も
い
じ
草
川

川

ッ

パ

全

域

で

「

民
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移
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」

が

口
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目
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ゆ
み
遠
山
山

一

挙

汗
話
料
品

夏
の
バ
カ
ン
ス
シ
ー
ズ
ン

「
量
判
…

州

市
居
心

ん
び
り
と
禾
を
腕
ん
だ
り
、
敵

歩

し

(

川

川

再

出

た
り
、
雲
量
を
し
て
過
ご
す
そ
焼
い
て
た
り
な
ん
か
し
て
。
重
曹
聖
書
も
大
変
で
す
。
(
も
っ
と
す
。

2
つ

答

毒

の

…

数

。

引

っ

川

川

内
逗

う
で
す
。
私
。
ぷ
わ
り
を
見
渡

Z
、
て
く
れ
》
よ
か
っ
弓
も
、
書
づ
く
お
た
め
の
一
平
分
趨
し
善
事
っ
て
家
の
主
部
だ
し
、
と
感
心
し
て
い
君
主
川

川

例
以嗣

一
云
四
回
位
包
ま
と
ま
っ
た
休
み
を
間
日
本
の
韓
日
で
絶
対
に
見
た
事
が
く
ら
い
の
休
憩
が
帯
ご
と
に
あ
る
の
四
憎
ま
れ
た
と
い
《
品
も
冗
桜
で
は
な
し
て
い
る
男
が
多
い
の
だ
と
事
も
開
川

川

一-FU

る
の
が
霊
み
た
い
で
す
o

な

い

塁

足
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の

丸

聞

き

屋

主

で

す
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く

時

々
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主

す

o
友
人
の
知
り
げ
に
聞
の
友
会
堂
て
く
れ
ま
川

川

私

ぷ

七
月
の
ロ
!
?
は
、
製
げ
セ
ー
で
す
ね
o
八
円
弓
く
色
い
の
大
喜
も
う
ひ
と
つ
の
璽
の
風
物
詩
、

台
い
の
警
は
た
吏
住
織
っ
て
き
た
o

や
は
り
縄
張
り
が
あ
る
み
た
い

川

川

叫

ん
と
お
踊
り
で
一薗
れ
ま
た
ほ
と
の
お
型
車
警
監
を
ん
が
「
ソ
ル
デ
ィ
」
と
呼
ば
れ
る
「
寝
た
ち
「
集
中
」
で
、
震
近
所
の
で
、
人
買
の
あ
る
女
性
の
い
る
場
所
川

酬

叫

ん
ど
国
ロ
ど
こ
か
の
広
場
で
睡
し
が
り
焼
か
れ
て
お
客
さ
ん
を
お
待
ち
で
げ
セ
l
ル
」
で
は
、
軒
並
み
ニ

:=e
人
間
宇
桂
昌
い
曹
知
ら
ぬ
額
を
し
て
慢
な
ど
車
が
列
を
作
っ
て
い
る
の
で

剛

山

一

号
、
情
報
量
活
動
車
晴
彦
私
す
o

骨
や
内
臓
が
置
か
れ
て
肉
の
部
剛
自
在
で
す
。
八
月
に
入
言
明
者
撮
れ
、
毒
主
量
に
飛
ひ
す
。
里
の
新
聞
記
事
に
よ
れ
ば
七
川

q 畠

1 長i喜
2 57墨
色 2美
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匂F…管

局
食
晶
表
示
が
わ
か
3
本

増

尾

清

善

明

河
川
市

河

川

川

市

刊
に
苛

諸

問
時
制

T
諒

-
噌
屠
温
調
の
本
I
l
l
i
-
-干

食
園
田
添
加
物
と
つ
寺
、

aA，法

不
安
怠
食
国
聞
と
つ
毒
、

aA，法
*

台
所
用
晶
品
不
安
と
つ
得
、

aA，法

.， 
担分
叉
ア
イ
リ

l
体
操
諸
説
ル
に

字
国
川
宜
著

体
力
気
力
が
落
、
た
せ
ん
わゆ
あ
年
た
自
身
の
弱
点
を
知
リ

カ
パ
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
会
盤
、
叶
日
宜
リ
停
機
イ
ラ
ス
ト
・
--
-
a
1
2
5
0円

出
聞
き
書
島
根
の
食
事
国
自
闘
固

ハ
-

魚
貝
隻
富
也
市
立
咽
綱
中
局
米
ど
こ
ろ
出
量
平
野
志
摩
官
の
山
間
飽
か
』
つ
層
厳
ま

本
国

ての

-m
復
弘
勺
て
M
M

の
郷
土
食
を
力
一
フ
l
写
真
と
と

b
に
紹
介

*
2
9
0
0
円

吉
川
貯
食
め
歴
史

-
司
黒
田
弘
行
事

・
蹴
鞠
も
ヒ
ト
も
食
べ
る
こ
と
で
自
開
を
つ
く
る

た
だ
の
動

圃

物
て
は
む
い
ヒ
ト
の
特
険
性
を
、
食
の
塵
史
を
過
し
て
錨
き
き
る
・
1
5
0
0
円

-
・
好
野
/

イ
ラ
ス
ト
院
本
青
ら
だ
の
E
E

瓜
田
弘
行
着
-
-
5
0
0円

一
向
閉

園
本
@
宿

恒
北
湾
道
新
聞
社
副

側
室
用
組
日
村
の
市
新
し
い
リ
ザ
イ
ク
ル
市
ま
で
、
全
国

司

各
勉
臼
ヶ
所
の
「
-
m
L
め
く
り
争
末
に
川
の
日
窓
の
市
一
覧
付
事
4
1
9
0
0
円



(2 ) 

か
。
地
元
社
会
に
恩
影
響
を
与
の
製
品
、
サ
ー
ビ
ス
受
け
入
れ
「
私
た
ち
参
加
者
有
志
で
大

え
ず
に
生
産
さ
れ
た
も
の
か
、
国
)
へ
の
内
政
不
干
渉
、
移
転
会
期
間
中
に
署
名
を
し
、
日
本

製
造
工
雇
や
ぞ
と
か
ら
出
さ
れ
価
格
防
止
、
腐
敗
し
た
+
集
慣
政
府
に
抗
議
し
ま
し
た
」
(
後

る
腐
棄
物
、
高
品
の
包
装
、
輸
行
亭
届
闘
し
む
、

な
ど
が
網
羅
さ
藤
久
美
子
さ
ん
)
。
ま
た
、
日

送
、
貯
蔵
、
使
用
、
廃
棄
の
在
れ
て
い
る
が
、
日
本
と
メ
リ
本
消
費
者
連
盟
が
提
案
し
た
ガ

り
方
や
、
商
品
が
環
境
に
い
い
カ
は
制
定
に
反
対
し
て
い
る
o
y
ト
の
食
編
問
題
に
反
対
す
る

も
の
か
ど
う
か
の
判
断
が
で
き
国
際
的
な
消
賞
者
運
動
を
行
決
縄
文
が
採
摂
さ
れ
た
こ
と
も

る
だ
け
の
情
報
を
消
費
者
に
与
っ
て
い
る
野
村
か
つ
平
さ
ん
は
報
告
さ
れ
た
。
こ
の
倒
、
神
山

え
て
い
る
か
、
多

量

d
慮
レ

「

外
国
で
仕
事
を
す
る
人
た
ち
書
子
さ
ん
か
ら
ポ
ス
ト
・
ハ

清
水
さ
ん
は
「
エ
コ
ラ
ベ
ル
の
た
運
動
で
な
り
れ
ば
な
ら
な
の
待
動
を
ど
っ
取
締
る
か
の
基
l
ベ
ス
ト
、

渡
辺
文
学
さ
ん
か

つ
い
た
商
晶
を
買
お
う
、
リ
サ
い
。
日
本
の
消
費
者
運
動
も
転

車
を
制
定
す
る
も
の
だ
。
自
国
ち
た
ば
こ
問
題
の
分
科
会
の
報

イ
ク
ル
に
力
を
入
れ
さ
っ
と
い
換
す
る
と
き
だ
弁
清
水
さ
ん
。
喜
宣
さ
れ
た
商
品
の
販
売
や
告
が
あ
っ
た
。

れ
て
い
た
の
は
操
界
の
闘
う
日
本
の
消
費
者
運
動
の

在

り

多

国
籍
企
業
コ
l
ド
は
、
国
語
審
禁
止
さ
れ
て
い
な
い
国
こ
の
大
会
の
、
も
つ
一
つ
の

題
。
ま
た
、
全
世
界
の
問
題
と
方
に
つ
い
て
考
え
さ
せ
ら
れ
躍
で
、
一
九
七
0
年
代
初
頭
か
で
行
う
。

や
ら
れ
た
国
は
た
ま
大
き
な
話
題
は
、

I
O
C
U
の

し
て
取
り
組
ま
ね
ば
な
ら
な
い

た
」
と
い
う
o
地
球
に
や
さ
し
ら
協
議
さ
れ
て
き
て
、
コ
l
ド
ら
な
い
。
日
本
企
業
の
評
判
は
運
動
に
多
大
な
貫
献
を
レ
て
き

の
は
多
国
籍
企
業
コ
l
ド
(
行
い
暫
回
と
い
う
エ
コ
ラ
ベ
ル
商

案
の
内
容
の
八
O
偽
は
合
意
に
外
国
で
良
く
な
い
。
串
先
し
て

た
フ
ァ
ザ
1
ル
さ
ん
が
、

l
o

動
規
範
)
制
定
の
一問
題
で
あ
る
晶
の
中
に
ジ
ー
ン
ズ
が
あ
る
。
逮
し
、
こ
の
九
珂
か
ら
始
ま
る
規
範
づ
く
り
を
す
す
め
、
守
る
C
U
を
去
る
と
い
う
と
と
だ
っ

と
と
が
報
告
の
中
で
浮
き
彫
り
ジ
!
ン
ス
宇
綴
る
来
を
作
る
た
通
常
会
期
に
提
出
さ
れ
る
だ
ろ
乙
と
か
、
日
本
企
業
の
名
管
ば
た
。
野
村
さ
ん
は
「
彼
に
と
っ

に

さ

れ

た

。

め

の

綿

栽

培

に

、
第

三

世

界

の

う

と

い

わ

れ

て

い

る

。

ん

固

に

な

る

」

て

I
O
C
U
の
器
は
小
さ
す
ぎ

環
境
に
配
慮
し
て
梢
質
す
人
た
ち
が
沢
山
の
塁
薬
を
使
っ
コ
l
ド
案
に
は
、
人
種
の
療

I
O
C
U
は
、
コ
l
ド
採
捉
る
o
未
来
を
築
く
も
っ
と
大
き

る
、
地
球
克
己
存
続
さ
せ
る
た
め
て
い
る
。
と
れ
が
地
球
に
や
さ
護
、
環
境
の
保
灘
、
消
賞
者
保
の
実
現
に
む
け
て
、
大
々
的
な
な
デ
ザ
イ
ン
字
結
い
て
い
る
」

に
と
っ
し
た
ち
い
い
の
か
ー
ー
し
い
商
品
と
い
え
る
だ
ろ
う
議
、
ホ
ス
ト
国
(
多
国
籍
企
業
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展
開
す
る
。
と
福
一
っ
た
。
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一

企
画
だ
っ
た
。
昨
年
四
月
に
企

朗

自

属

加

え

と

表

大

成

、

官

画
が
立
て
宗
、
高
か
ら
編

曲

場

弓

ヌ

割

銅

山

王

刷

F
J
J
tア
一
ノ

E

H

J

棚

会

集
委
員
が
具
体
的
な
準
備
に
と

博

る

り
か
か
っ
た
。

安
寺

t
o芋
ヨ

ワ

捜

暴

言

草

案

霊

訪

刊
…
開

票
で
は
こ
れ
ま
で
に
も

壷
阜
市
田
H
d
E
R
d

主
E

E

0

4

旬
u
n
q
-
J
E
'
告
『
3
4
K
語
草

「
広
島

・
長
崎
川
原
子
爆
弾
の

記
録
」
(
判
)
と
「
原
子
爆
弾

年
で
は
核
実
験
、
原
発
事
故
の
の
記
録
川
ヒ
ロ
シ
マ

・
ナ
ガ
サ

汚
染
な
ど
で
、
政
射
能
被
害
は
キ
」
(
別
)
の
二
冊
め
写
真
集

国
境
を
組
え
て
広
が
っ
て
い
を
発
行
レ
て
い
る
。
一
冊
目
は

る
O
H
ヒ
パ
ク
シ
ャ
H
は
、
今
日
本
人
カ
メ
ラ
マ
ン
に
よ
る
写

や
国
際
語
と
し
て
適
用
す
る
よ
費
、
一
一
冊
目
は
ア
メ
リ
カ
の
戦

う
に
な
っ
て
し
ま
い
、
残
念
だ
」
略
調
査
団
健
影
の
一
写
真
を
収
録

と

い

う

。

し

た

も

の

だ

が

「

三

附

目

の

写

市
民
と
し
て
、
世
界
に
「
核
真
集
は
、
乙
れ
ま
で
集
め
た
守

兵
器
廃
絶
」
を
訴
え
る
た
め
何
真

・
絵
画
等
を
附
味
、
さ
ち
に

が
で
き
る
か
を
考
え
た
と
き
生
新
し
く
発
掘
し
た
資
料
も
加
え

ま
れ
た
の
が
「
長
崎
、
広
島
を
て
、
開
界
の
核
被
害
の
実
慰
を

も
う
一
度
見
直
し
、
世
界
中
に
伝
え
る
H
決
定
版
N

と
一
呼
べ
る

広
が
三
件
被
爆
の
実
娠
を
走
濯
も
の
に
し
た
い
」
と
い
う
。

に
伝
え
る
民
真
集
を
」
と
い
う
大
ま
か
な
偶
成
は
、
一
望
一

新
し
い
運
動
の
転
換
ヘ

国
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F 

l
O
C
U
世
界
会
議
報
告
会

I
O
C
U

(
国
際
消
費
者
機
嫌
)
の
第
十
三
回
世
界
会
議
が
、
七
月
八
日
か
ら
十
一
一
固
ま
で
香
港
で
開
か
れ
た
。
日
本
か
ら

も
約
九
十
名
が
参
加
。
海
外
市
民
活
動
情
報
セ
ン
タ
ー
、
主
婦
連
合
会
な
ど
六
団
体
の
呼
び
か
け
で
、
七
月
二
十
七
日
、
慣
が

闘
の
東
京
弁
穣
士
会
館
で
、
世
界
会
議
参
加
報
告
会
が
行
わ
れ
た
。

I
O
C
U
は
、
飯
コ
ル
ス
ト

い
う
の
に
、
地
上
で
は
四
億
五
者
の
健
康
を
犯
す
政
策
平
行
動

ン
・
E
・
ウ
ォ
i
ン
博
士
(
ア
千
方
人
が
飢
餓
寸
前
に
い
る
。
を
監
視
す
る
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク

メ
リ
カ
消
費
者
同
盟
会
長
)
の
新
生
児
の
四
分
の
一
一
町
、
四

歳

(
H
A
I
)
、
多
国
籍
企
業
、

呼
び
か
け
で
、ア
メ
リ
カ
、
ォ
ー

ま
で
に
栄
養
失
調
で
死
ん
で
い

W
H
O
の
政
策
、
行
動
を
監
視

ス
ト
ラ
リ
ア
、
イ
ギ
リ
ス
、
べ
る
。
こ
れ
は
明
ち
か
に
社
会
的
す
る
主
γ
ト
ワ
I
ク

(
P

A

ル
ギ
!
、
オ
ラ
ン
ダ
の
五
カ
国
不
正
義
だ
。
世
界
の
消
費
者
運
N
)
、
適
切
な
製
品
に
つ
い
て

が
集
ま
り
、
製
品
テ
ス
ト
と
消
動
は
、
乙
の
矛
盾
に
ど
う
応
え
調
査
・
研
究
を
行
う
ネ
ッ
ト
ワ

費
者
情
報
の
交
換
の
場
と
し
る
の
か
|
|
」
と
ス
ピ
ー
チ
を
1
ク
(
A
P

R
A
N
)
な
ど
世

て
、
一
九
六

O
牢
に
ス
タ
ー
ト
し
、

I
O

C
U
の
当
初
の
目
的
界
規
模
の
末
ッ
ト
ワ
l
ク
を
作

し

た

。

で

あ

っ

た

製

品

テ

ス

ト

と

消

費

る
と
と
も
に
、
組
織
も
六
十
三

七
0
年
代
に
入
る
と
多
国
箱
者
情
報
の
交
換
と
い
う
運
動
か
カ
国
、
百
七
十
四
団
体
と
い
う

品
指
摘
の
反
社
会
的
行
動
が
め
だ
ら
脱
皮
し
た
、
新
し
い
消
費
占
地
球
規
慌
の
大
組
織
に
な
っ

ち
、
規
制
を
求
め
る
声
が
大
き
運
動
へ
の
転
換
を
図
っ
た
。
以
た
Q

く
な
っ
て
き
た
。
七
八
年
七
月
、
降
、
乳
製
品
メ
ー
カ
ー
。
行
動
第
十
一
二
回
目
の
今
年
は
、
六

ロ
ン
ド
ン
で
開
か
れ
た
第
九
回
を
監
視
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
十
カ
国
、
約
四
百
五
十
名
が
参

の
世
界
会
議
で
、

I
O
C
U
の
(
I
B
F
A
N
)
、
多
国
籍
企
加
。
主
チ
!
?
を
「
叩
年
代
の

会
長
に
選
ば
れ
た
ア
ン
ワ
!
明
罰
金
付
動
主
皿
視
す
る
コ
ン
シ
消
費
者
パ
ワ
1
」
(
基
調
・
ラ

フ
ァ
ザ
l
ル
さ
ん
は
、
「
宇
宙
ュ
!
?
l
・
イ
ン
タ
ー
ボ
l
ル
ル
フ

・
ネ
!
ダ
l
川
ア
メ
リ
カ

に
人
工
衛
星
か
飛
ん
で
い
る
と
(
国
際
消
費
者
笹
察
)
、
梢
質
H
)
に
掲
げ
、
臼
つ
の
問
題
提

圃
堕

貯
起
(
激
動
す
る
世
界
の
消
費
者

司
田
仲
パ
ワ
l
、
貧
困
問
題
解
決
の
消

E
』

九

費
者
戦
略
、
自
由
市
場
に
お
け

舗

酎
る
富
者
パ
ワ
1
、
消
賞
者
と

闘
刷
地

環
境
・
グ
リ
ー
ン

・
コ
ン
シ
ュ

・

圃

す

!
?
l
リ
ズ
ム
の
台
頭
)
と
士
一

掴

惜

士
一
実
科
会
が
開
か
れ
た
。

.
比
七
人
の
墾
暑
1
1
太
田
吉

叫

泰
(
全
国
消
費
者
団
体
連
絡

か
会
)
、
清
水
目
網
干
〔
主
婦
連
合

問
対

会
)
、
細
谷
正
子
(
生
活
ク
ラ

叩

耐

プ
生
協
)
、
後
藤
久
美
子
(
東

F
同
血
京
生
活
者
ネ
ッ
ト
)
、
神
山
美

」

れ
包
字
(
弁
護
よ
)
、
野
村
か
っ

叫

子
(
海
外
市
民
活
動
情
報
セ
ン

だ

タ
1
)
、
渡
辺
文
学
(
た
ば
こ

ザ
割
問
題
情
報
セ
ン
タ
ー
)
さ
ん
ら

詠

切

か
皇
室
床
の
君
主
叩

‘
，
時

分
科
会
の
何
冊
子
が
語
ら
れ
た
。

a
同
会
議
の
ど
の
テ
!
?
に
も
貫
か
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ハ
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ω

壬主E

船
橋
邦
子

(
聞
慧

)

内
で
の
牢
和
芹
片
平
和
な
現
出
現
を
つ
く
り
出
す
こ
と

と
イ
コ
ー
ル
だ
P
寄
え
で
い
る
。
実
一
時
に
ク
ロ
セ
先

生
の
ク
ラ
ス
一
一
十
六
人
の
中
で
臼
人
の
父
十
八
人
、

国
十
五
人
、
ア
ジ
ア
果
ア
メ
リ
カ
人
父
一
五
人
、
母
八

人
、
鼎
人
は
門
人
で
い
ず
し
れ
も
母
担
の
み
の
室
庭
で

あ
る
。
ア
ジ
ア
果
と
ひ
と
ま
と
め
に
呼
ぶ
の
は
、
白

人
で
も
な
く
黒
人
で
も
な
い
ア
ジ
ア
の
地
域
出
野
の

人
々
#
津
守
d
o
ク
ロ
セ
売
生
が
教
え
る
ロ
l
レ
ル
ハ

ス
ト
小
幅
f

栓
で
は
五
白
骨
が
少
担
毘
世
で
あ
り
、

そ
の
巾
の
一
一
八
骨
が
黒
人
だ
号
コ
ピ
〔
ま
た
ワ
シ
ン

ト
ン
州
で
慣
用
さ
れ
て
い
る
zH福
は
七
十
種
績
に
も

及
ぶ
と
い
う
。
差
。
に
仲
間
民
の
国
ア
メ
リ
カ
で
品
り
、

全
く
英
語
を
知
ら
な
い
平
L
」
も
が
、
毎
年
ク
ロ
セ
先

生
の
ク
ラ
ス
に
ニ
、
一
二
人
入
っ
て
く
る
不
え
同
匂
多

楠
多
樟
な
文
化
的
歴
史
的
背
慣
を
も
っ
下
少
』
も
た
ち

が
、
一
つ
の
空
間
を
形
成
し
て
い
く
た
め
に
は
、
ク

ロ
セ
先
生
の
ク
ラ
ス
の
世
開
地
図
は
向
に
を
訴
し
て

必
聖
だ
と
い
う
こ
と
か
わ
か
る
υ

了
ど
も
た
ず
点
目
明
白
職
業
を
聞
い
て
み
た
。
白
人

の
男
性
云
入
、
女
性
三
へ
か
大
学
教
使
。
男
位
五
名

が
医
者
。
女
件
ば
弁
瞳
士
、
円
豆
、
喧
置
輔
、
学
生

な
ど
で
専
持
主
閣
の
母
観
は
わ
ず
か
一
一
一
包
だ
っ
た
。

白
人
の
家
庭
は
い
す
れ
色
両
婦
が
高
半
世
で
、
し
か

も
年
帥
は
同
十
揖
軒
通
し
て
い
る
。
そ
れ
に
同
へ
、

鼎
人
の
女
性
は
凶
人
共
シ
ン
グ
ル
7
ザ
1
で
、
年
齢

は
ニ
!
?
間
前
半
と
希
い
。
ド
ラ
ッ
グ
ベ
ビ
ー
と
し
で

生
ま
れ
た
一
人
の
黒
人
の
女
の
ず
は
、
き
ょ
う
一
だ
い

(開3種郵便物認可)

平
岡
と
は
お
互
い
に
つ
い
て
学
び
、
理
解
し
、
か

わ
り
合
一
つ
こ
と
。
他
吉
に
対
す
る
障
問
剛
心
、
愛
情
の

欠
如
が
争
い
を
出
ミ
。
床
φ
工
に
か
く
れ
た
世
田
押
地

図
の
上
で
毎
日
過
ご
す
こ
ど
も
た
ち
は
、
地
球
上
の

人
回
、
民
腰
、
言
語
の
多
樺
性
E
古
田
る
こ
と
は
教
室クロセ噴己主と地図白上に座わる子どもたち

第 973号第 973号

広
島
、
長
附
に
原
爆
が
潜
と

さ
れ
て
四
十
六
年
。
さ
ら
に
ア

メ
リ
カ
の
原
爆
開
発
計
図
が
ス

タ
ー
ト
し
て
か
色
五
十
年
目
に

幽
鳳

耳
真
ほ
米
国
防
省
・
措
置
軍
視
聴
寛
写
車
セ
ン
タ

τ桑
揺
さ
れ
た
未

発
衰
の
写
再
広
島
原
嘩
投
下
の
当
日
、
空
軍
大
尉
一丁
ル
・フ
ィッ

ツ
パ
ト
リ
ク
さ
氏
が
市
内
を
低
空
か
A
a
曙
酔
し
た
も
の

の
父
親
が
全
て
輿
な
り
、
ホ
ー
ム
レ
ス
の
人
た
ち
の

た
め
の
シ
ェ
ル
タ
I
に
住
お
で
い
る
。
ク
円
セ
花
笠

は
、
鼎
人
の
で
と
も
た
ち
の
大
半
は
薗
し
い
ま
庭
園
咽

唖
に
あ
り
、
勉
強
す
る
堅
手
色
脅
わ
れ
て
い
て
、

あ
た
る
今
年
、
平
和
を
求
め
る

市
民
で
偶
成
す
る
平
和
博
物
館

を
劃
ゑ
耳
(
環
京
・
港
区
)
は

新
た
に
「
核
時
代
五
十
年
目
の

被
ば
く
写
真
集
運
動
」
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

運
動
の
住
と
な
る
の
は
写
真

集
「
ヒ
ロ
シ
マ

・
ナ
ガ
サ
キ
H

世
界
の
ヒ
パ
ク
シ
ャ
は
訴
え

る
」
(
仮
題
)
の
出
辰
。
同
会

専
務
理
事
の
岩
倉
務
さ
ん
は

「
核
時
代
を
む
か
え
て
半
世
紀

が
た
つ
が
、
核
長
器
開
発
は
止

ま
な
い
ど
こ
ろ
か
活
発
化
、
近

「
平
和
へ
の
願
い
を
こ
め
て
」

創
価
学
会
婦
人
平
和
委
員
会
り
平
巻
が
完
結

女
性
の
戦
争
体
験
手
記
集

創
価
学
会
婦
人
平
和
委
員
会

は
、
一
九
八
一
年
八
月
か
ら
、

主
性
の
戦
争
体
験
手
配
(
聞
き

膏
)
集
「
平
和
へ
の
頗
い
を
こ

め
て
」
を
刊
行
し
て
き
た
が
、

こ
の
ほ
ど
最
終
の
H
外
地
震
d

「
祖
国
は
る
か
な
り
扉
白
版
、

十
年
が
か
り
で
、
二
十
巻
と
い

う
シ
リ
ー
ズ
が
完
結
し
た
。

第
一
巻
「
あ
の
里
山
の
下
に
」

(
引
掲
げ
熊
)
か
ら
始
ま
り
、

従
軍
看
護
婦
、
原
爆
、
学
賞
疎

開
、
孤
兜
、
戦
争
未
亡
人
等
々
、

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
体
験
軒
、

編
集
に
あ
た
っ
た
同
蚕
員
会
の

メ
ン
バ
ー
が
、

M

共
間
作
業
H

と
い
っ
た
形
で
ま
と
め
あ
げ
て

端

ゅ
い
る
。
文
字
通
り
、
日
本
の
庶

民
の
，
戦
争
体
験
史
U

で
あ
る
。

シ
リ
ー
ズ
の
完
成
を
祝
う
一
記

念
会
が
、
十
七
日
の
午
後
、
日

-
大
宮

宮
原
中
体
罰
嵩
判
明
暗

引
田
剛
山
時
晴
相
出
融
制
号
法

・
h

別
轄
争
は
ご
め
ん
購
入
の
つ
廷
直
結
e

宮
0
4
Q可
4

位

6

一
ど
い

7
q
T
(
田
中
)

一
日
ロ
仰
凶
時
l
m
時
書
記
開

・
無
た
れ
l
語
手
?
字
申
?

一人
情
報
セ
ン
タ
ー
隅
潤
「
日
本
国
勢
ι
因
性
愛
育
英
践
掴
亜

一
輩
出
と
安
保
長
的
」
控
辺
洋
一
ニ
(
闇
幻
自
刷
i
m
u
百
幽
叩
時
ア
l
一
一

石
人
名
輯
教
授
)
「
ア
メ
ナ
}
|
パ
ホ
ー
ル
(
ア
l
ニ
出
版
ピ
ル
l階
)

一
ン
グ
ラ
デ
ィ
シ
ュ
町
立
た
ち
」
よ
眠
内
容
E

「
女
性
学
か
ら
の
視
点
に
た

一
i
6
0
0
円
ポ
寵
匂
白
本
開
人
っ
て
」
井
上
田
子
(
和
光
大
教
員
)
、

一間
体
連
合
会
冒
閃
・
3
4
0
1
・
6
「
家
臨
制
度
と
両
性
間
保
」
加
藤
曹

一
14

7

由

チ

(

車

京

女

子

大

教

員

)

、

「

性

一
・
平
和
を
副
長
行
動
吾

揖
い
教
育
で
向
が
教
T
Z色
れ
る
か
?
」
北

一揖
き

訴
え
辛
つ
i
平
和表
面叩つ一
報

関
西
子
〈
性
教
育
型
践
者
)
ほ
か

一
没
者
遭
膜
少量
円に

ω
名
受
調
料

P2
万
円
(
パ
l
テ

町一

出
品
目
時
刻
分
1
起
案
ィ
代
、
出
肩
代
安
否
む
)
問
角

認
一受
話
(
J
R
水
週
宿
駅
南
口
2
八
月
)
せ
「
ア
ニ
出
版
官
邸
・3
7
υ
8

醐
一
理

「

置

-
霊
ハ

EJ明
1
5
6
H
性
著
書
調
E
H

劃
一の
平
田
を
求
的
て
」
臨
酎
輔
、
保

空

襲
、
ア
ジ
ア
害
者
の
書
、
4

・
平
和
3
年
度
ウ
ー
マン

-E

第
一セ
ツ
な
ど
草
加
問
。
5
0
0
門
ッ
ジ

高
瞳
構
座

一
実
護
靖
国
神
社
周
辺
を
平
相
行
幻
自
i
B
月
凶
日
時
過
水
咽
巨
叩

一濯
、
リ
レ
1
潤
説
室
、
チ
ラ
シ
町
布
時
泊
分
i
U
丙
鈎
誇
千
葉
県
商
少

一な
ど
土
曜
平
制
適
車
九
百
圭
国
連
年
帽
人
会
館
(
宮
0
4
7
2
・
幻
・

一脳
会
理
組

E
0
4ろ
h
b
・
刊
1
7
1
1
)
内
容
巴
「
女
性
と
ス
ト

一9
2
i
o
(
両
川
)
レ
ヌ
」
小
野
寺
八
電
子
(
フ
ェ
ミ
↑
一

ス
ト
宝
フ
ピ
!
な
か
ま
心
丞
力
ウ
ン
加
分
日
本
教
育
告
館
(
JR
水
道
下
車
官
附
・8
6
2
・
5
0
b
O
)
パ
ー
ト
労
働
の
ゆ
と
え

・
フ
ェ
ミ
ニ
シ
ネ
マ
館

七
7
1
)
、
「
書
き
出
し
た
立
性
た
ち
」
冊
、
地
下
歓
神
保
町
下
車
〉
内
容
曲
面
輯
崎
晒
芋
(
中
区
楠
祉
事
剖
函
出
同
時
i
mm
時
叩
分
衷
京
l
日
間
同
時
日
分
、
凶
層
b
分
、

探
一
尾
凱
丈
埼
玉
日
明
朗
ー
会
号
、
司
宜
包
巴
「
平
ど
も
か
ら
の
メ
ッ
セ
l
務
所
)
、
進
土
産
之
(
シ
ル
バ
ー
人
都
蝿
人
情
報
セ
ン
タ
ー
膚
師
大
揖
油
国
時
セ
シ
オ
、
杉
並
ホ
ー
ル

と
法
掃
」
鴨
原
郁
子
(
弁
護
士
)
ほ
之
、
テ
ィ
l
チ
・
イ
ン
「
幻
自
紀
材
セ
ン
タ
ー
)
剛
円
申
込
亨
侭
買
珂
(
聞
大
助
教
禄
)
偶
料
内
容
院
函
パ
ベ
ッ
ト
の
晩
葺
告
」

か
別
名
(
県
内
在
住
、
在
勤
の
人
)
に
生
き
る
子
ど
も
た
ち
へ
包
軍
高
の
週
桔
か
な
が
わ
女
の
ス
ペ
ー
ス
申
込
み
関
東
部
婦
人
慣
報
セ
ン
タ
上
映
、
抽
也
捕
「
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
の
視

骨
徐
切
ロ
日
開
申
j

怠

・

贈
り
物
」
塑
影
(
立
夫
敢
闘
世
)
、

4

T

P
E
附
・
1

1

・

at
官
邸
-
R
4
5
1
1
4
0
点
か
ら
み
た
陸
圃
」
腕
冬
子
〈
映
圃

問
合
せ
了
千
草
県
社
会
部
宵
世
年
掃
曙
田
雅
晴
(
一
橋
大
教
授
)
、
永
畑
7
6

・
杜
の
都
宮
笠
宮
融

評
輪
車
)
入
朝
無
料
定
閏
先

人
恕
(
婦
人
間
抽
室
)
官
0
4
7
2
置
」
J

(

作
草
)
、
空
俊
司
(
全
P
研
司

・
地
悪
銘
挺
進
講
座
受
講
申
募

剖
回
回
目
時
、
一
同
時
仙
台
直
面
署
同
名
器
旺
兜
有
(
要
予
約
)
間

-m
-
つ
口

?
A

代
表
・
守
夫
教
授
て
お
自
令
官
悼
会

構

年
文
化
セ
ン
タ
ー
内
容
揖
一
部
自
せ
-
E
m
・
3
d
l
7
・
8
R
0

・
夫
捕
別
姓・
家
臨
骨
綾
と
女
性
シ
ン
ポ
ツ
ウ
A
「
PT
A
は
平
台
包
お
日
開
計
日
開
お
日
同
初
日
幽
ω
u
基
鋼
隅
檀
「
女
性
た
ち
は
世
界
を
l
(
桜
並
匿
教
育
委
回
全
女
性
・
胃

お
日
園
山
崎
拓
分
i
同
時
泊
分
の
帽
利
条
約
を
ど
う
受
け
止
め
る
時
i
印
時
(
午
前
む
部
)
、
ゆ
時
l
p

変
え
る
」
車
松
良
子
(
財
・
女
性
職
J
少
年
宣
)

捕
選
会
館
講
師
若
葉
允
子
(
弁
か
」
「
P
T
A
は
生
臨
時
金
と
ど
っ
つ
引
時
(
挫
の
部
〉
巾
野
区
女
性
蚕
輯
財
団
会
長
〉
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
7

・
女件
鰐
人
の
タベ

I
l
l
I
l
l
i
-
-
-
I
l
l
1
11
1
1
1
1
1
1
1
1
1
J
闇
(
J
R中
野
駅
南
口
下
申
)
向
ェ
ミ
ニ
ズ
ム

・
い
ま
未
来
」
江
原
白
月
日
日
聞
か
ち
6
夜
遅
闘
で
一
開

一

お

知

ら

せ

一

自
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
セ
ト
ワ
1
由
季
(
菱
重
字
国
中
陣
山
幸
凶
器
分
ク
レ
ヨ
ン

「
1
I
l
li
-
--
十
I
l
l
I
l
l
1
1
1
1
li
li
--

ク
活
用
の
悼
融
学
習
受
鯛
料
・
2
畏
樟
(
柏
揖
院
れ
ち
は
る
せ
蹴
長
ハ
ウ
ス
東
京
自
(
地
下
酷
表
書
道
A

嘩
で
)
、
腰
井
開
字
(
労
働
省
婦
人
き
あ
っ
て
い
く
の
か
」
、
突
概
蝿
告
B
D
O
円
申
込
み
・
問
合
せ
・

官

号
、
車
内
合
川
公
一
〈
南
北
大
助
教
l
出
口
3
3
出
掴
9
日
立
原

届
曙
祉
課
四
冨
)
、
新
津
ふ
み
下
(
総
参
加
持
2
0
0
0
円
(
前
一
四
l
ω
・
3
耳
目
・
6
94
b
号
、
宗
方
噴
き
ナ
(
仙
台
市
計
会
え
り
か
、
凶
日
新
川
和
江
、

H
日
江

ム
ロ
睡
康
世
逗
財
団
ケ
ア
l
コ
l
一
ナ
ィ
7
0
0
円
H
2
日
共
通
)
理
桔

e
-結婚
の
意
時
夜
間
う
世
間
肘
輪
学
紐
研
究
会
会
長
、
開
一
一
部
H
コ
ン
閣
曜
チ
、
ほ
目
置
鹿
悦
子
、
日
固
と

ネ
l
シ
ョ
ン
ム
市
長
)
普
加
蹟

4
0

宮
凶
・
3

9

3
・
8
6
8
(
月
間
四
日
同
問
時
輯
島
動
封
補
祉
会
サ
l
t
ク
ラ
ク
ラ
(
先
極
の
コ
ン
吊
ま
峰
子
、
は
巴
工
膿
直
下
チ
ケ

0
0
円
申
込
忍
キ
曜
市
川
田
・
木
・
金
ロ
時
1
日
時
)
館
テ
1
7
あ
な
た
が
享
を
つ
く
ピ
ニ
エ
ン
ス
ク
ラ
、
y
y
ク

・
ト
リ
y
ト

l
-
H
υ
0
円

T
E
L
予
約

桂
記
4
釜
宮
ω
・
3
2
4
0
・
0
2

，
手
広
議
補
擁
座

高
齢
化
社

っ
た
(
つ
く
る
)
わ
け
、
そ
れ
を
桓
オ
)
入
朝
無
料
(
要
整
理
時
)
申

宮
m
・3
4
n
B
・6
4
9
2
ク
レ
ヨ

3
8

4
哀
考
吾
?
砦
優
素
き
宰
茎

ん
で
い
る
わ
け
鼎
料
問
自
せ
τ

込
手
間
合
せ
i
仙
台
市
市
民
目
立
ン
ハ
ウ
ス
「
主
性
問
人
の
タ
ベ
」
係

・
全
P
研
第
超
高

雲

「

子

?

「

|

l
よ
こ
は
ま
の
老
人
福
祉

酎
雲
車
開
局
・
藤
村
宜
m
・3
6
住
企
歯
師
E
m
-n
t
i
l
l
1
定
員
削
岩
に
な
り
し
だ
い
輔
君

ど
も
の
幅
利
晶
約
と
P
T
A
の
置

は
ど
つ
な
っ
て
い
る
|

l

」

5

4

2

b

i

o

l

内

2

5

6

1

任

」

笥

日

聞

は
時

閣
浜
女
性
フ
才
l

・
い
ま
、
働
〈
女
が
ほ
し
い
も
の

泊
日
山
川
時
刻
分
、
お
円
円
9
時
一
ワ
ム
(
J
R、
市
営
地
下
位
町
戸
睡
眠
①
家
事
労
働
は
な
ぜ
タ
ダ
か
っ
i
|

8 

月

安売号 f、糸斤 "'" 
、再生紙60%使用、

三
種
類
が
好
評
f

文
も
多
い
。
そ
ん
な
い
き
さ
つ

か
色
、
猷
作
に
鼠
作
を
か
さ
ね

る
こ
と
約
一
年
、
や
っ
と
で
き

た
の
が
、
こ
の
カ
!
ド
レ
タ
l
。

子
軽
で
オ
シ
ャ
レ
と
評
判
が
い

い
の
で
、
小
口
の
セ
ッ
ト
と
し

て
商
品
化
。
ミ
ズ
ク
レ
ヨ
ン

ハ
ウ
ス
に
お
い
で
あ
る
。

ー
セ
ッ
ト
川
カ
l
ド
レ
タ
l

q
M校
+
ミ
ニ
レ
タ
ー
7
枚
l
シ

ー
ル
3
枚
+
ハ
ガ
キ
l
枚
u

m

円
(
送
料
込
〕
。
色
は
サ
ー
モ
ン
、

ナ
y
ツ
、
ベ
ー
ル
グ
レ
イ
の
3

種
類
。申込
先
/
廻
小
路
地
素
人
倶

楽
部
(
エ
コ
ロ
ジ
ス
ト
ク
ラ
ブ
)

干
1
6
2
東
京
都
新
宿
区
神
楽

坂
日
l
お
守
島
ビ
ル
5
0
5
欄

ミ
ク
ロ
ス
タ
ジ
オ
内
宮
ω
・
3

2
8
7
1

1
 

新タイプのカードレター

自
然
破
漉
・
環
境
汚
染

・
リ

サ
イ
ク
ル
と
叫
ば
れ
る
中
、
再

生
紙
も
増
え
て
き
た
。
そ
れ
な

の
に
日
用
品
に
は
ま
だ
ま
だ
少

な
い
。
普
段
に
わ
り
と
使
う
も

の
で
い
い
も
の
は
な
い
か
と
探

っ
て
い
く
う
ち
に
考
え
つ
い
た

の
が
、
手
紙
や
封
筒
。
再
生
紙

を
使
っ
て
な
お
カ
γ

コ
イ
イ
、

オ
リ
ジ
ナ
ル

・
レ
タ
ー
を
作
ろ

う
と
い
う
話
に
な
っ
た
。
凝
り

性
が
鎮
ま
っ
た
か
ら
大
変
ー

イ

ン
ク
が
に
じ
ま
な
い

・
吸
い
込

み
が
い
い

・
見
た
目
に
手
す
き

の
相
紙
調
色
も
ま
っ
白
や
濃

い
色
で
な
い

・
中
が
透
け
な
い

厚
さ
・
筆
不
精
だ
か
ら
一
筆
で

も
棉
に
な
る
も
の

・
再
生
紙
が

多
く
合
ま
れ
る
・
ム
ダ
に
す
る

部
分
が
少
な
く
て
済
む
な
ど
注

グリ テイングとカ ドと書簡が一緒

国釜を

ナ
が
鼠
料
で
す
が
、
イ
タ
リ

ア
南
部
が
そ
の
生
産
地
と
な

り
ま
す
。
「
北
の
手
打
麺
」

に
「
南
の
ス
パ
ゲ
ッ
テ
ィ
ー
」

と
い
わ
れ
て
い
る
の
も
硬
質

小
麦
の
生
産
迦
か
ち
く
る
も

の
で
す
。
今
回
は
イ
タ
リ
ア
南
部
の

特
産
で
あ
る
ナ
ス
と
、
ポ
ピ

ュ
ラ
ー
な
ト
マ
ト
ソ
l
ス
を

使
っ
た
「
な
す
の
ス
パ
ゲ
ッ

テ
ィ
l
」
で
す
。

【材
料
】

(
4
人
分
)

ス
パ
ゲ
ッ
テ
ィ
1
9司
ι

日
時
ッ
、
米
ナ
ス
・
0
2
由
、
オ

zuuaず

〈土曜日〉

者
い
人
た
ち
を
中
心
に

人
気
の
あ
る
パ
ス
タ
。
パ
ス

タ
と
ス
パ
イ
ス
は
、
切
っ
て

も
切
れ
な
い
ほ
ど
相
性
が
い

い
も
の
で
す
。
己
の
コ
ー
ナ

ー
で
は
、
八
回
に
わ
た
り
、

パ
ス
タ
料
理
を
紹
介
し
て
い

き

ま

す

。

ー
l
編
集
部

イ
タ
リ
ア
料
埋
に
代
表
さ

れ
る
パ
ス
タ
に
は
、
硬
め
に

ゆ
で
る
ス
パ
ゲ
ッ
テ
ィ
!
と

や
わ
ら
か
く
ゆ
で
る
ス
パ
ゲ

y
テ
ィ
l
以
外
の
パ
ス
タ
と

が
あ
り
ま
す
。

ス
パ
ゲ
ッ
テ
ィ
1
は
硬
貨

小
麦
の
デ
ュ
ラ
ム
・
セ
モ
リ

(3 ) 

仕上げにフレッシュパジjしをあしらってみました

1991年 8月 10目

人種の差別がない教育

鉱
大
、
整
福
祉
政
簡
切
り
桔
て
の
政
情
は
、
世
ヰ

聞
で
ホ
1
ム
レ
マ
う
ヒ
l
ブ
ル
を
畠
唱
さ
せ
て
い
る
ロ

シ
ア
ト
ル
に
近
い
タ
コ
マ
市
で
も
こ
の
一
年
間
に
ホ

ー
ム
レ
ス
ピ
1
プ
ル
が
四
O
骨
増
加
し
た
と
い
う
。

そ
れ
に
し
て
も
、
ク
ロ
セ
先
牛
耳
V
暫
え
て
い
る
ロ

l
レ
ル
ハ
l
ス
ト
小
学
慣
匂
位
向
が
閑
静
な
住
宅
街

に
あ
る
己
と
か
色
判
断
し
て
、
ク
ラ
ス
の
生
徒
の
中

に
あ
る
雨
明
確
な
ギ
ベ
ッ
ブ
を
不
思
織
と
思
っ
た
。
こ

の
蝿
聞
は
す
ぐ
に
明
ら
か
に
な
っ
た
。
己
の
珂
由
と

し
て
、
ョ
九
七
0
年
代
に
拍
ま
る
が
パ
ス
イ
ン
グ
の

と
い
う
制
厳
に
つ
い
て
一
私
は
学
ん
だ
。
パ
ス
イ
ン
グ

は
「
パ
ス
巳
聖
っ
て
通
学
す
る
」
と
い
う
宮
崎
で
、

鼎
人
と
有
色
人
明
、
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
な
ど
の
少
数
民

族
と
の
分
断
(
セ
グ
リ
ゲ
l
シ
ョ
ン
)
を
瞬
間
す
る

た
め
に
拍
ま
っ
た
そ
う
だ
。
ク
ロ
セ
先
市
古
V
4

九
七

O
年
東
、
四
十
三
世
で
教
師
と
し
て
仕
事
に
つ
い
た

の
は
、
キ
ン
グ
牧
師
の
名
前
に
ち
ほ
ん
だ
ジ
ュ
ニ
ア

・
ア
サ
!
キ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
と
い
う
少
数
者

(
鼎
人
、
有
色
人
)
の
み
の
学
問
だ
っ
た
。
と
こ
ろ

が
先
時
も
こ
の
μ
パ
ス
イ
ン
グ
N

と
い
う
制
度
の
結

果
、
白
人
の
先
主
ば
か
り
だ
勺
た
と
の
学
校
に
、
た

だ
一
人
の
ア
ジ
ア
果
ア
メ
リ
カ
人
教
師
と
し
て
採
用

さ
れ
た
与
え
J

だ。

こ
の
パ
ス
イ
ン
グ
と
い
う
制
度
は
だ
れ
も
が
肌
の

色
、
人
組
に
よ
っ
玄
君
別
さ
れ
る
乙
と
な
く
、
人
間

と
し
て
尊
電
ぎ
れ
る
と
い
う
基
本
的
人
楢
か
ら
出
持

し
た
、
公
民
伊
曜
動
と
し
て
の
一
黒
人
解
問
題
動
の
桔

県
で
あ
る
。
し
か
し
十
年
を
哩
た
現
在
も
な
お
、
己

の
制
度
は
ア
メ
リ
カ
で
の
教
育
問
題
の
一
つ
と
し
て

輔
蝿
さ
れ
、
多
く
の
問
題
を
抱
r

一え
て
い
る

4
3」。

(
つ
づ
く
)

多
く
の
間
聞
を
抱
え
て
い
る
と
説
明
さ
れ
た
T

苗
し

さ
が
笠
宮
の
構
造
の
中
で
再
生
霊
名
、
腕
け
出
す

週
が
閉
ざ
さ
れ
て
い
る
の
だ
。

と
り
わ
り
レ
ー
ガ
ン
、
7
y
シ
ュ
殴
摘
の
軍
植
民

9 

「子
、と
も
の
文
化
接
触
度
L

調
査

下
供
た
ち
に
良
質
の
文
化
を

1
1
'
と
、
毎
年
夏
休
み
に
ぬ
い

ぐ
る
み
人
形
劇
の
公
演
を
行
っ

て
い
る
「
カ
ゴ
メ
劇
場
」
(
カ

ゴ
メ
冊
主
催
)
が
、
今
年
で
二

十
周
年
を
迎
え
、
こ
れ
を
記
念

し
カ
ゴ
メ
欄
は
「
子
供
の
文
化

接
触
度
」
調
告
を
実
施
し
た
。

調
査
対
象
は
首
都
圏
に
住

む
、
一
千
一
歳
か
ち
小
学
二
年
生
ま

で
の
子
供
を
も
っ
母
親
百
五
十

三
人
。まず
「
ど
ん
な
子
供
に
育
て

た
い
か
」
を
耐
く
と
「
元
気
で

丈
夫
」
九
六
・
六
%
、
「
感
動

の
わ
か
る
」
八
五
・
六
俗
、
「
創

造
力
が
あ
る
」
八
0
・
四
4
w
が

高
順
位
(
複
数
回
答
)
。
「
勉

リ
l
プ
油
カ
ッ
プ
切
、
ガ

I
リ
y
ク
パ
ウ
ダ
ー
小
さ

じ
川
口
、
パ
セ
リ
:
小
さ
じ
l
、

オ
レ
ガ
ノ
(
ホ
ウ
ル
)

e

小

さ
じ
l
、
底

。小
さ
じ
見
、

ホ
ウ
イ
ト
ベ
パ
l
小
さ
じ

A
 
〈
ト
マ
ト
ソ
l
ス
〉

完
熟
ト
マ
ト
(
中
)
一
7

個
玉
ネ
ギ
・
9MN
個
、
力
l

リ
ν
ク
パ
ウ
ダ
ー
小
さ
じ

見
、
パ
ジ
ル
(
ホ
ウ
ル
)

小
さ
じ
2
、
ホ
ワ
イ
ト
ベ
パ

l
a
小
さ
じ
凶
、
砂
糖
白
小

さ
じ
l
、
塩
:
適
口
。

ーカ
ゴ
メ
劇
場
」
初
周
年
を
記
念
し
、実
施

強
の
で
き
る
」
一
一
一
四

・
O
微
を

は
る
か
に
上
回
っ
て
い
る
。
母

親
は
「
勉
強
」
よ
り
も
「
元
気

で
人
間
暁
あ
ふ
れ
る
子
供
に
」

と
扇
っ
て
い
る
辛
つ
だ
。

そ
の
た
め
に
「
文
化
と
触
れ

る
乙
と
が
必
要
」
と
い
う
母
親

は
九
六

・
七
必
と
圧
倒
的
多

数
。
し
か
し
文
化
と
接
す
る
環

境
(
設
備
)
山
岡
盤
っ
て
い
な
い
」

と
す
る
人
が
五
六

・
一
物
と
半

数
以
上
に
の
ぼ
る
。
平
台
}
も
に

行
っ
て
い
る
情
操
教
育
で
一
最
も

多
い
の
は
「
本
を
読
ん
で
あ
げ

る
・
買
っ
て
あ
げ
る
」
八
六

・

一
一
一
め
で
、
以
下
「
積
み
木
、
レ

ゴ
な
ど
創
造
的
な
遊
な
阜
県
を

与
え
る
」
五
九

・
五
物
、
「
映

困
を
見
に
行
く
」
同
、
「
ピ
ア
ノ
、

自
字
、
絵
岡
山
守
の
習
い
事
を
さ

せ
る
」
四
八

・
四
物
の
順
。

文
化
を
直
に
体
験
で
さ
る

「
観
劇
」
四一

・
二
偽
が
第
五

位
に
ラ
ン
ク
さ
れ
注
目
さ
れ
る

が
、
足
を
運
ぶ
回
数
は

「
半
年

に
一
回
」
一
一
一
九
五
俗
、
「
年

に
一
回
」
二
五
八
物
。

観
劇
…
機
会
が
少
な
い
理
由
と

し
て
「
料
金
が
高
い
」
六
七

・

三
俗
、
「
劇
場
が
遭
い
」
六
0
・

八
物
の
ほ
か
「
τJ供
向
け
の
芝

居
が
少
な
い
」
三
八

・
六
秒
、

「
お
も
し
ろ
く
な
い
」
八

・
五

偽
と
内
容
へ
の
不
満
を
あ
げ
る

声
も
ー
ー
。
約
七
日
物
の
母
親

が
「
現
在
の
文
化
の
ほ
と
ん
ど

【下
司
」
レ
b
え
】

①
ナ
ス
は
縦
凶
に
切
り
、

パ
ッ
ト
に
並
べ
て
梅
を
録

り
除
き
、
ザ
ル
で
水
切
り
を

し
て
か
色
粗
く
切
る
。
④
鍋

に
オ
リ
ー
ブ
油
と
バ
タ
ー
を

熱
し
、
玉
ね
ぎ
を
い
た
め
て

③
の
ト
マ
ト
、
ガ
ー
リ
ッ
ク
、

パ
ジ
ル
、
パ
セ
リ
、
砂
糖
を

加
え
て
一
煮
、
題
、
ホ
ワ
イ
ト

ベ
パ
l
で
味
を
怒
-A
、
ト
マ

ト
ソ
ー
ス
に
仕

Iげ
る
Q

【作
り
方
】

川
フ
ラ
イ
パ
ン
に
オ
リ

プ
油
を
ひ
き
、
ナ
ス
の
両
商

を
焼
い
て
油
を
切
る
。
ω
川

の
フ
ラ
イ
パ
ン
に
、
残
り
の

オ
リ
ー
ブ
油
を
入
れ
、
ガ
ー

リ
y
夕
、
オ
レ
ガ
ノ
、
パ
セ

リ
、
塩
、
ホ
ワ
イ
ト
ベ
パ
ー

を
加
え
て
火
に
か
け
、
香
り

を
出
す
。
川
山
の
油
を
川
の
な
す
に

か
け
る
。
川
ス
パ
ゲ
シ
テ
ィ
ー
は
塩

と
オ
リ
ー
ブ
油
を
加
-
え
て
加

で
、
ト
マ
ト
ソ
l
ス
を
か
け

よ
く
混
ぜ
あ
わ
せ
て
聞
に
盛

る。
山
川
ス
パ
ゲ
ッ
テ
ィ
ー
の
上

に
ほ
す
を
並
べ
て
パ
セ
リ
を

握
る
。
(
資
料
提
供
ラ
イ
オ
ン
家
庭

料
学
研
究
所
/
料
理
指
導
・

長
瀬
峰
子
〉

ナヌにはオレガノ入りのオリーブ;闘をかける

夏野菜をたっぷり使う
トマト昧にはバジルがよく合う

る
3

③
あ
く
が
出
て
き
た
5
、

本
で
杭
い
流
し
で
水
気
キ
L
」

る
侭
ト
マ
ト
は
凋
む
き
を

し
、
半
分
に
切
っ
て
慢
を
取

月

食

女

が
若
者
向
け
で
、
老
人
や
母
子

が
接
す
る
と
と
の
で
き
る
文
化

が
少
な
い
」
と
と
を
福
摘
し
て

い
る
。作
家
の
永
畑
道
手
さ
ん
は
、

「
幼
い
日
に
良
い
文
化
と
出
会

う
こ
と
が
個
性
を
築
き
あ
げ
る

き
っ
か
け
と
必
る
」
、
「
サ
ー

ビ
ス
業
の
一
環
と
し
て
の
文
化

産
業
の
準
々
し
さ
が
目
立
つ

が
、
そ
れ
は
ア
ダ
花
の
よ
う
な

グ
パ
プ
ル
文
化
「
な
の
で
は
な

い
か
。
調
査
か
ら
『
経
済
大
国
』

の
中
の
『
文
化
小
巴
の
実
像

が
浮
か
ん
で
く
る
」
と
コ
メ
ン

ト
し
て
い
る
。

。

「
カ
ゴ
メ
劇
場
」
は
一
九
七

二
軍
(
昭
灯
)
に
「
カ
ゴ
メ
ち

び
っ
子
劇
嶋
」
と
し
て
ス
タ
ー

ト
。
「
娘
と
一
ニ
匹
の
字
豚
」
「
赤

ず
き
ん
の
冒
険
」
な
ど
、
名
作

二
電
話
を
題
材
に
し
た
人
形
劇
で

二
全
国
公
演
。
十
四
回
目
か
ら
は

二
「
な
ん
で
も
食
べ
る
子
、
元
気

二
な
子
」
な
ど
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
人

形
劇
を
組
み
入
れ
「
食
物
の
好

き
嫌
い
な
く
そ
う
」
と
手
供
た

ち
に
呼
び
か
け
て
い
る
。

夏
休
み
の
一
目
、
幼
稚
園
、

ペ
ル
l
の
巻
⑤

純
必
の
ペ
ル
l
料
理
で
は

あ
り
淳
せ
ん
が
、
と
て
も
癌

単
に
・
て
お
い
し
い
ツ
ナ

ご
は
ん
を
教
え
ま
し
ょ
う
。

あ
ち
ら
の
料
理
の
本
に
は
イ

カ
ご
は
ん
な
ど
が
出
て
き

て
、
を
つ
し
た
作
り
方
を
参

考
に
し
て
考
-
え
ま
し
た
。

四
i
五
人
用
で
、
ツ
ナ
の

缶
詰
の
小
缶
で
二
倍
く
ら
い

者
使
い
ま
す
。
フ
タ
を
あ
け
、

ょ
に
浮
い
て
い
る
油
の
と
こ

ろ
に
レ
モ
ン
汁
を
し
ぼ
り
込

ん
で
お
き
ま
す
。
ニ
ン
ニ
ク

一
片
を
ポ
ン
と
叩
い
で
く
だ

き
、
オ
イ
ル
(
オ
リ
ー
ブ
オ

イ
ル
が
愚
高
)
大
さ
じ
一
で
、

こ
が
さ
な
い
よ
う
妙
め
ま

す
。
と
い
だ
米
に
同
匿
の
水

を
入
れ
、
ニ
ン
ニ
ク
を
妙
め

た
油
む
と
加
え
、
ツ
ナ
缶
の

什
も
い
れ
、
塩
少
々
で
昧
を

つ
り
ま
す
。
米
の
上
に
ツ
ナ

を
敷
き
つ
め
る
よ
う
に
の
せ

(
米
が
見
え
な
い
よ
う
)
、

電
気
釜
の
ス
イ
ッ
チ
を
い
れ

ふ
つ
う
に
炊
き
ま
す
。
ニ
ン

ニ
ク
の
匂
い
は
金
支
し
ま
せ

ん
。
ツ
ナ
な
し
で
ニ
ン
ニ
ク

ご
は
ん
に
し
て
も
お
い
し
い

で
す
よ
。
ご
は
ん
全
体
を
ま
ぜ
合

せ
、
ヒ
に
か
た
ゆ
で
卵
の
細

切
り
、
き
ざ
み
パ
セ
リ
等
を

か
ざ
る
と
憲
章
で
、
ご
は
ん

ベ
ル
l
風
ツ
ナ
ご
は
ん

が
一
品
の
ご
ち
そ
う
に
な
り

ま
す
。セ
ビ
l
チ
ェ
の
と
き
お
話

し
た
ベ
ル
l
ふ
う
-
一
旦
の
シ
チ

ュ
ー
(
フ
レ
フ
ォ
ル
)
を

ツ
ナ
ご
は
ん
に
か
け
て
も
よ

く
あ
い
ま
す
。
赤
豆
(
金
時
)

四
i
五
ハ

δ
匂
を
ひ
た
ひ
た

の
水
に
入
れ
さ
っ
と
ゆ
で
こ

ぼ
し
、
水
を
た
っ
ぷ
り
加
え

ま
す
。
ニ
ン
ニ
ク
一
か
け
と

肉
(
プ
夕
、
ト
リ
)
一
一
一
i
四

円
6
グ
ラ
ム
を
い
た
め
、
さ

ら
に
玉
ね
ぎ
大
一
個
を
く
し

形
に
切
っ
た
あ
の
を
い
た

め
、
そ
れ
ら
全
部
を
豆
の
中

ツナ缶とニンニクで

簡単にできておいしい/
令書唱 令書咽 令制

小
学
低
学
年
の
見
直
と
母
親
を
っ
た
が
、
中
断
す
る
と
と
な
く

無
料
招
待
。
現
在
ま
で
全
圃
の
無
事
二
十
周
年
を
迎
え
る
こ
と

延
べ
五
百
L
l
一
会
場
で
公
演
、
が
で
き
た
。
今
後
も
H
ふ
れ
あ

入
場
数
地
約
草
九
十
万
人
を
数
い
H
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
消
費
者

え

る

。

悼

と

よ

り

良

い

コ

ミ

ュ

ニ

ケ

l

シ

「
経
営
的
に
大
変
な
時
も
あ
ョ
ン
を
は
か
っ
て
い
き
た
い
」

創
立
幼
周
年
世
界
大
会

ア
ム
ネ
ス
テ
ィ
・
イ
ン
台
l
ナ
シ
ョ

ナ
ル

ア
ム
ネ
ス
テ
ィ
・
イ
ン
タ
ー

ナ
シ
ゴ
ナ
ル
(
本
部
・
ロ
ン
ド

ン
)
は
、
創
す
一
一
一一
十
周
年
に
あ

た
る
今
年
九
月
H
か
色
七
固

ま
で
神
奈
川
県
の
パ
シ
ブ
ィ
コ

横
浜
で
「
開
界
大
会
」
を
開
催
。

こ
れ
に
先
だ
ち
記
念
イ
ベ
ン
ト

を

{qっ。
「官
界
大
会
」
は
二
年
ご
と

に
聞
か
れ
て
お
り
、
ア
ジ
ア
で

は
初
の
開
催
。
七
十
カ
岡
、
約

四
百
名
が
参
加
、
活
動
乃
針
を

決
定
す
る
。

〈
記
念
イ
ベ
ン
ト
内
容
〉

・
フ
ォ
ー
ラ
ム
「
地
球
人
へ

の
パ
ス
ポ
l
卜
」
ア
ム
主

測量姉崎司馬混

ス
テ
ィ
市
民
講
座

8
月
刊
四
日
同
時
時
間
叫
分
対

斡
み
ん
な
地
鼠
に
生
き
る
人
」

ア
グ
ネ
ス

・
チ
ャ
ン
、
イ
i
デ

ス
・
ハ
ン
ソ
出

ω
日
掛
川
同
時

開
演
「
女
〆
品
名
ス
テ
ィ
に
よ
っ

て
救
媛
さ
れ
た
甫
民
の
証
言
」

同
時
間
山
分
閥
横
と
対
話

徐
俊
檀
、
安
江
良
介
引
日
出

M
時
ト
ー
ク
・
A

イ
ン
「
育
楽
は

世
仰
を
変
二
一
え
る
?
」
小
笠
等
他

日
目
時
初
分
一
d
ソ
・
ニ
ュ
ー
ス

ペ
ー
パ
ー

3
4ハ
マ
・
オ
ン

ス
テ
ー
ジ
」
入
一
精
料
千
二
自
円

会
場
は
い
ず
れ
も
パ
シ
フ
ィ

コ
轡
県
内
J
R
・
東
急
襲
繍
僚

級
木
町
下
車
)

栄
フ
ォ
ー
ラ
ム
参
加
者
は
品
川

望
講
座
・
日
時
、
住
所
、
氏
名
、

電
話
を
名
記
、
住
複
ハ
ガ
キ
で

申
し
込
む
G

一
調
座
五
百
円
。

つ
の
街
が
死
ん
だ
」
で
は
、
広

島
、
長
崎
の
被
爆
の
瞬
間
、
寝

滅
し
た
街
の
さ
ま
を
被
煙
者
の

絵
や
写
真
で
ふ
り
返
る
。
一
一
章

で
は
「
被
爆
者
の
四
十
五
年
」

と
思
し
、
被
爆
者
の
生
き
様
と

闘
い
を
と
り
あ
げ
る
一
。
一
ニ
章
で

は
、
マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
、
米
朱

パ
夕
、
ソ
連
セ
ミ
パ
ラ
チ
ン
ス

ク
な
ど
核
実
験
場
や
核
兵
器
工

場
周
辺
の
被
畷
者
、
原
発
事
故

で
苦
し
む
被
晦
者
な
ど
「
世
界

に
ひ
ろ
が
る
ヒ
パ
ク
シ
ャ
」
の

実
態
#
描
く
。
若
干
の
資
料
、

解
説
を
加
え
、
全
体
で
四
百
頁

程
度
に
な
る
予
考

運
動
の
進
め
方
は
、
一
口
一

万
三
千
円
の
募
金
を
尊
り
、
呼

び
か
け
と
並
存
し
て
編
集
作
業

を
進
め
る
。
六
千
人
(
六
千
口
)

の
会
員
が
集
ま
っ
た
時
点
で
印

剛
に
か
か
り
、
ま
ず
日
本
語
版

を
製
作
。
売
り
上
げ
の
余
剰
金

で
、
英
、
ス
ペ
イ
ン
、
仏
、
強
、

エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
な
ど
七
カ
国
語

に
翻
訳
し
た
外
国
語
版
を
作

る。
平
岡
・
広
島
市
長
、
本
島
・

長
崎
市
長
ら
百
五
十
五
人
が
運

動
の
呼
び
か
け
人
と
な
り
、
七

月
末
で
す
で
に
、
四
百
十
七
ロ

(
約
五
百
方
円
)
の
白
拝
金
が
寄

せ
ち
れ
て
い
る
。

会
で
は
、
学
校
や
職
場
な
ど

グ
ル
プ
単
位
の
参
加
を
呼
び

か
け
「
団
体
が
外
国
の
同
線
の

団
体
へ
。
例
え
ば
国
ム
寸
量
調
員
が

核
保
有
国
の
讃
貝
た
ち
へ
写
真

集
を
贈
る
な
ど
運
動
が
広
が
っ

て
い
っ
て
ほ
し
い
」
と
い
う
。

問
い
合
わ
せ
「
平
和
博
物
館

を
創
る
会
」

官
邸
・
3
4
5
4

.
R
d
o
ハ
xhυ
ハ汐。

E吾る圃見利子さん

本
青
年
館
で
行
わ
れ
、
大
事
業

の
完
成
を
祝
っ
た
。

ζ
の
出
版
の
意
義
に
つ
い

て
、
評
論
家
の
鶴
見
相
子
さ
ん

は
「
こ
の
仕
事
は
H
戦
争
の
体

験
を
、
戦
争
を
知
ち
な
い
世
代

に
ひ
き
継
ぐ
H
こ
と
に
成
功
し

た
。
生
命
を
つ
な
ぐ
女
た
ち
が
、

戦
争
の
体
験
を
世
代
に
つ
な
い

だ
の
で
あ
る
。
さ
色
に
、
被
害

だ
ロ
を
ぐ
ち
っ
ぽ
く
め
ん
め
ん

と
宙
開
る
の
で
な
く
、
億
験
を
記

録
す
る
作
業
の
中
で
日
本
人
が

十
五
年
戦
争
の
中
で
被
害
者
で

あ
り
加
害
者
で
あ
る
事
実
を
、

し
っ
か
り
見
と
ど
け
、

w
国
H

と
い
う
も
の
が
見
-
え
で
き
た
こ

と
で
あ
る
」
「
日
本
の
女
の
伝

統
の
P
非
暴
力
H
の
精
神
を
寄
っ

け
つ
い
で
い
る
。
私
は
静
御
前

が
大
好
き
だ
。
権
力
者
の
前
で
、

優
美
に
縄
問
い
敏
う
と
と
で
、
心

を
グ
サ
ソ
と
刺
し
た
静
御
前
は

ま
さ
に
非
暴
力
抵
抗
の
見
本
。

そ
の
心
は
、
米
騒
動
の
女
「
占
D

ま
で
ひ
さ
つ
が
れ
て
い
る
。
こ

の
シ
リ
ー
ズ
の
完
成
で
運
動
が

終
わ
る
の
で
な
く
、
乙
れ
が
始

ま
り
。
非
暴
力
・
戦
争
反
対
の

心
亭
」
と
れ
か
ち
の
運
動
に
生
か

レ
、
絶
対
に
戦
争
を
許
さ
な
い

世
の
中
を
作
っ
て
ほ
し
い
」
と

意
義
を
た
た
え
、
励
ま
し
て
い

た。

品いさっする小耕千電子寮圃葺

に
入
れ
て
弱
火
で
一
煮
乙
み
ま

す
。
よ
く
ア
ク
を
と
り
、
豆

が
柔
く
な
っ
た
ら
一
ト
マ
ト
中

一
個
(
ピ
ュ
l
レ
ー
も
可
)

を
入
れ
ま
す
。
塩
、
乙
し
ょ

う
、
ス
l
プ
の
索
、
月
佳
樹
、

オ
レ
ガ
ノ
、
ク
ミ
ン
、
ナ
ツ

メ
グ
等
の
香
辛
料
、
サ
ラ
ダ

油
か
オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
少
々

入
れ
る
と
、
お
い
し
い
で
す
。

こ
ん
な
ふ
う
に
、
ペ
ル
ー

の
映
を
、
日
本
で
H掴
E
F

し
ま
し
た
が
、
ど
う
し
て
も

味
わ
え
な
い
も
の
が
あ
り
ま

し
た
。
首
ベ
ル
ー
で
は
、
朝
、

タ
マ
l
レ
ス
と
い
っ
て
、
豚

肉
と
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
粉
を

バ
ナ
ナ
の
一葉
で
包
ん
で
ち
ま

き
の
よ
う
に
蒸
し
た
も
の

と
、
朝
採
れ
た
フ
レ
l
サ
(
イ

チ
ゴ
)
を
ロ
パ
に
積
ん
で
売

り
に
来
る
の
で
す
。
パ
ナ
ナ

の
葉
が
な
い
の
で
一
と
れ
は
こ

ち
ち
で
は
作
れ
ま
せ
ん
。

戦
争
の
た
め
帰
れ
な
く
な

っ
た
大
好
き
な
ベ
ル
l
に
、

思
い
が
か
な
っ
て
旅
行
し
た

の
は
十
年
ほ
ど
前
の
こ
と
で

し
た
。
ロ
パ
の
行
商
は
も
ち

ろ
ん
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
幼
な
な
じ
み
が
タ
マ
l

レ
ス
を
作
っ
て
く
れ
ま
し

ド
九
。
こ
れ
こ
そ
ベ
ル
l
の
匂

い
だ
と
感
激
し
ま
し
た
。
〈
岸

ニ
エ
ベ
ス

・
ト
ヨ
談
)

け
乙
の
項
お
わ
り
H

(一口メモ)

司出~
ビンナガマグロ=サハ割
マグロのー柵 ・1由時ヒ"ンチ司

ウ、胴ピレが昼く身は自に近い

ピンク色。缶詰に用いるO)f~主
にこれ。刺レ場は味が甚ちる。

マグロにはセレンというミ芳、

ラルが脅まれているが、酌眠恒

イヒを予限りし、占化をくい止める

働さがあることがわかってき

た。ヒタミンEの50-[C旧闘の
力があるというカ、5壇い

-
ア
ジ
ア
映
画
祭

幻
自
樹
、

μ
自
国
山
時
i

横
浜
釘
性
フ
ォ
ー
ラ
ム
(
J
R

一
戸
塚
下
車
)
ア
ジ
ア
映
画
六
本

を
爾
口
に
わ
た
り
上
映

-

「
フ
リ

ダ
ム
叩
5
」

ポ

ス
タ
ー
展

お
日
旬
1
9
月
叩
日
比
横

浜
美
術
館
(
桜
木
町
下
車
)
栄

木
晴
休
館
日
本
を
代
表
す
る

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
十
七
色
が
怠
加

-

「
H
u
m
a
n
R
i
g

h

t

S

N

o

w

n

J

 

a
p
a
n
」
コ
ン
サ
ー
ト

9
月
7
B
皆
、
8
日
也
横
浜

ア
リ
ー
ナ
川
H
例
大
阪
賊
ホ

ー
ル
内
外
の
ビ
ッ
グ
・
ア
ー

チ
ス
ト
が
問
調

-
マ
ン
ガ
・
イ
ラ
ス
ト
国
際

コ
ン
テ
ス
ト

問
い
合
わ
せ
干
刷
新
宿
区

西
早
稲
田
つ
T
Q
T
n
第
二
山

一
匹
ビ
ル
ア
ム
末
ス
子
ィ
日
本

支
謎
「
記
念
企
画
」
係
官
一
山
-

j
3・
1
1

と
伊
藤
正
嗣

・
カ
ゴ
メ
側
常
務

取
締
役
・
一
般
刑
事
業
部
長
。

今
年
の
公
演
は
七
月
二
十
三

日
に
ス
タ
ー
ト
、
八
月
二
十
五

日
ま
で
、
二
班
編
成
で
全
国
三

十
五
会
場
軒
星
E
わ
る
。

訂
豆
本
紙
七
月
三
十
日
(
九
七
二
)

号
、
一
面
叫
ア
フ
ァ
!
?
テ
ィ

プ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
」
の
記
事
中
、

事
実
誤
認
が
あ
っ
た
の
で
、
訂

正

し

ま

す

0

.

記
事
中
、
河
地
和
子
さ
ん
の

発
言
の
中
で
『
ピ
ジ
え
ス

・
ス

ク
ー
ル
、
ロ
1
・
ス
ク
ー
ル
も

・
』
以
下
は
、
『
在
籍
省
の

過
半
数
を
女
性
が
占
め
て
い
る

大
学
院
は
数
多
く
M
I
T
(
マ

サ
l
チ
ュ
l
セ
ッ
ツ
工
科
大

学
)
の
ケ
ミ
カ
ル

・
エ
ン
ジ
ニ

ア
リ
ン
グ
で
は
蝦
近
女
性
が
七

五
必
宇
ャ
占
め
た
』
、
『
今
や
ア

メ
リ
カ

・
・
・
』
以
下
は
、
『
自

分
が
専
門
職
に
っ
さ
た
け
れ

ば
、
大
学
院
へ
行
き
き
え
す
れ

ば
よ
い
。
ア
メ
リ
カ
で
は
ア
フ

ァ
!
?
テ
ィ
ブ

・
ア
ク
シ
ョ
ン

は
い
ら
な
く
な
っ
て
い
る
、
と

い
う
直
見
が
あ
る
が
、
こ
れ
は

性
急
な
判
断
で
あ
る
』
と
な
り

ま
す
。

ぐ

心柵け先端怯術一-HumanElectfO(jìcs~ 

L、

世):Jc.日本水産会ーおさかな普及苗親会

National 

食
後
の
ゆ
と
り
を
つ
〈
る
新
・
必
需

品

。

「

ー

シ
ス
テ
ム
キ
ッ
チ

ン

選

び

の
ポ

イ

ン

ト

で

す
。

「

ー

が

ン
2
な
油
汚
れ
也
、
手
で
洗
い
に
〈
い
も
の
も
。

的
刊
℃
の
お
揖
金
強
h
に
噴
射
し
、
す
み
ず
み
ま
で
ス
ァ
キ
リ
波
沖

3
7
4
ス
ザ
ル
の
よ
う
な
洗
レ
に
〈
レ
も
の
も
お
ま
か
せ
で
す
。

フ
キ
ン
が
い
ら
ず
、
グ
，
ス
も
キ
，
キ

完

洗
市
・す
す
ぎ
の
あ
t
以
内
動
的
に
乾
燥
も
.
ふ
き
ん
を
使
わ
な
{

て
い
い
か
ら
、
と
て
も
衛
生
的
。
グ
ラ
ス
も
ピ
カ
ピ
カ
の
蝿
き
で
す
e

手

で

涜

う

よ

。
、
経
済
的
。

お
湯
令
流
し
っ
ぱ
な
し

に
し
が
ち
な
子
洗
レ
に
持
へ
た
め
す
す
き

τ水
9
K切
に
L
t
す
。
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(2 ) 

か
。
地
元
社
会
に
恩
影
響
を
与
の
製
品
、
サ
ー
ビ
ス
受
け
入
れ
「
私
た
ち
参
加
者
有
志
で
大

え
ず
に
生
産
さ
れ
た
も
の
か
、
国
)
へ
の
内
政
不
干
渉
、
移
転
会
期
間
中
に
署
名
を
し
、
日
本

製
造
工
雇
や
ぞ
と
か
ら
出
さ
れ
価
格
防
止
、
腐
敗
し
た
+
集
慣
政
府
に
抗
議
し
ま
し
た
」
(
後

る
腐
棄
物
、
高
品
の
包
装
、
輸
行
亭
届
闘
し
む
、

な
ど
が
網
羅
さ
藤
久
美
子
さ
ん
)
。
ま
た
、
日

送
、
貯
蔵
、
使
用
、
廃
棄
の
在
れ
て
い
る
が
、
日
本
と
メ
リ
本
消
費
者
連
盟
が
提
案
し
た
ガ

り
方
や
、
商
品
が
環
境
に
い
い
カ
は
制
定
に
反
対
し
て
い
る
o
y
ト
の
食
編
問
題
に
反
対
す
る

も
の
か
ど
う
か
の
判
断
が
で
き
国
際
的
な
消
賞
者
運
動
を
行
決
縄
文
が
採
摂
さ
れ
た
こ
と
も

る
だ
け
の
情
報
を
消
費
者
に
与
っ
て
い
る
野
村
か
つ
平
さ
ん
は
報
告
さ
れ
た
。
こ
の
倒
、
神
山

え
て
い
る
か
、
多

量

d
慮
レ

「

外
国
で
仕
事
を
す
る
人
た
ち
書
子
さ
ん
か
ら
ポ
ス
ト
・
ハ

清
水
さ
ん
は
「
エ
コ
ラ
ベ
ル
の
た
運
動
で
な
り
れ
ば
な
ら
な
の
待
動
を
ど
っ
取
締
る
か
の
基
l
ベ
ス
ト
、

渡
辺
文
学
さ
ん
か

つ
い
た
商
晶
を
買
お
う
、
リ
サ
い
。
日
本
の
消
費
者
運
動
も
転

車
を
制
定
す
る
も
の
だ
。
自
国
ち
た
ば
こ
問
題
の
分
科
会
の
報

イ
ク
ル
に
力
を
入
れ
さ
っ
と
い
換
す
る
と
き
だ
弁
清
水
さ
ん
。
喜
宣
さ
れ
た
商
品
の
販
売
や
告
が
あ
っ
た
。

れ
て
い
た
の
は
操
界
の
闘
う
日
本
の
消
費
者
運
動
の

在

り

多

国
籍
企
業
コ
l
ド
は
、
国
語
審
禁
止
さ
れ
て
い
な
い
国
こ
の
大
会
の
、
も
つ
一
つ
の

題
。
ま
た
、
全
世
界
の
問
題
と
方
に
つ
い
て
考
え
さ
せ
ら
れ
躍
で
、
一
九
七
0
年
代
初
頭
か
で
行
う
。

や
ら
れ
た
国
は
た
ま
大
き
な
話
題
は
、

I
O
C
U
の

し
て
取
り
組
ま
ね
ば
な
ら
な
い

た
」
と
い
う
o
地
球
に
や
さ
し
ら
協
議
さ
れ
て
き
て
、
コ
l
ド
ら
な
い
。
日
本
企
業
の
評
判
は
運
動
に
多
大
な
貫
献
を
レ
て
き

の
は
多
国
籍
企
業
コ
l
ド
(
行
い
暫
回
と
い
う
エ
コ
ラ
ベ
ル
商

案
の
内
容
の
八
O
偽
は
合
意
に
外
国
で
良
く
な
い
。
串
先
し
て

た
フ
ァ
ザ
1
ル
さ
ん
が
、

l
o

動
規
範
)
制
定
の
一問
題
で
あ
る
晶
の
中
に
ジ
ー
ン
ズ
が
あ
る
。
逮
し
、
こ
の
九
珂
か
ら
始
ま
る
規
範
づ
く
り
を
す
す
め
、
守
る
C
U
を
去
る
と
い
う
と
と
だ
っ

と
と
が
報
告
の
中
で
浮
き
彫
り
ジ
!
ン
ス
宇
綴
る
来
を
作
る
た
通
常
会
期
に
提
出
さ
れ
る
だ
ろ
乙
と
か
、
日
本
企
業
の
名
管
ば
た
。
野
村
さ
ん
は
「
彼
に
と
っ

に

さ

れ

た

。

め

の

綿

栽

培

に

、
第

三

世

界

の

う

と

い

わ

れ

て

い

る

。

ん

固

に

な

る

」

て

I
O
C
U
の
器
は
小
さ
す
ぎ

環
境
に
配
慮
し
て
梢
質
す
人
た
ち
が
沢
山
の
塁
薬
を
使
っ
コ
l
ド
案
に
は
、
人
種
の
療

I
O
C
U
は
、
コ
l
ド
採
捉
る
o
未
来
を
築
く
も
っ
と
大
き

る
、
地
球
克
己
存
続
さ
せ
る
た
め
て
い
る
。
と
れ
が
地
球
に
や
さ
護
、
環
境
の
保
灘
、
消
賞
者
保
の
実
現
に
む
け
て
、
大
々
的
な
な
デ
ザ
イ
ン
字
結
い
て
い
る
」

に
と
っ
し
た
ち
い
い
の
か
ー
ー
し
い
商
品
と
い
え
る
だ
ろ
う
議
、
ホ
ス
ト
国
(
多
国
籍
企
業
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展
開
す
る
。
と
福
一
っ
た
。

=一三==
=至
三
一===
=
z
z
=三一三=主主=
=2===一三三
Z
E
-
-

三三圭=三=三三===E=主====
=三一三一三===一三三
Z
Z

三一三圭一三三=主主主主=一三====一喜一252=三一三=三一一==一三

一

企
画
だ
っ
た
。
昨
年
四
月
に
企

朗

自

属

加

え

と

表

大

成

、

官

画
が
立
て
宗
、
高
か
ら
編

曲

場

弓

ヌ

割

銅

山

王

刷

F
J
J
tア
一
ノ

E

H

J

棚

会

集
委
員
が
具
体
的
な
準
備
に
と

博

る

り
か
か
っ
た
。

安
寺

t
o芋
ヨ

ワ

捜

暴

言

草

案

霊

訪

刊
…
開

票
で
は
こ
れ
ま
で
に
も

壷
阜
市
田
H
d
E
R
d

主
E

E

0

4

旬
u
n
q
-
J
E
'
告
『
3
4
K
語
草

「
広
島

・
長
崎
川
原
子
爆
弾
の

記
録
」
(
判
)
と
「
原
子
爆
弾

年
で
は
核
実
験
、
原
発
事
故
の
の
記
録
川
ヒ
ロ
シ
マ

・
ナ
ガ
サ

汚
染
な
ど
で
、
政
射
能
被
害
は
キ
」
(
別
)
の
二
冊
め
写
真
集

国
境
を
組
え
て
広
が
っ
て
い
を
発
行
レ
て
い
る
。
一
冊
目
は

る
O
H
ヒ
パ
ク
シ
ャ
H
は
、
今
日
本
人
カ
メ
ラ
マ
ン
に
よ
る
写

や
国
際
語
と
し
て
適
用
す
る
よ
費
、
一
一
冊
目
は
ア
メ
リ
カ
の
戦

う
に
な
っ
て
し
ま
い
、
残
念
だ
」
略
調
査
団
健
影
の
一
写
真
を
収
録

と

い

う

。

し

た

も

の

だ

が

「

三

附

目

の

写

市
民
と
し
て
、
世
界
に
「
核
真
集
は
、
乙
れ
ま
で
集
め
た
守

兵
器
廃
絶
」
を
訴
え
る
た
め
何
真

・
絵
画
等
を
附
味
、
さ
ち
に

が
で
き
る
か
を
考
え
た
と
き
生
新
し
く
発
掘
し
た
資
料
も
加
え

ま
れ
た
の
が
「
長
崎
、
広
島
を
て
、
開
界
の
核
被
害
の
実
慰
を

も
う
一
度
見
直
し
、
世
界
中
に
伝
え
る
H
決
定
版
N

と
一
呼
べ
る

広
が
三
件
被
爆
の
実
娠
を
走
濯
も
の
に
し
た
い
」
と
い
う
。

に
伝
え
る
民
真
集
を
」
と
い
う
大
ま
か
な
偶
成
は
、
一
望
一

新
し
い
運
動
の
転
換
ヘ

国

<3> 

F 

l
O
C
U
世
界
会
議
報
告
会

I
O
C
U

(
国
際
消
費
者
機
嫌
)
の
第
十
三
回
世
界
会
議
が
、
七
月
八
日
か
ら
十
一
一
固
ま
で
香
港
で
開
か
れ
た
。
日
本
か
ら

も
約
九
十
名
が
参
加
。
海
外
市
民
活
動
情
報
セ
ン
タ
ー
、
主
婦
連
合
会
な
ど
六
団
体
の
呼
び
か
け
で
、
七
月
二
十
七
日
、
慣
が

闘
の
東
京
弁
穣
士
会
館
で
、
世
界
会
議
参
加
報
告
会
が
行
わ
れ
た
。

I
O
C
U
は
、
飯
コ
ル
ス
ト

い
う
の
に
、
地
上
で
は
四
億
五
者
の
健
康
を
犯
す
政
策
平
行
動

ン
・
E
・
ウ
ォ
i
ン
博
士
(
ア
千
方
人
が
飢
餓
寸
前
に
い
る
。
を
監
視
す
る
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク

メ
リ
カ
消
費
者
同
盟
会
長
)
の
新
生
児
の
四
分
の
一
一
町
、
四

歳

(
H
A
I
)
、
多
国
籍
企
業
、

呼
び
か
け
で
、ア
メ
リ
カ
、
ォ
ー

ま
で
に
栄
養
失
調
で
死
ん
で
い

W
H
O
の
政
策
、
行
動
を
監
視

ス
ト
ラ
リ
ア
、
イ
ギ
リ
ス
、
べ
る
。
こ
れ
は
明
ち
か
に
社
会
的
す
る
主
γ
ト
ワ
I
ク

(
P

A

ル
ギ
!
、
オ
ラ
ン
ダ
の
五
カ
国
不
正
義
だ
。
世
界
の
消
費
者
運
N
)
、
適
切
な
製
品
に
つ
い
て

が
集
ま
り
、
製
品
テ
ス
ト
と
消
動
は
、
乙
の
矛
盾
に
ど
う
応
え
調
査
・
研
究
を
行
う
ネ
ッ
ト
ワ

費
者
情
報
の
交
換
の
場
と
し
る
の
か
|
|
」
と
ス
ピ
ー
チ
を
1
ク
(
A
P

R
A
N
)
な
ど
世

て
、
一
九
六

O
牢
に
ス
タ
ー
ト
し
、

I
O

C
U
の
当
初
の
目
的
界
規
模
の
末
ッ
ト
ワ
l
ク
を
作

し

た

。

で

あ

っ

た

製

品

テ

ス

ト

と

消

費

る
と
と
も
に
、
組
織
も
六
十
三

七
0
年
代
に
入
る
と
多
国
箱
者
情
報
の
交
換
と
い
う
運
動
か
カ
国
、
百
七
十
四
団
体
と
い
う

品
指
摘
の
反
社
会
的
行
動
が
め
だ
ら
脱
皮
し
た
、
新
し
い
消
費
占
地
球
規
慌
の
大
組
織
に
な
っ

ち
、
規
制
を
求
め
る
声
が
大
き
運
動
へ
の
転
換
を
図
っ
た
。
以
た
Q

く
な
っ
て
き
た
。
七
八
年
七
月
、
降
、
乳
製
品
メ
ー
カ
ー
。
行
動
第
十
一
二
回
目
の
今
年
は
、
六

ロ
ン
ド
ン
で
開
か
れ
た
第
九
回
を
監
視
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
十
カ
国
、
約
四
百
五
十
名
が
参

の
世
界
会
議
で
、

I
O
C
U
の
(
I
B
F
A
N
)
、
多
国
籍
企
加
。
主
チ
!
?
を
「
叩
年
代
の

会
長
に
選
ば
れ
た
ア
ン
ワ
!
明
罰
金
付
動
主
皿
視
す
る
コ
ン
シ
消
費
者
パ
ワ
1
」
(
基
調
・
ラ

フ
ァ
ザ
l
ル
さ
ん
は
、
「
宇
宙
ュ
!
?
l
・
イ
ン
タ
ー
ボ
l
ル
ル
フ

・
ネ
!
ダ
l
川
ア
メ
リ
カ

に
人
工
衛
星
か
飛
ん
で
い
る
と
(
国
際
消
費
者
笹
察
)
、
梢
質
H
)
に
掲
げ
、
臼
つ
の
問
題
提

圃
堕

貯
起
(
激
動
す
る
世
界
の
消
費
者

司
田
仲
パ
ワ
l
、
貧
困
問
題
解
決
の
消

E
』

九

費
者
戦
略
、
自
由
市
場
に
お
け

舗

酎
る
富
者
パ
ワ
1
、
消
賞
者
と

闘
刷
地

環
境
・
グ
リ
ー
ン

・
コ
ン
シ
ュ

・

圃

す

!
?
l
リ
ズ
ム
の
台
頭
)
と
士
一

掴

惜

士
一
実
科
会
が
開
か
れ
た
。

.
比
七
人
の
墾
暑
1
1
太
田
吉

叫

泰
(
全
国
消
費
者
団
体
連
絡

か
会
)
、
清
水
目
網
干
〔
主
婦
連
合

問
対

会
)
、
細
谷
正
子
(
生
活
ク
ラ

叩

耐

プ
生
協
)
、
後
藤
久
美
子
(
東

F
同
血
京
生
活
者
ネ
ッ
ト
)
、
神
山
美

」

れ
包
字
(
弁
護
よ
)
、
野
村
か
っ

叫

子
(
海
外
市
民
活
動
情
報
セ
ン

だ

タ
1
)
、
渡
辺
文
学
(
た
ば
こ

ザ
割
問
題
情
報
セ
ン
タ
ー
)
さ
ん
ら

詠

切

か
皇
室
床
の
君
主
叩

‘
，
時

分
科
会
の
何
冊
子
が
語
ら
れ
た
。

a
同
会
議
の
ど
の
テ
!
?
に
も
貫
か
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M
ハ
リ九

ω

壬主E

船
橋
邦
子

(
聞
慧

)

内
で
の
牢
和
芹
片
平
和
な
現
出
現
を
つ
く
り
出
す
こ
と

と
イ
コ
ー
ル
だ
P
寄
え
で
い
る
。
実
一
時
に
ク
ロ
セ
先

生
の
ク
ラ
ス
一
一
十
六
人
の
中
で
臼
人
の
父
十
八
人
、

国
十
五
人
、
ア
ジ
ア
果
ア
メ
リ
カ
人
父
一
五
人
、
母
八

人
、
鼎
人
は
門
人
で
い
ず
し
れ
も
母
担
の
み
の
室
庭
で

あ
る
。
ア
ジ
ア
果
と
ひ
と
ま
と
め
に
呼
ぶ
の
は
、
白

人
で
も
な
く
黒
人
で
も
な
い
ア
ジ
ア
の
地
域
出
野
の

人
々
#
津
守
d
o
ク
ロ
セ
売
生
が
教
え
る
ロ
l
レ
ル
ハ

ス
ト
小
幅
f

栓
で
は
五
白
骨
が
少
担
毘
世
で
あ
り
、

そ
の
巾
の
一
一
八
骨
が
黒
人
だ
号
コ
ピ
〔
ま
た
ワ
シ
ン

ト
ン
州
で
慣
用
さ
れ
て
い
る
zH福
は
七
十
種
績
に
も

及
ぶ
と
い
う
。
差
。
に
仲
間
民
の
国
ア
メ
リ
カ
で
品
り
、

全
く
英
語
を
知
ら
な
い
平
L
」
も
が
、
毎
年
ク
ロ
セ
先

生
の
ク
ラ
ス
に
ニ
、
一
二
人
入
っ
て
く
る
不
え
同
匂
多

楠
多
樟
な
文
化
的
歴
史
的
背
慣
を
も
っ
下
少
』
も
た
ち

が
、
一
つ
の
空
間
を
形
成
し
て
い
く
た
め
に
は
、
ク

ロ
セ
先
生
の
ク
ラ
ス
の
世
開
地
図
は
向
に
を
訴
し
て

必
聖
だ
と
い
う
こ
と
か
わ
か
る
υ

了
ど
も
た
ず
点
目
明
白
職
業
を
聞
い
て
み
た
。
白
人

の
男
性
云
入
、
女
性
三
へ
か
大
学
教
使
。
男
位
五
名

が
医
者
。
女
件
ば
弁
瞳
士
、
円
豆
、
喧
置
輔
、
学
生

な
ど
で
専
持
主
閣
の
母
観
は
わ
ず
か
一
一
一
包
だ
っ
た
。

白
人
の
家
庭
は
い
す
れ
色
両
婦
が
高
半
世
で
、
し
か

も
年
帥
は
同
十
揖
軒
通
し
て
い
る
。
そ
れ
に
同
へ
、

鼎
人
の
女
性
は
凶
人
共
シ
ン
グ
ル
7
ザ
1
で
、
年
齢

は
ニ
!
?
間
前
半
と
希
い
。
ド
ラ
ッ
グ
ベ
ビ
ー
と
し
で

生
ま
れ
た
一
人
の
黒
人
の
女
の
ず
は
、
き
ょ
う
一
だ
い

(開3種郵便物認可)

平
岡
と
は
お
互
い
に
つ
い
て
学
び
、
理
解
し
、
か

わ
り
合
一
つ
こ
と
。
他
吉
に
対
す
る
障
問
剛
心
、
愛
情
の

欠
如
が
争
い
を
出
ミ
。
床
φ
工
に
か
く
れ
た
世
田
押
地

図
の
上
で
毎
日
過
ご
す
こ
ど
も
た
ち
は
、
地
球
上
の

人
回
、
民
腰
、
言
語
の
多
樺
性
E
古
田
る
こ
と
は
教
室クロセ噴己主と地図白上に座わる子どもたち

第 973号第 973号

広
島
、
長
附
に
原
爆
が
潜
と

さ
れ
て
四
十
六
年
。
さ
ら
に
ア

メ
リ
カ
の
原
爆
開
発
計
図
が
ス

タ
ー
ト
し
て
か
色
五
十
年
目
に

幽
鳳

耳
真
ほ
米
国
防
省
・
措
置
軍
視
聴
寛
写
車
セ
ン
タ

τ桑
揺
さ
れ
た
未

発
衰
の
写
再
広
島
原
嘩
投
下
の
当
日
、
空
軍
大
尉
一丁
ル
・フ
ィッ

ツ
パ
ト
リ
ク
さ
氏
が
市
内
を
低
空
か
A
a
曙
酔
し
た
も
の

の
父
親
が
全
て
輿
な
り
、
ホ
ー
ム
レ
ス
の
人
た
ち
の

た
め
の
シ
ェ
ル
タ
I
に
住
お
で
い
る
。
ク
円
セ
花
笠

は
、
鼎
人
の
で
と
も
た
ち
の
大
半
は
薗
し
い
ま
庭
園
咽

唖
に
あ
り
、
勉
強
す
る
堅
手
色
脅
わ
れ
て
い
て
、

あ
た
る
今
年
、
平
和
を
求
め
る

市
民
で
偶
成
す
る
平
和
博
物
館

を
劃
ゑ
耳
(
環
京
・
港
区
)
は

新
た
に
「
核
時
代
五
十
年
目
の

被
ば
く
写
真
集
運
動
」
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

運
動
の
住
と
な
る
の
は
写
真

集
「
ヒ
ロ
シ
マ

・
ナ
ガ
サ
キ
H

世
界
の
ヒ
パ
ク
シ
ャ
は
訴
え

る
」
(
仮
題
)
の
出
辰
。
同
会

専
務
理
事
の
岩
倉
務
さ
ん
は

「
核
時
代
を
む
か
え
て
半
世
紀

が
た
つ
が
、
核
長
器
開
発
は
止

ま
な
い
ど
こ
ろ
か
活
発
化
、
近

「
平
和
へ
の
願
い
を
こ
め
て
」

創
価
学
会
婦
人
平
和
委
員
会
り
平
巻
が
完
結

女
性
の
戦
争
体
験
手
記
集

創
価
学
会
婦
人
平
和
委
員
会

は
、
一
九
八
一
年
八
月
か
ら
、

主
性
の
戦
争
体
験
手
配
(
聞
き

膏
)
集
「
平
和
へ
の
頗
い
を
こ

め
て
」
を
刊
行
し
て
き
た
が
、

こ
の
ほ
ど
最
終
の
H
外
地
震
d

「
祖
国
は
る
か
な
り
扉
白
版
、

十
年
が
か
り
で
、
二
十
巻
と
い

う
シ
リ
ー
ズ
が
完
結
し
た
。

第
一
巻
「
あ
の
里
山
の
下
に
」

(
引
掲
げ
熊
)
か
ら
始
ま
り
、

従
軍
看
護
婦
、
原
爆
、
学
賞
疎

開
、
孤
兜
、
戦
争
未
亡
人
等
々
、

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
体
験
軒
、

編
集
に
あ
た
っ
た
同
蚕
員
会
の

メ
ン
バ
ー
が
、

M

共
間
作
業
H

と
い
っ
た
形
で
ま
と
め
あ
げ
て

端

ゅ
い
る
。
文
字
通
り
、
日
本
の
庶

民
の
，
戦
争
体
験
史
U

で
あ
る
。

シ
リ
ー
ズ
の
完
成
を
祝
う
一
記

念
会
が
、
十
七
日
の
午
後
、
日

-
大
宮

宮
原
中
体
罰
嵩
判
明
暗

引
田
剛
山
時
晴
相
出
融
制
号
法

・
h

別
轄
争
は
ご
め
ん
購
入
の
つ
廷
直
結
e

宮
0
4
Q可
4

位

6

一
ど
い

7
q
T
(
田
中
)

一
日
ロ
仰
凶
時
l
m
時
書
記
開

・
無
た
れ
l
語
手
?
字
申
?

一人
情
報
セ
ン
タ
ー
隅
潤
「
日
本
国
勢
ι
因
性
愛
育
英
践
掴
亜

一
輩
出
と
安
保
長
的
」
控
辺
洋
一
ニ
(
闇
幻
自
刷
i
m
u
百
幽
叩
時
ア
l
一
一

石
人
名
輯
教
授
)
「
ア
メ
ナ
}
|
パ
ホ
ー
ル
(
ア
l
ニ
出
版
ピ
ル
l階
)

一
ン
グ
ラ
デ
ィ
シ
ュ
町
立
た
ち
」
よ
眠
内
容
E

「
女
性
学
か
ら
の
視
点
に
た

一
i
6
0
0
円
ポ
寵
匂
白
本
開
人
っ
て
」
井
上
田
子
(
和
光
大
教
員
)
、

一間
体
連
合
会
冒
閃
・
3
4
0
1
・
6
「
家
臨
制
度
と
両
性
間
保
」
加
藤
曹

一
14

7

由

チ

(

車

京

女

子

大

教

員

)

、

「

性

一
・
平
和
を
副
長
行
動
吾

揖
い
教
育
で
向
が
教
T
Z色
れ
る
か
?
」
北

一揖
き

訴
え
辛
つ
i
平
和表
面叩つ一
報

関
西
子
〈
性
教
育
型
践
者
)
ほ
か

一
没
者
遭
膜
少量
円に

ω
名
受
調
料

P2
万
円
(
パ
l
テ

町一

出
品
目
時
刻
分
1
起
案
ィ
代
、
出
肩
代
安
否
む
)
問
角

認
一受
話
(
J
R
水
週
宿
駅
南
口
2
八
月
)
せ
「
ア
ニ
出
版
官
邸
・3
7
υ
8

醐
一
理

「

置

-
霊
ハ

EJ明
1
5
6
H
性
著
書
調
E
H

劃
一の
平
田
を
求
的
て
」
臨
酎
輔
、
保

空

襲
、
ア
ジ
ア
害
者
の
書
、
4

・
平
和
3
年
度
ウ
ー
マン

-E

第
一セ
ツ
な
ど
草
加
問
。
5
0
0
門
ッ
ジ

高
瞳
構
座

一
実
護
靖
国
神
社
周
辺
を
平
相
行
幻
自
i
B
月
凶
日
時
過
水
咽
巨
叩

一濯
、
リ
レ
1
潤
説
室
、
チ
ラ
シ
町
布
時
泊
分
i
U
丙
鈎
誇
千
葉
県
商
少

一な
ど
土
曜
平
制
適
車
九
百
圭
国
連
年
帽
人
会
館
(
宮
0
4
7
2
・
幻
・

一脳
会
理
組

E
0
4ろ
h
b
・
刊
1
7
1
1
)
内
容
巴
「
女
性
と
ス
ト

一9
2
i
o
(
両
川
)
レ
ヌ
」
小
野
寺
八
電
子
(
フ
ェ
ミ
↑
一

ス
ト
宝
フ
ピ
!
な
か
ま
心
丞
力
ウ
ン
加
分
日
本
教
育
告
館
(
JR
水
道
下
車
官
附
・8
6
2
・
5
0
b
O
)
パ
ー
ト
労
働
の
ゆ
と
え

・
フ
ェ
ミ
ニ
シ
ネ
マ
館

七
7
1
)
、
「
書
き
出
し
た
立
性
た
ち
」
冊
、
地
下
歓
神
保
町
下
車
〉
内
容
曲
面
輯
崎
晒
芋
(
中
区
楠
祉
事
剖
函
出
同
時
i
mm
時
叩
分
衷
京
l
日
間
同
時
日
分
、
凶
層
b
分
、

探
一
尾
凱
丈
埼
玉
日
明
朗
ー
会
号
、
司
宜
包
巴
「
平
ど
も
か
ら
の
メ
ッ
セ
l
務
所
)
、
進
土
産
之
(
シ
ル
バ
ー
人
都
蝿
人
情
報
セ
ン
タ
ー
膚
師
大
揖
油
国
時
セ
シ
オ
、
杉
並
ホ
ー
ル

と
法
掃
」
鴨
原
郁
子
(
弁
護
士
)
ほ
之
、
テ
ィ
l
チ
・
イ
ン
「
幻
自
紀
材
セ
ン
タ
ー
)
剛
円
申
込
亨
侭
買
珂
(
聞
大
助
教
禄
)
偶
料
内
容
院
函
パ
ベ
ッ
ト
の
晩
葺
告
」

か
別
名
(
県
内
在
住
、
在
勤
の
人
)
に
生
き
る
子
ど
も
た
ち
へ
包
軍
高
の
週
桔
か
な
が
わ
女
の
ス
ペ
ー
ス
申
込
み
関
東
部
婦
人
慣
報
セ
ン
タ
上
映
、
抽
也
捕
「
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
の
視

骨
徐
切
ロ
日
開
申
j

怠

・

贈
り
物
」
塑
影
(
立
夫
敢
闘
世
)
、

4

T

P
E
附
・
1

1

・

at
官
邸
-
R
4
5
1
1
4
0
点
か
ら
み
た
陸
圃
」
腕
冬
子
〈
映
圃

問
合
せ
了
千
草
県
社
会
部
宵
世
年
掃
曙
田
雅
晴
(
一
橋
大
教
授
)
、
永
畑
7
6

・
杜
の
都
宮
笠
宮
融

評
輪
車
)
入
朝
無
料
定
閏
先

人
恕
(
婦
人
間
抽
室
)
官
0
4
7
2
置
」
J

(

作
草
)
、
空
俊
司
(
全
P
研
司

・
地
悪
銘
挺
進
講
座
受
講
申
募

剖
回
回
目
時
、
一
同
時
仙
台
直
面
署
同
名
器
旺
兜
有
(
要
予
約
)
間

-m
-
つ
口

?
A

代
表
・
守
夫
教
授
て
お
自
令
官
悼
会

構

年
文
化
セ
ン
タ
ー
内
容
揖
一
部
自
せ
-
E
m
・
3
d
l
7
・
8
R
0

・
夫
捕
別
姓・
家
臨
骨
綾
と
女
性
シ
ン
ポ
ツ
ウ
A
「
PT
A
は
平
台
包
お
日
開
計
日
開
お
日
同
初
日
幽
ω
u
基
鋼
隅
檀
「
女
性
た
ち
は
世
界
を
l
(
桜
並
匿
教
育
委
回
全
女
性
・
胃

お
日
園
山
崎
拓
分
i
同
時
泊
分
の
帽
利
条
約
を
ど
う
受
け
止
め
る
時
i
印
時
(
午
前
む
部
)
、
ゆ
時
l
p

変
え
る
」
車
松
良
子
(
財
・
女
性
職
J
少
年
宣
)

捕
選
会
館
講
師
若
葉
允
子
(
弁
か
」
「
P
T
A
は
生
臨
時
金
と
ど
っ
つ
引
時
(
挫
の
部
〉
巾
野
区
女
性
蚕
輯
財
団
会
長
〉
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
7

・
女件
鰐
人
の
タベ

I
l
l
I
l
l
i
-
-
-
I
l
l
1
11
1
1
1
1
1
1
1
1
1
J
闇
(
J
R中
野
駅
南
口
下
申
)
向
ェ
ミ
ニ
ズ
ム

・
い
ま
未
来
」
江
原
白
月
日
日
聞
か
ち
6
夜
遅
闘
で
一
開

一

お

知

ら

せ

一

自
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
セ
ト
ワ
1
由
季
(
菱
重
字
国
中
陣
山
幸
凶
器
分
ク
レ
ヨ
ン

「
1
I
l
li
-
--
十
I
l
l
I
l
l
1
1
1
1
li
li
--

ク
活
用
の
悼
融
学
習
受
鯛
料
・
2
畏
樟
(
柏
揖
院
れ
ち
は
る
せ
蹴
長
ハ
ウ
ス
東
京
自
(
地
下
酷
表
書
道
A

嘩
で
)
、
腰
井
開
字
(
労
働
省
婦
人
き
あ
っ
て
い
く
の
か
」
、
突
概
蝿
告
B
D
O
円
申
込
み
・
問
合
せ
・

官

号
、
車
内
合
川
公
一
〈
南
北
大
助
教
l
出
口
3
3
出
掴
9
日
立
原

届
曙
祉
課
四
冨
)
、
新
津
ふ
み
下
(
総
参
加
持
2
0
0
0
円
(
前
一
四
l
ω
・
3
耳
目
・
6
94
b
号
、
宗
方
噴
き
ナ
(
仙
台
市
計
会
え
り
か
、
凶
日
新
川
和
江
、

H
日
江

ム
ロ
睡
康
世
逗
財
団
ケ
ア
l
コ
l
一
ナ
ィ
7
0
0
円
H
2
日
共
通
)
理
桔

e
-結婚
の
意
時
夜
間
う
世
間
肘
輪
学
紐
研
究
会
会
長
、
開
一
一
部
H
コ
ン
閣
曜
チ
、
ほ
目
置
鹿
悦
子
、
日
固
と

ネ
l
シ
ョ
ン
ム
市
長
)
普
加
蹟

4
0

宮
凶
・
3

9

3
・
8
6
8
(
月
間
四
日
同
問
時
輯
島
動
封
補
祉
会
サ
l
t
ク
ラ
ク
ラ
(
先
極
の
コ
ン
吊
ま
峰
子
、
は
巴
工
膿
直
下
チ
ケ

0
0
円
申
込
忍
キ
曜
市
川
田
・
木
・
金
ロ
時
1
日
時
)
館
テ
1
7
あ
な
た
が
享
を
つ
く
ピ
ニ
エ
ン
ス
ク
ラ
、
y
y
ク

・
ト
リ
y
ト

l
-
H
υ
0
円

T
E
L
予
約

桂
記
4
釜
宮
ω
・
3
2
4
0
・
0
2

，
手
広
議
補
擁
座

高
齢
化
社

っ
た
(
つ
く
る
)
わ
け
、
そ
れ
を
桓
オ
)
入
朝
無
料
(
要
整
理
時
)
申

宮
m
・3
4
n
B
・6
4
9
2
ク
レ
ヨ

3
8

4
哀
考
吾
?
砦
優
素
き
宰
茎

ん
で
い
る
わ
け
鼎
料
問
自
せ
τ

込
手
間
合
せ
i
仙
台
市
市
民
目
立
ン
ハ
ウ
ス
「
主
性
問
人
の
タ
ベ
」
係

・
全
P
研
第
超
高

雲

「

子

?

「

|

l
よ
こ
は
ま
の
老
人
福
祉

酎
雲
車
開
局
・
藤
村
宜
m
・3
6
住
企
歯
師
E
m
-n
t
i
l
l
1
定
員
削
岩
に
な
り
し
だ
い
輔
君

ど
も
の
幅
利
晶
約
と
P
T
A
の
置

は
ど
つ
な
っ
て
い
る
|

l

」

5

4

2

b

i

o

l

内

2

5

6

1

任

」

笥

日

聞

は
時

閣
浜
女
性
フ
才
l

・
い
ま
、
働
〈
女
が
ほ
し
い
も
の

泊
日
山
川
時
刻
分
、
お
円
円
9
時
一
ワ
ム
(
J
R、
市
営
地
下
位
町
戸
睡
眠
①
家
事
労
働
は
な
ぜ
タ
ダ
か
っ
i
|

8 

月

安売号 f、糸斤 "'" 
、再生紙60%使用、

三
種
類
が
好
評
f

文
も
多
い
。
そ
ん
な
い
き
さ
つ

か
色
、
猷
作
に
鼠
作
を
か
さ
ね

る
こ
と
約
一
年
、
や
っ
と
で
き

た
の
が
、
こ
の
カ
!
ド
レ
タ
l
。

子
軽
で
オ
シ
ャ
レ
と
評
判
が
い

い
の
で
、
小
口
の
セ
ッ
ト
と
し

て
商
品
化
。
ミ
ズ
ク
レ
ヨ
ン

ハ
ウ
ス
に
お
い
で
あ
る
。

ー
セ
ッ
ト
川
カ
l
ド
レ
タ
l

q
M校
+
ミ
ニ
レ
タ
ー
7
枚
l
シ

ー
ル
3
枚
+
ハ
ガ
キ
l
枚
u

m

円
(
送
料
込
〕
。
色
は
サ
ー
モ
ン
、

ナ
y
ツ
、
ベ
ー
ル
グ
レ
イ
の
3

種
類
。申込
先
/
廻
小
路
地
素
人
倶

楽
部
(
エ
コ
ロ
ジ
ス
ト
ク
ラ
ブ
)

干
1
6
2
東
京
都
新
宿
区
神
楽

坂
日
l
お
守
島
ビ
ル
5
0
5
欄

ミ
ク
ロ
ス
タ
ジ
オ
内
宮
ω
・
3

2
8
7
1

1
 

新タイプのカードレター

自
然
破
漉
・
環
境
汚
染

・
リ

サ
イ
ク
ル
と
叫
ば
れ
る
中
、
再

生
紙
も
増
え
て
き
た
。
そ
れ
な

の
に
日
用
品
に
は
ま
だ
ま
だ
少

な
い
。
普
段
に
わ
り
と
使
う
も

の
で
い
い
も
の
は
な
い
か
と
探

っ
て
い
く
う
ち
に
考
え
つ
い
た

の
が
、
手
紙
や
封
筒
。
再
生
紙

を
使
っ
て
な
お
カ
γ

コ
イ
イ
、

オ
リ
ジ
ナ
ル

・
レ
タ
ー
を
作
ろ

う
と
い
う
話
に
な
っ
た
。
凝
り

性
が
鎮
ま
っ
た
か
ら
大
変
ー

イ

ン
ク
が
に
じ
ま
な
い

・
吸
い
込

み
が
い
い

・
見
た
目
に
手
す
き

の
相
紙
調
色
も
ま
っ
白
や
濃

い
色
で
な
い

・
中
が
透
け
な
い

厚
さ
・
筆
不
精
だ
か
ら
一
筆
で

も
棉
に
な
る
も
の

・
再
生
紙
が

多
く
合
ま
れ
る
・
ム
ダ
に
す
る

部
分
が
少
な
く
て
済
む
な
ど
注

グリ テイングとカ ドと書簡が一緒

国釜を

ナ
が
鼠
料
で
す
が
、
イ
タ
リ

ア
南
部
が
そ
の
生
産
地
と
な

り
ま
す
。
「
北
の
手
打
麺
」

に
「
南
の
ス
パ
ゲ
ッ
テ
ィ
ー
」

と
い
わ
れ
て
い
る
の
も
硬
質

小
麦
の
生
産
迦
か
ち
く
る
も

の
で
す
。
今
回
は
イ
タ
リ
ア
南
部
の

特
産
で
あ
る
ナ
ス
と
、
ポ
ピ

ュ
ラ
ー
な
ト
マ
ト
ソ
l
ス
を

使
っ
た
「
な
す
の
ス
パ
ゲ
ッ

テ
ィ
l
」
で
す
。

【材
料
】

(
4
人
分
)

ス
パ
ゲ
ッ
テ
ィ
1
9司
ι

日
時
ッ
、
米
ナ
ス
・
0
2
由
、
オ

zuuaず

〈土曜日〉

者
い
人
た
ち
を
中
心
に

人
気
の
あ
る
パ
ス
タ
。
パ
ス

タ
と
ス
パ
イ
ス
は
、
切
っ
て

も
切
れ
な
い
ほ
ど
相
性
が
い

い
も
の
で
す
。
己
の
コ
ー
ナ

ー
で
は
、
八
回
に
わ
た
り
、

パ
ス
タ
料
理
を
紹
介
し
て
い

き

ま

す

。

ー
l
編
集
部

イ
タ
リ
ア
料
埋
に
代
表
さ

れ
る
パ
ス
タ
に
は
、
硬
め
に

ゆ
で
る
ス
パ
ゲ
ッ
テ
ィ
!
と

や
わ
ら
か
く
ゆ
で
る
ス
パ
ゲ

y
テ
ィ
l
以
外
の
パ
ス
タ
と

が
あ
り
ま
す
。

ス
パ
ゲ
ッ
テ
ィ
1
は
硬
貨

小
麦
の
デ
ュ
ラ
ム
・
セ
モ
リ

(3 ) 

仕上げにフレッシュパジjしをあしらってみました

1991年 8月 10目

人種の差別がない教育

鉱
大
、
整
福
祉
政
簡
切
り
桔
て
の
政
情
は
、
世
ヰ

聞
で
ホ
1
ム
レ
マ
う
ヒ
l
ブ
ル
を
畠
唱
さ
せ
て
い
る
ロ

シ
ア
ト
ル
に
近
い
タ
コ
マ
市
で
も
こ
の
一
年
間
に
ホ

ー
ム
レ
ス
ピ
1
プ
ル
が
四
O
骨
増
加
し
た
と
い
う
。

そ
れ
に
し
て
も
、
ク
ロ
セ
先
牛
耳
V
暫
え
て
い
る
ロ

l
レ
ル
ハ
l
ス
ト
小
学
慣
匂
位
向
が
閑
静
な
住
宅
街

に
あ
る
己
と
か
色
判
断
し
て
、
ク
ラ
ス
の
生
徒
の
中

に
あ
る
雨
明
確
な
ギ
ベ
ッ
ブ
を
不
思
織
と
思
っ
た
。
こ

の
蝿
聞
は
す
ぐ
に
明
ら
か
に
な
っ
た
。
己
の
珂
由
と

し
て
、
ョ
九
七
0
年
代
に
拍
ま
る
が
パ
ス
イ
ン
グ
の

と
い
う
制
厳
に
つ
い
て
一
私
は
学
ん
だ
。
パ
ス
イ
ン
グ

は
「
パ
ス
巳
聖
っ
て
通
学
す
る
」
と
い
う
宮
崎
で
、

鼎
人
と
有
色
人
明
、
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
な
ど
の
少
数
民

族
と
の
分
断
(
セ
グ
リ
ゲ
l
シ
ョ
ン
)
を
瞬
間
す
る

た
め
に
拍
ま
っ
た
そ
う
だ
。
ク
ロ
セ
先
市
古
V
4

九
七

O
年
東
、
四
十
三
世
で
教
師
と
し
て
仕
事
に
つ
い
た

の
は
、
キ
ン
グ
牧
師
の
名
前
に
ち
ほ
ん
だ
ジ
ュ
ニ
ア

・
ア
サ
!
キ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
と
い
う
少
数
者

(
鼎
人
、
有
色
人
)
の
み
の
学
問
だ
っ
た
。
と
こ
ろ

が
先
時
も
こ
の
μ
パ
ス
イ
ン
グ
N

と
い
う
制
度
の
結

果
、
白
人
の
先
主
ば
か
り
だ
勺
た
と
の
学
校
に
、
た

だ
一
人
の
ア
ジ
ア
果
ア
メ
リ
カ
人
教
師
と
し
て
採
用

さ
れ
た
与
え
J

だ。

こ
の
パ
ス
イ
ン
グ
と
い
う
制
度
は
だ
れ
も
が
肌
の

色
、
人
組
に
よ
っ
玄
君
別
さ
れ
る
乙
と
な
く
、
人
間

と
し
て
尊
電
ぎ
れ
る
と
い
う
基
本
的
人
楢
か
ら
出
持

し
た
、
公
民
伊
曜
動
と
し
て
の
一
黒
人
解
問
題
動
の
桔

県
で
あ
る
。
し
か
し
十
年
を
哩
た
現
在
も
な
お
、
己

の
制
度
は
ア
メ
リ
カ
で
の
教
育
問
題
の
一
つ
と
し
て

輔
蝿
さ
れ
、
多
く
の
問
題
を
抱
r

一え
て
い
る

4
3」。

(
つ
づ
く
)

多
く
の
間
聞
を
抱
え
て
い
る
と
説
明
さ
れ
た
T

苗
し

さ
が
笠
宮
の
構
造
の
中
で
再
生
霊
名
、
腕
け
出
す

週
が
閉
ざ
さ
れ
て
い
る
の
だ
。

と
り
わ
り
レ
ー
ガ
ン
、
7
y
シ
ュ
殴
摘
の
軍
植
民

9 

「子
、と
も
の
文
化
接
触
度
L

調
査

下
供
た
ち
に
良
質
の
文
化
を

1
1
'
と
、
毎
年
夏
休
み
に
ぬ
い

ぐ
る
み
人
形
劇
の
公
演
を
行
っ

て
い
る
「
カ
ゴ
メ
劇
場
」
(
カ

ゴ
メ
冊
主
催
)
が
、
今
年
で
二

十
周
年
を
迎
え
、
こ
れ
を
記
念

し
カ
ゴ
メ
欄
は
「
子
供
の
文
化

接
触
度
」
調
告
を
実
施
し
た
。

調
査
対
象
は
首
都
圏
に
住

む
、
一
千
一
歳
か
ち
小
学
二
年
生
ま

で
の
子
供
を
も
っ
母
親
百
五
十

三
人
。まず
「
ど
ん
な
子
供
に
育
て

た
い
か
」
を
耐
く
と
「
元
気
で

丈
夫
」
九
六
・
六
%
、
「
感
動

の
わ
か
る
」
八
五
・
六
俗
、
「
創

造
力
が
あ
る
」
八
0
・
四
4
w
が

高
順
位
(
複
数
回
答
)
。
「
勉

リ
l
プ
油
カ
ッ
プ
切
、
ガ

I
リ
y
ク
パ
ウ
ダ
ー
小
さ

じ
川
口
、
パ
セ
リ
:
小
さ
じ
l
、

オ
レ
ガ
ノ
(
ホ
ウ
ル
)

e

小

さ
じ
l
、
底

。小
さ
じ
見
、

ホ
ウ
イ
ト
ベ
パ
l
小
さ
じ

A
 
〈
ト
マ
ト
ソ
l
ス
〉

完
熟
ト
マ
ト
(
中
)
一
7

個
玉
ネ
ギ
・
9MN
個
、
力
l

リ
ν
ク
パ
ウ
ダ
ー
小
さ
じ

見
、
パ
ジ
ル
(
ホ
ウ
ル
)

小
さ
じ
2
、
ホ
ワ
イ
ト
ベ
パ

l
a
小
さ
じ
凶
、
砂
糖
白
小

さ
じ
l
、
塩
:
適
口
。

ーカ
ゴ
メ
劇
場
」
初
周
年
を
記
念
し
、実
施

強
の
で
き
る
」
一
一
一
四

・
O
微
を

は
る
か
に
上
回
っ
て
い
る
。
母

親
は
「
勉
強
」
よ
り
も
「
元
気

で
人
間
暁
あ
ふ
れ
る
子
供
に
」

と
扇
っ
て
い
る
辛
つ
だ
。

そ
の
た
め
に
「
文
化
と
触
れ

る
乙
と
が
必
要
」
と
い
う
母
親

は
九
六

・
七
必
と
圧
倒
的
多

数
。
し
か
し
文
化
と
接
す
る
環

境
(
設
備
)
山
岡
盤
っ
て
い
な
い
」

と
す
る
人
が
五
六

・
一
物
と
半

数
以
上
に
の
ぼ
る
。
平
台
}
も
に

行
っ
て
い
る
情
操
教
育
で
一
最
も

多
い
の
は
「
本
を
読
ん
で
あ
げ

る
・
買
っ
て
あ
げ
る
」
八
六

・

一
一
一
め
で
、
以
下
「
積
み
木
、
レ

ゴ
な
ど
創
造
的
な
遊
な
阜
県
を

与
え
る
」
五
九

・
五
物
、
「
映

困
を
見
に
行
く
」
同
、
「
ピ
ア
ノ
、

自
字
、
絵
岡
山
守
の
習
い
事
を
さ

せ
る
」
四
八

・
四
物
の
順
。

文
化
を
直
に
体
験
で
さ
る

「
観
劇
」
四一

・
二
偽
が
第
五

位
に
ラ
ン
ク
さ
れ
注
目
さ
れ
る

が
、
足
を
運
ぶ
回
数
は

「
半
年

に
一
回
」
一
一
一
九
五
俗
、
「
年

に
一
回
」
二
五
八
物
。

観
劇
…
機
会
が
少
な
い
理
由
と

し
て
「
料
金
が
高
い
」
六
七

・

三
俗
、
「
劇
場
が
遭
い
」
六
0
・

八
物
の
ほ
か
「
τJ供
向
け
の
芝

居
が
少
な
い
」
三
八

・
六
秒
、

「
お
も
し
ろ
く
な
い
」
八

・
五

偽
と
内
容
へ
の
不
満
を
あ
げ
る

声
も
ー
ー
。
約
七
日
物
の
母
親

が
「
現
在
の
文
化
の
ほ
と
ん
ど

【下
司
」
レ
b
え
】

①
ナ
ス
は
縦
凶
に
切
り
、

パ
ッ
ト
に
並
べ
て
梅
を
録

り
除
き
、
ザ
ル
で
水
切
り
を

し
て
か
色
粗
く
切
る
。
④
鍋

に
オ
リ
ー
ブ
油
と
バ
タ
ー
を

熱
し
、
玉
ね
ぎ
を
い
た
め
て

③
の
ト
マ
ト
、
ガ
ー
リ
ッ
ク
、

パ
ジ
ル
、
パ
セ
リ
、
砂
糖
を

加
え
て
一
煮
、
題
、
ホ
ワ
イ
ト

ベ
パ
l
で
味
を
怒
-A
、
ト
マ

ト
ソ
ー
ス
に
仕

Iげ
る
Q

【作
り
方
】

川
フ
ラ
イ
パ
ン
に
オ
リ

プ
油
を
ひ
き
、
ナ
ス
の
両
商

を
焼
い
て
油
を
切
る
。
ω
川

の
フ
ラ
イ
パ
ン
に
、
残
り
の

オ
リ
ー
ブ
油
を
入
れ
、
ガ
ー

リ
y
夕
、
オ
レ
ガ
ノ
、
パ
セ

リ
、
塩
、
ホ
ワ
イ
ト
ベ
パ
ー

を
加
え
て
火
に
か
け
、
香
り

を
出
す
。
川
山
の
油
を
川
の
な
す
に

か
け
る
。
川
ス
パ
ゲ
シ
テ
ィ
ー
は
塩

と
オ
リ
ー
ブ
油
を
加
-
え
て
加

で
、
ト
マ
ト
ソ
l
ス
を
か
け

よ
く
混
ぜ
あ
わ
せ
て
聞
に
盛

る。
山
川
ス
パ
ゲ
ッ
テ
ィ
ー
の
上

に
ほ
す
を
並
べ
て
パ
セ
リ
を

握
る
。
(
資
料
提
供
ラ
イ
オ
ン
家
庭

料
学
研
究
所
/
料
理
指
導
・

長
瀬
峰
子
〉

ナヌにはオレガノ入りのオリーブ;闘をかける

夏野菜をたっぷり使う
トマト昧にはバジルがよく合う

る
3

③
あ
く
が
出
て
き
た
5
、

本
で
杭
い
流
し
で
水
気
キ
L
」

る
侭
ト
マ
ト
は
凋
む
き
を

し
、
半
分
に
切
っ
て
慢
を
取

月

食

女

が
若
者
向
け
で
、
老
人
や
母
子

が
接
す
る
と
と
の
で
き
る
文
化

が
少
な
い
」
と
と
を
福
摘
し
て

い
る
。作
家
の
永
畑
道
手
さ
ん
は
、

「
幼
い
日
に
良
い
文
化
と
出
会

う
こ
と
が
個
性
を
築
き
あ
げ
る

き
っ
か
け
と
必
る
」
、
「
サ
ー

ビ
ス
業
の
一
環
と
し
て
の
文
化

産
業
の
準
々
し
さ
が
目
立
つ

が
、
そ
れ
は
ア
ダ
花
の
よ
う
な

グ
パ
プ
ル
文
化
「
な
の
で
は
な

い
か
。
調
査
か
ら
『
経
済
大
国
』

の
中
の
『
文
化
小
巴
の
実
像

が
浮
か
ん
で
く
る
」
と
コ
メ
ン

ト
し
て
い
る
。

。

「
カ
ゴ
メ
劇
場
」
は
一
九
七

二
軍
(
昭
灯
)
に
「
カ
ゴ
メ
ち

び
っ
子
劇
嶋
」
と
し
て
ス
タ
ー

ト
。
「
娘
と
一
ニ
匹
の
字
豚
」
「
赤

ず
き
ん
の
冒
険
」
な
ど
、
名
作

二
電
話
を
題
材
に
し
た
人
形
劇
で

二
全
国
公
演
。
十
四
回
目
か
ら
は

二
「
な
ん
で
も
食
べ
る
子
、
元
気

二
な
子
」
な
ど
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
人

形
劇
を
組
み
入
れ
「
食
物
の
好

き
嫌
い
な
く
そ
う
」
と
手
供
た

ち
に
呼
び
か
け
て
い
る
。

夏
休
み
の
一
目
、
幼
稚
園
、

ペ
ル
l
の
巻
⑤

純
必
の
ペ
ル
l
料
理
で
は

あ
り
淳
せ
ん
が
、
と
て
も
癌

単
に
・
て
お
い
し
い
ツ
ナ

ご
は
ん
を
教
え
ま
し
ょ
う
。

あ
ち
ら
の
料
理
の
本
に
は
イ

カ
ご
は
ん
な
ど
が
出
て
き

て
、
を
つ
し
た
作
り
方
を
参

考
に
し
て
考
-
え
ま
し
た
。

四
i
五
人
用
で
、
ツ
ナ
の

缶
詰
の
小
缶
で
二
倍
く
ら
い

者
使
い
ま
す
。
フ
タ
を
あ
け
、

ょ
に
浮
い
て
い
る
油
の
と
こ

ろ
に
レ
モ
ン
汁
を
し
ぼ
り
込

ん
で
お
き
ま
す
。
ニ
ン
ニ
ク

一
片
を
ポ
ン
と
叩
い
で
く
だ

き
、
オ
イ
ル
(
オ
リ
ー
ブ
オ

イ
ル
が
愚
高
)
大
さ
じ
一
で
、

こ
が
さ
な
い
よ
う
妙
め
ま

す
。
と
い
だ
米
に
同
匿
の
水

を
入
れ
、
ニ
ン
ニ
ク
を
妙
め

た
油
む
と
加
え
、
ツ
ナ
缶
の

什
も
い
れ
、
塩
少
々
で
昧
を

つ
り
ま
す
。
米
の
上
に
ツ
ナ

を
敷
き
つ
め
る
よ
う
に
の
せ

(
米
が
見
え
な
い
よ
う
)
、

電
気
釜
の
ス
イ
ッ
チ
を
い
れ

ふ
つ
う
に
炊
き
ま
す
。
ニ
ン

ニ
ク
の
匂
い
は
金
支
し
ま
せ

ん
。
ツ
ナ
な
し
で
ニ
ン
ニ
ク

ご
は
ん
に
し
て
も
お
い
し
い

で
す
よ
。
ご
は
ん
全
体
を
ま
ぜ
合

せ
、
ヒ
に
か
た
ゆ
で
卵
の
細

切
り
、
き
ざ
み
パ
セ
リ
等
を

か
ざ
る
と
憲
章
で
、
ご
は
ん

ベ
ル
l
風
ツ
ナ
ご
は
ん

が
一
品
の
ご
ち
そ
う
に
な
り

ま
す
。セ
ビ
l
チ
ェ
の
と
き
お
話

し
た
ベ
ル
l
ふ
う
-
一
旦
の
シ
チ

ュ
ー
(
フ
レ
フ
ォ
ル
)
を

ツ
ナ
ご
は
ん
に
か
け
て
も
よ

く
あ
い
ま
す
。
赤
豆
(
金
時
)

四
i
五
ハ

δ
匂
を
ひ
た
ひ
た

の
水
に
入
れ
さ
っ
と
ゆ
で
こ

ぼ
し
、
水
を
た
っ
ぷ
り
加
え

ま
す
。
ニ
ン
ニ
ク
一
か
け
と

肉
(
プ
夕
、
ト
リ
)
一
一
一
i
四

円
6
グ
ラ
ム
を
い
た
め
、
さ

ら
に
玉
ね
ぎ
大
一
個
を
く
し

形
に
切
っ
た
あ
の
を
い
た

め
、
そ
れ
ら
全
部
を
豆
の
中

ツナ缶とニンニクで

簡単にできておいしい/
令書唱 令書咽 令制

小
学
低
学
年
の
見
直
と
母
親
を
っ
た
が
、
中
断
す
る
と
と
な
く

無
料
招
待
。
現
在
ま
で
全
圃
の
無
事
二
十
周
年
を
迎
え
る
こ
と

延
べ
五
百
L
l
一
会
場
で
公
演
、
が
で
き
た
。
今
後
も
H
ふ
れ
あ

入
場
数
地
約
草
九
十
万
人
を
数
い
H
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
消
費
者

え

る

。

悼

と

よ

り

良

い

コ

ミ

ュ

ニ

ケ

l

シ

「
経
営
的
に
大
変
な
時
も
あ
ョ
ン
を
は
か
っ
て
い
き
た
い
」

創
立
幼
周
年
世
界
大
会

ア
ム
ネ
ス
テ
ィ
・
イ
ン
台
l
ナ
シ
ョ

ナ
ル

ア
ム
ネ
ス
テ
ィ
・
イ
ン
タ
ー

ナ
シ
ゴ
ナ
ル
(
本
部
・
ロ
ン
ド

ン
)
は
、
創
す
一
一
一一
十
周
年
に
あ

た
る
今
年
九
月
H
か
色
七
固

ま
で
神
奈
川
県
の
パ
シ
ブ
ィ
コ

横
浜
で
「
開
界
大
会
」
を
開
催
。

こ
れ
に
先
だ
ち
記
念
イ
ベ
ン
ト

を

{qっ。
「官
界
大
会
」
は
二
年
ご
と

に
聞
か
れ
て
お
り
、
ア
ジ
ア
で

は
初
の
開
催
。
七
十
カ
岡
、
約

四
百
名
が
参
加
、
活
動
乃
針
を

決
定
す
る
。

〈
記
念
イ
ベ
ン
ト
内
容
〉

・
フ
ォ
ー
ラ
ム
「
地
球
人
へ

の
パ
ス
ポ
l
卜
」
ア
ム
主

測量姉崎司馬混

ス
テ
ィ
市
民
講
座

8
月
刊
四
日
同
時
時
間
叫
分
対

斡
み
ん
な
地
鼠
に
生
き
る
人
」

ア
グ
ネ
ス

・
チ
ャ
ン
、
イ
i
デ

ス
・
ハ
ン
ソ
出

ω
日
掛
川
同
時

開
演
「
女
〆
品
名
ス
テ
ィ
に
よ
っ

て
救
媛
さ
れ
た
甫
民
の
証
言
」

同
時
間
山
分
閥
横
と
対
話

徐
俊
檀
、
安
江
良
介
引
日
出

M
時
ト
ー
ク
・
A

イ
ン
「
育
楽
は

世
仰
を
変
二
一
え
る
?
」
小
笠
等
他

日
目
時
初
分
一
d
ソ
・
ニ
ュ
ー
ス

ペ
ー
パ
ー

3
4ハ
マ
・
オ
ン

ス
テ
ー
ジ
」
入
一
精
料
千
二
自
円

会
場
は
い
ず
れ
も
パ
シ
フ
ィ

コ
轡
県
内
J
R
・
東
急
襲
繍
僚

級
木
町
下
車
)

栄
フ
ォ
ー
ラ
ム
参
加
者
は
品
川

望
講
座
・
日
時
、
住
所
、
氏
名
、

電
話
を
名
記
、
住
複
ハ
ガ
キ
で

申
し
込
む
G

一
調
座
五
百
円
。

つ
の
街
が
死
ん
だ
」
で
は
、
広

島
、
長
崎
の
被
爆
の
瞬
間
、
寝

滅
し
た
街
の
さ
ま
を
被
煙
者
の

絵
や
写
真
で
ふ
り
返
る
。
一
一
章

で
は
「
被
爆
者
の
四
十
五
年
」

と
思
し
、
被
爆
者
の
生
き
様
と

闘
い
を
と
り
あ
げ
る
一
。
一
ニ
章
で

は
、
マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
、
米
朱

パ
夕
、
ソ
連
セ
ミ
パ
ラ
チ
ン
ス

ク
な
ど
核
実
験
場
や
核
兵
器
工

場
周
辺
の
被
畷
者
、
原
発
事
故

で
苦
し
む
被
晦
者
な
ど
「
世
界

に
ひ
ろ
が
る
ヒ
パ
ク
シ
ャ
」
の

実
態
#
描
く
。
若
干
の
資
料
、

解
説
を
加
え
、
全
体
で
四
百
頁

程
度
に
な
る
予
考

運
動
の
進
め
方
は
、
一
口
一

万
三
千
円
の
募
金
を
尊
り
、
呼

び
か
け
と
並
存
し
て
編
集
作
業

を
進
め
る
。
六
千
人
(
六
千
口
)

の
会
員
が
集
ま
っ
た
時
点
で
印

剛
に
か
か
り
、
ま
ず
日
本
語
版

を
製
作
。
売
り
上
げ
の
余
剰
金

で
、
英
、
ス
ペ
イ
ン
、
仏
、
強
、

エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
な
ど
七
カ
国
語

に
翻
訳
し
た
外
国
語
版
を
作

る。
平
岡
・
広
島
市
長
、
本
島
・

長
崎
市
長
ら
百
五
十
五
人
が
運

動
の
呼
び
か
け
人
と
な
り
、
七

月
末
で
す
で
に
、
四
百
十
七
ロ

(
約
五
百
方
円
)
の
白
拝
金
が
寄

せ
ち
れ
て
い
る
。

会
で
は
、
学
校
や
職
場
な
ど

グ
ル
プ
単
位
の
参
加
を
呼
び

か
け
「
団
体
が
外
国
の
同
線
の

団
体
へ
。
例
え
ば
国
ム
寸
量
調
員
が

核
保
有
国
の
讃
貝
た
ち
へ
写
真

集
を
贈
る
な
ど
運
動
が
広
が
っ

て
い
っ
て
ほ
し
い
」
と
い
う
。

問
い
合
わ
せ
「
平
和
博
物
館

を
創
る
会
」

官
邸
・
3
4
5
4

.
R
d
o
ハ
xhυ
ハ汐。

E吾る圃見利子さん

本
青
年
館
で
行
わ
れ
、
大
事
業

の
完
成
を
祝
っ
た
。

ζ
の
出
版
の
意
義
に
つ
い

て
、
評
論
家
の
鶴
見
相
子
さ
ん

は
「
こ
の
仕
事
は
H
戦
争
の
体

験
を
、
戦
争
を
知
ち
な
い
世
代

に
ひ
き
継
ぐ
H
こ
と
に
成
功
し

た
。
生
命
を
つ
な
ぐ
女
た
ち
が
、

戦
争
の
体
験
を
世
代
に
つ
な
い

だ
の
で
あ
る
。
さ
色
に
、
被
害

だ
ロ
を
ぐ
ち
っ
ぽ
く
め
ん
め
ん

と
宙
開
る
の
で
な
く
、
億
験
を
記

録
す
る
作
業
の
中
で
日
本
人
が

十
五
年
戦
争
の
中
で
被
害
者
で

あ
り
加
害
者
で
あ
る
事
実
を
、

し
っ
か
り
見
と
ど
け
、

w
国
H

と
い
う
も
の
が
見
-
え
で
き
た
こ

と
で
あ
る
」
「
日
本
の
女
の
伝

統
の
P
非
暴
力
H
の
精
神
を
寄
っ

け
つ
い
で
い
る
。
私
は
静
御
前

が
大
好
き
だ
。
権
力
者
の
前
で
、

優
美
に
縄
問
い
敏
う
と
と
で
、
心

を
グ
サ
ソ
と
刺
し
た
静
御
前
は

ま
さ
に
非
暴
力
抵
抗
の
見
本
。

そ
の
心
は
、
米
騒
動
の
女
「
占
D

ま
で
ひ
さ
つ
が
れ
て
い
る
。
こ

の
シ
リ
ー
ズ
の
完
成
で
運
動
が

終
わ
る
の
で
な
く
、
乙
れ
が
始

ま
り
。
非
暴
力
・
戦
争
反
対
の

心
亭
」
と
れ
か
ち
の
運
動
に
生
か

レ
、
絶
対
に
戦
争
を
許
さ
な
い

世
の
中
を
作
っ
て
ほ
し
い
」
と

意
義
を
た
た
え
、
励
ま
し
て
い

た。

品いさっする小耕千電子寮圃葺

に
入
れ
て
弱
火
で
一
煮
乙
み
ま

す
。
よ
く
ア
ク
を
と
り
、
豆

が
柔
く
な
っ
た
ら
一
ト
マ
ト
中

一
個
(
ピ
ュ
l
レ
ー
も
可
)

を
入
れ
ま
す
。
塩
、
乙
し
ょ

う
、
ス
l
プ
の
索
、
月
佳
樹
、

オ
レ
ガ
ノ
、
ク
ミ
ン
、
ナ
ツ

メ
グ
等
の
香
辛
料
、
サ
ラ
ダ

油
か
オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
少
々

入
れ
る
と
、
お
い
し
い
で
す
。

こ
ん
な
ふ
う
に
、
ペ
ル
ー

の
映
を
、
日
本
で
H掴
E
F

し
ま
し
た
が
、
ど
う
し
て
も

味
わ
え
な
い
も
の
が
あ
り
ま

し
た
。
首
ベ
ル
ー
で
は
、
朝
、

タ
マ
l
レ
ス
と
い
っ
て
、
豚

肉
と
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
粉
を

バ
ナ
ナ
の
一葉
で
包
ん
で
ち
ま

き
の
よ
う
に
蒸
し
た
も
の

と
、
朝
採
れ
た
フ
レ
l
サ
(
イ

チ
ゴ
)
を
ロ
パ
に
積
ん
で
売

り
に
来
る
の
で
す
。
パ
ナ
ナ

の
葉
が
な
い
の
で
一
と
れ
は
こ

ち
ち
で
は
作
れ
ま
せ
ん
。

戦
争
の
た
め
帰
れ
な
く
な

っ
た
大
好
き
な
ベ
ル
l
に
、

思
い
が
か
な
っ
て
旅
行
し
た

の
は
十
年
ほ
ど
前
の
こ
と
で

し
た
。
ロ
パ
の
行
商
は
も
ち

ろ
ん
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
幼
な
な
じ
み
が
タ
マ
l

レ
ス
を
作
っ
て
く
れ
ま
し

ド
九
。
こ
れ
こ
そ
ベ
ル
l
の
匂

い
だ
と
感
激
し
ま
し
た
。
〈
岸

ニ
エ
ベ
ス

・
ト
ヨ
談
)

け
乙
の
項
お
わ
り
H

(一口メモ)

司出~
ビンナガマグロ=サハ割
マグロのー柵 ・1由時ヒ"ンチ司

ウ、胴ピレが昼く身は自に近い

ピンク色。缶詰に用いるO)f~主
にこれ。刺レ場は味が甚ちる。

マグロにはセレンというミ芳、

ラルが脅まれているが、酌眠恒

イヒを予限りし、占化をくい止める

働さがあることがわかってき

た。ヒタミンEの50-[C旧闘の
力があるというカ、5壇い

-
ア
ジ
ア
映
画
祭

幻
自
樹
、

μ
自
国
山
時
i

横
浜
釘
性
フ
ォ
ー
ラ
ム
(
J
R

一
戸
塚
下
車
)
ア
ジ
ア
映
画
六
本

を
爾
口
に
わ
た
り
上
映

-

「
フ
リ

ダ
ム
叩
5
」

ポ

ス
タ
ー
展

お
日
旬
1
9
月
叩
日
比
横

浜
美
術
館
(
桜
木
町
下
車
)
栄

木
晴
休
館
日
本
を
代
表
す
る

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
十
七
色
が
怠
加

-

「
H
u
m
a
n
R
i
g

h

t

S

N

o

w

n

J

 

a
p
a
n
」
コ
ン
サ
ー
ト

9
月
7
B
皆
、
8
日
也
横
浜

ア
リ
ー
ナ
川
H
例
大
阪
賊
ホ

ー
ル
内
外
の
ビ
ッ
グ
・
ア
ー

チ
ス
ト
が
問
調

-
マ
ン
ガ
・
イ
ラ
ス
ト
国
際

コ
ン
テ
ス
ト

問
い
合
わ
せ
干
刷
新
宿
区

西
早
稲
田
つ
T
Q
T
n
第
二
山

一
匹
ビ
ル
ア
ム
末
ス
子
ィ
日
本

支
謎
「
記
念
企
画
」
係
官
一
山
-

j
3・
1
1

と
伊
藤
正
嗣

・
カ
ゴ
メ
側
常
務

取
締
役
・
一
般
刑
事
業
部
長
。

今
年
の
公
演
は
七
月
二
十
三

日
に
ス
タ
ー
ト
、
八
月
二
十
五

日
ま
で
、
二
班
編
成
で
全
国
三

十
五
会
場
軒
星
E
わ
る
。

訂
豆
本
紙
七
月
三
十
日
(
九
七
二
)

号
、
一
面
叫
ア
フ
ァ
!
?
テ
ィ

プ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
」
の
記
事
中
、

事
実
誤
認
が
あ
っ
た
の
で
、
訂

正

し

ま

す

0

.

記
事
中
、
河
地
和
子
さ
ん
の

発
言
の
中
で
『
ピ
ジ
え
ス

・
ス

ク
ー
ル
、
ロ
1
・
ス
ク
ー
ル
も

・
』
以
下
は
、
『
在
籍
省
の

過
半
数
を
女
性
が
占
め
て
い
る

大
学
院
は
数
多
く
M
I
T
(
マ

サ
l
チ
ュ
l
セ
ッ
ツ
工
科
大

学
)
の
ケ
ミ
カ
ル

・
エ
ン
ジ
ニ

ア
リ
ン
グ
で
は
蝦
近
女
性
が
七

五
必
宇
ャ
占
め
た
』
、
『
今
や
ア

メ
リ
カ

・
・
・
』
以
下
は
、
『
自

分
が
専
門
職
に
っ
さ
た
け
れ

ば
、
大
学
院
へ
行
き
き
え
す
れ

ば
よ
い
。
ア
メ
リ
カ
で
は
ア
フ

ァ
!
?
テ
ィ
ブ

・
ア
ク
シ
ョ
ン

は
い
ら
な
く
な
っ
て
い
る
、
と

い
う
直
見
が
あ
る
が
、
こ
れ
は

性
急
な
判
断
で
あ
る
』
と
な
り

ま
す
。

ぐ

心柵け先端怯術一-HumanElectfO(jìcs~ 

L、

世):Jc.日本水産会ーおさかな普及苗親会

National 

食
後
の
ゆ
と
り
を
つ
〈
る
新
・
必
需

品

。

「

ー

シ
ス
テ
ム
キ
ッ
チ

ン

選

び

の
ポ

イ

ン

ト

で

す
。

「

ー

が

ン
2
な
油
汚
れ
也
、
手
で
洗
い
に
〈
い
も
の
も
。

的
刊
℃
の
お
揖
金
強
h
に
噴
射
し
、
す
み
ず
み
ま
で
ス
ァ
キ
リ
波
沖

3
7
4
ス
ザ
ル
の
よ
う
な
洗
レ
に
〈
レ
も
の
も
お
ま
か
せ
で
す
。

フ
キ
ン
が
い
ら
ず
、
グ
，
ス
も
キ
，
キ

完

洗
市
・す
す
ぎ
の
あ
t
以
内
動
的
に
乾
燥
も
.
ふ
き
ん
を
使
わ
な
{

て
い
い
か
ら
、
と
て
も
衛
生
的
。
グ
ラ
ス
も
ピ
カ
ピ
カ
の
蝿
き
で
す
e

手

で

涜

う

よ

。
、
経
済
的
。

お
湯
令
流
し
っ
ぱ
な
し

に
し
が
ち
な
子
洗
レ
に
持
へ
た
め
す
す
き

τ水
9
K切
に
L
t
す
。

• ナショナル ピルトイン食器洗い詑爆機
NP-5600B脚剛165.000円(円-J7，r)
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。ヴ
ー也

E
好

山
町
嚇

冷蔵庫に食品がたくさ九入って使レやすい、冷気も効率よく流れる。そんな様能を追求するとこ

の丸型になりました。庫内灯や冷却ユニットを左右コーナーに配置して背面き'りぎりまで使用可能

lこしました。トレイは四角い冷蔵庫よりむしろ広いのです二手前の両側の空間は;令気が効率よく

SR-41 ZR 区Q[iJ ~二五守、 流れるスペースです二 扉のボトルポケットもよ手にレイアウトして

SR云石亘白 モノがたくさん入ります二す法も大型408且ながら幅わずか63.4cm。
まわる冷蔵庫は内側も外側も大変効率力句、L、冷蔵庫なのですね。

冷却ユニyト -~下=ー哲ー一一ー贋円n
フレーパーライト{・円灯) 1，盟コ主主事ー計一冷却工yト

まわる冷蔵庫断面図 引 従来トレイ l従来型断面図

i~ -M- ボトルポケJト
ボトルボケγト とト J 只

2詰出古詰2諸官立坊2t誌;
サンヨ一冷凍冷蔵庫Eδ戸刈iIc:JI@)1羽l臥j畢
s訓R-41吃ZR駅(W)(伯GR船)(氾G)富:23珂5，00凹0円(税糊E別uω)(住3諸z詰2都R常?F思よ0i立ぷj誌苫LU品，らUi) 
SR-3羽5V叩R(W)(伯G凹R船)(沼BE日)1:臨書18回8，日凹0叩B円(税F別制1))(は32泣2府{忠官R廿1rT町iιι2Lぷl;::rfJぷ正Jι日，)) 

.お跡、/サノヨー，令，凪令蔵庫には倒正書ηついていま主こ筒入の際、ニ情入年月日、販売庖昌弘:ど田所定・項目配入及びle敵内容を二信認のうえ、
お畳け取りになり大切に保存してくfこさい.(W)ラグジュアリーホワイト、(GR)ラグジユアリーグレー.(G)ラタジユアリーグリー/.(BE)ヱコロンーへーンユ

食べものをたくさん買う人が、まわる冷蔵庫を使L、はじめた。

考えてみれば私たちは冷蔵庫の前はんぶんしか使っていない気がします二奥のものは入ったきり

何週間も出てこない。くるくるトレイなら奥の食品もすぐ出てきます二いままで食品の倉庫だったの

がショーケースになった。そんな雰囲気ですL

棚面積は四角い冷蔵庫の約1.2倍。でも幅はわずか63.4cmでt

安斎 f、来斤胆胃全国第 973号 (第3種郵便物認 可)

冷蔵庫の
「手前」と「奥」を
なくしました。

三i羊電機械式会社/三浮ライフ・エレクトロニクス械式会社

ドレッシンクタイムしませんカミ
e+おろししようゆドレッシング
・すイタリアンドレッシング

・ 左手口風ドレッシンク・

・すしようゆ(ゆず風味)ドレッシング

・すしようゆ(ごま油風味)ドレγンング

・ 会1000アイランドドレッシング

・すフレンチ(白)ドレッシング

「かるし、JII，kて.ご ~f，1'1'のキューピーすドレッシンク;

2的対lの祈製品を 1111 え、 150mQ人りのスリムなす~ fr~): 

に ー析してくU，Vjしました。fごから新鮮なうちにf>tい
切ることができ、さらにバラエティーに;叫んだ'iq:;が

楽しめます二家族のお好みに令わせてドレ、ノシン

グタイムしてみませんか。
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消費者情報室
寸川_<1.0(制札 サ ワ ヤカコー

函 0120-308509
受付時間 午前9:30-午後5:00(土・日・祭日を除く)

ます8月に関東地方の皆織と。
そして順次、全国ヘホットラインはひろがります。
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一一式会社盟
コカコーラは、世界的170.11閣の閣々で垂され閥しまれています
C皿 a'Cωaとコヵーコーラコークフ?ノタスフライト HI-C，:，，;ヨーノアコーヒ-1:
Th(' Coca'CoIa corr田町の童日高喝てす

~ .. 岡田園・・・..--，---司、
~ 
〆コカ・コーラへのお問い合わぜlま， ございませんか?
. コ力・コーラ、ファン夕、スフライト、HIーC、ジョージ、ア

¥ コーヒーなどコカコーラーびコカ日り

産業に関してご質問がございましたら、お気軽にお電i

、ごい。専門のスタッフ川をこ抗おこたえいたし?ン'

可‘・・・・・圃・田園圃..--'fIIII"""

おなたとコカ・コーラが
もっともっと

近くなります。

8月13日(火)き8:00
(終戦ドラマスペシャル〉

もうの夜刻れのフ〉レーえを

テしピ割目
テレビ朝日系全国ネット
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〈土曜日〉1991年 8月 10日安斉~ ./、来斤問拐国釜~第 973号 (4 ) 

食べものをたくさん買う人が、まわる冷蔵庫を使いはじめた。

考えてみれば私たちは冷蔵庫の前はんふんしか使ってL、なわ気がしまT.奥のものは入ったきり

何週間も出てこなL、くるくるトレイなら奥田宜品もすぐ出てきます.いままで宜晶の倉庫だったの

がゾヨーケースになった。そんな雰囲気で抗

棚面積は四角い冷蔵庫の約1.2備。でも幅はわずか63.4cmですL

J冷蔵庫に宜晶がたくさ九入って使いやすい、J滑気も効率よく流れる。そんな償能を追求するとこ

の丸型になりました。庫内灯や冷却ユニyトを左右コーナーに配置して背面ぎりぎりまで使用可能

にしました。トレイは四角い冷蔵庫よりもtろ広いのです主手前田両側の空間は冷気が効率よく
SR.41ZR凪剖(JKコZわ 流れるスへースで乱"のボトルポケットも上手にレイアウトして

モノがたくさん入りま1寸法也大型408且ながら幅わずか63.4，.。
まわる冷蔵庫は内側も外側也大変効率力叫、い冷蔵庫なのですね。
I'it長三ミ三号γー粗.J...:....，ト ラ三-寸・削
l崎{ω&' 、r什ナ一フ和レ→-J~-→ライ+ト t膚E肉剛閉陪川:11 Ah..ιι一づ-.J， 柑斗L二介

fドる配〈る卦トレMイ i まま:わる冷竃属断薗図 lι剖農酔トレ凶イ 11縫来型断薗園

/一一 一'…"士一宅~守-守ケ 円穴代トル守呪tケ 4恥、 ， 

以土"'割凋一4‘?沼'"崎'司<!>.. :叫‘に=恨聞札Lτれ‘ a可杭に ~、~ n_  .-......‘. -‘“~~圃. 
. …叫…酎叫一匂 }…、7引7/ノ 、吟白.-:.I. I~

サンヨー冷凍冷蔵庫伊1kdJ@)/官 I~I早
SR-41ZR(W)(GR)ω)鈴235，000円[酬)U:i~，~~:'1'::á心"l:AIQ'i)
SR-35VR(W)(GR)(BE) :: 188，000円(棚1))C~::'~~i':.r:..t"l)-，おおi)

.h"l"'1: 3 冷車食電."二"恨11.・か一丸、τぃU'..::相λσ調ー領λ年月目、販売庖名eどの断定.'"の民入及川1也血肉Wt-.:割回初吟丸h"げ取りにらり大切に停脅して(f;さい仰、うグジ孟r'JーホワイkやG刊うタシ2アリーク'l.--.(G)づグ:.;ユア'J タJλ(SE)J:コロジ κーνユ

{餌3種郵便物認可)

冷蔵庫の
「手前」と「奥」を
なくしました。

三i草電機械式会社/三;草ライフエレクトロニクス械式会紅
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ドレッシングタイムしませんカミ

ejおろししょうゆドレッシング

・-jイヲリアンドレッシング

e1和風ドレyシング

・;しょうゆ(ゆず風味)ドレyシノグ

・』しょうゆ(こ・ま，由風味)ドレツンング

・11000アイラノドドレyシング

e+フレンチ(白)ドレッシング
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日本コカ・コーラ株式会社

コ拘コーラ"飽締約170..園の団々で~~ntllし.nて.'.マ
Coc. c... t ::l h コーヲコクヲ日間刊 Mト C.""~- アコーヒー"

T"" Coc~.C"・….11"'''， τ

--回国・・・ー....--
，~ --、
〆〆コ力・コーラへのお問い合わ世は， ございまぜんか?

. コカ・コーラ、ファン夕、スフライト、HIーC、ジョージア

¥ 一一四昂およ向コーラV'
産業lこ関してご質問がございましたら、お気軽にお電i

、ださ叫い。痔訓専智朝門雪の仰スMタツフ川をこ抗おこたえい1::[.，*90~ .. 、』 A，v
『司・・・-圃圃圃回~

あなたとコ力・コーラが
もっともっと

近くなります。

8月13日(火)き8:00
(終戦ドラマスペシャル〉
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